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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私に残された時間は、そう多くない。

　いつか、この家を出なければいけないと思っていた。

　そのいつかが、もう目前にまで迫せまっている。

　慣れた屋や敷しき。気心の知れた使用人達。交友のある人々。そして今まで築きあげてきた全すべてのもの。

　それらを全て譲ゆずり渡わたして、私は一人舞ぶ台たいから降りる。

　アンリに爵しやく位いを渡すために、私は消えねばならない。

　伯はく爵しやく家を守るためにも、秘密と共に土に還かえる。

　覚かく悟ごしていたこととは言え、その時が来ると思うとこんなにも苦しいなんて。

　家族とも離はなればなれになる。もう二度と会うことはないだろう。

　ああ、先日お亡なくなりになった前王陛下も、あるいは死の直前にはこんな寂さみしさを味わっておられたのだろうか。

　死は残ざん酷こくだ。

　そして僥ぎよう倖こうでもある。

　誰だれの上にも容よう赦しやなく平等にやってくる。

　私の役目は終わるのだ。

　なぜ今になって、そのことを苦しいと思うのか。

　この時が来るのを───ずっと待ち望んでいたというのに。
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　侍じ従じゆう長であるマリオの訪問を受けたのは、私が女王として指名を受けてから数日後のことだった。

　既すでに社交界では後こう継けい者しや会議の結果が知れ渡っており、毎日続々とお茶会やら夜会やらへの招待状が届けられる。

　両親は対応に追われて大わらわだし、侍女のメアリーは一生お嬢じよう様さまについて行きますと今から息巻いている。

　私としてはあまりにも突とつ然ぜんのことだったし、まだ自分が次期女王に指名されたのは何かの間ま違ちがいなんじゃないかと疑っている。

　大体、私にあの偉い大だいだったお祖父じい様の跡あとを継つぐなんて本当にできるのか。

　それも、リンドール王国で初めての女王として。

　お祖父様もお祖父様なら、私を指名した彼らも彼らだ。

　表向きは一応保留ということになってはいるが、こうしている間にも私を王位につける準備が着々と進んでいるような気がしてならない。

　───本当は、辞退すべきなのだろうと思う。

　我が国には私よりも上位の王位継けい承しよう権を持つ男子がいるのに、わざわざ女王を頂くなんて国を乱す原因になりかねないからだ。

　古今東西、歴史の上でも女王を頂いた国は圧あつ倒とう的に少ない。

　自分が本当に女王になっていいのか。国を思うなら失しつ踪そうしてでも王位をスチュワートに渡すべきじゃないのか。

　しかし信しん頼らいして投票してくれた三人のことを思うと、それもできずにいるのだ。

　結果として、私は往おう生じよう際ぎわ悪く結論を先送りにし続けていた。

　だからマリオのことも、私はてっきり彼が私を説得しに来たのだと思い、憂ゆう鬱うつな気持ちで出で迎むかえた。

　マリオはお祖父様に長年仕えた、王宮の生き字引とも呼べる人物だ。

　老ろう齢れいだが背筋が真っ直すぐに伸のび、白しら髪がは豊かで言動は思し慮りよに富み、私よりもマリオの方がよっぽど国王に相応ふさわしい見た目をしている。

　一体彼の目には、この頼たよりない次期女王がどのように映っていることだろう。

「突然の訪問をお許しください。フランチェスカ様に、是ぜ非ひお渡ししたい物がございまして」

　だから応接室で向かい合った彼にこう切り出された時は、驚おどろくのと同時にひどくほっとした。

「わたくしにですか？」

「ええ」

　そう言ってマリオが差し出したのは、蜜みつ蠟ろうで封ふうをされた一通の手紙だった。

　見慣れた双そう頭とうの獅し子しの刻印。

「これは、お祖父様の……」

　紙の質は上等だが、正式な書簡としての体てい裁さいは取られていない。

　チェスをやりとりしていたのと同じ、私的な手紙だと思われた。

「フランチェスカ様が女王陛下に選ばれた際に、お渡しするようにと」

　生前のお祖父様からのメッセージだと思うと、嬉うれしい反面恐おそろしくもあった。

　テーブルにのった手紙には手を出さず、その表面を食い入るように見つめる。

「わたくしはまだ、女王になると決めたわけでは……」

　読みたい。だがこれを受け取ってしまえば、女王になることを了りよう承しようしたことになってしまう。

「まだ、お気持ちの整理がつきませんか？」

　マリオの困ったような問いかけに、返事もできず頷うなずいた。

　王とは、権利と同時に様々な責務を負う存在だ。

　国のために尽つくしたいという気持ちはあれど、だからこそ恐こわい。

　お祖父様の作った国を、その功績を、自分がぶち壊こわしにしてしまうのではないかと。

「この手紙を受け取るのに、わたくしは相応しくありません」

　失望されるかとも思ったが、正直にそう言う他ほかなかった。

　手を伸ばして手紙を返そうとするが、マリオは受け取ろうとしない。

「迷っていらっしゃるのでしたら、尚なお更さらお読みになるべきです。何が書かれているのか私は存じませんが、ウィルフレッド一世陛下が貴女あなた様を傷つけるようなことをお書きになるはずがない。それに、陛下からはこれを選ばれた際にお渡しするよう、厳命されております。たとえフランチェスカ様が王位をご辞退なされたとしても、この手紙は貴女様のものです」

『辞退』という言葉が、重くのし掛かかる。

　マリオは頑がんとして引きそうになかったので、私はこっそりため息をついて大人しく手紙の封を切った。

　中には女王に選出された私への叱しつ咤た激げき励れいが記されているかと思ったが、そうではなかった。

　チェスをしていた時と同じ、最低限の言葉だけ。

『バートレイ伯爵に会うように』

　一枚だけの便せんには、確かにお祖父様の筆ひつ跡せきでそう書かれていた。

　バートレイの名は聞いたことがあるが、我が家と特別な親交があるわけではなく伯爵にも会ったことがない。

「あの、これだけですか？」

　思わずマリオに尋たずねてしまったのは、無理からぬことだろう。

　その文面を彼に見せると、皺しわの浮ういた顔にも困こん惑わくの表情が浮かんだ。

「申し訳ありません。手紙をお渡わたしするようにとしか、申しつかっておりません」

　手紙を細部まで検分してみたが、どうやら細工の類たぐいもないようだ。

　筆跡や文法にも不自然な箇か所しよはなく、暗号とも考えづらかった。

　ということはやはり文面通り、この手紙はバートレイ伯爵と会えという意味なのだろう。

「あの、バートレイ伯爵とはどのような方でしょうか？」

　ついそう聞いてしまったのも、無理からぬことだろう。

　マリオは何かを思い出すように遠い目をしながら、私にバートレイ伯爵のことを教えてくれた。

「確か……数年前に代だい替がわりされたと記き憶おくしております。まだお若い青年で、下に弟君がお一人。何事も如じよ才さいないお方で、評判もすこぶるよろしいようです。姫とお年が近いですから───親交を深めよというアドバイスかと愚ぐ考こういたします」

　侍従長はそう言ったが、私はどうもお祖父様の意図はそれだけではないような気がしてならなかった。

　なにせあのお祖父様だ。

　私の脳のう裏りに、お祖父様の悪戯いたずらっぽい笑えみが蘇よみがえる。

　まだお元気だった頃ころ、チェスの定石にない手を打った時の顔だ。

　お祖父様と向かい合う時はいつも、その笑みの意味を考え続けなければならなかった。けれどその時間は決して苦痛などではなく、私にとっては夢中になれる楽しいひとときだった。

（このお祖父様の一手に、私はどうお答えしようかしら？）

　戴たい冠かん問題で憂鬱な気持ちでいただけに、久しぶりに気分が高こう揚ようしてくるのを感じた。

　私は戸と惑まどうマリオを置き去りにして、頭の中でバートレイ伯はく爵しやくに会う方法を模も索さくし始めていた。
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「それで、私が呼ばれたというわけか」

　メイドに案内されてやってきたスチュワートは、私の説明を聞いて不服そうな顔をした。

「ご不快ですか？　では仕方ありません。代わりにシアンかアーヴィンを───」

「やらないとは言ってないだろう！」

　スチュワートが声を荒あららげる。

　良くも悪くも、彼はプライドが高くて負けず嫌ぎらいな人だ。

　二人の名前を出せば、まあ引き受けてくれるだろうとは思っていた。

「しかし、どうしてダンスなんだ？」

　スチュワートはお祖父じい様から頂いた手紙を検分しつつ、難しい顔で首を傾かしげている。

　私は彼に、用意しておいたもう一通の手紙を差し出した。

　差出人は件くだんのバートレイ伯爵。それはダンスパーティーへの招待状だった。お祖父様の手紙を受け取る前から、屋や敷しきに大量に届いていた内の一通だ。

「怪あやしまれずにお会いするには、ちょうどいいかと思いまして」

　そう。お祖父様の指示を実行するのに、正せい攻こう法ほうで訪問すれば間ま違ちがいなく怪しまれてしまう。

　もしお祖父様の手紙の目的がバートレイ伯爵の告発であった場合、警けい戒かいしたバートレイ伯爵は悪事の証しよう拠こを隠いん匿とくしてしまうかもしれない。

　それは悪手だ。

　そういうわけで、私は山積みになった招待状の中からバートレイ伯爵のものを掘ほり起こした。

　向こうから招待されたのだ。これを使わない手はない。

　ただ厄やつ介かいなのは、パーティーのメインがダンスである点だ。

　これまで一度も社交界に出たことのない私は、勿もち論ろんパーティーでのダンスも経験がない。

　たしなみとして一応ダンスを習ってはいるが、実際にパーティーがどういうものでどう行動していいかも分からない。

　なのでスチュワートに助言を貰もらいつつ、あわよくばダンスの練習相手になってもらおうと、こうして来てもらったのだ。

　ちなみに、代わりに他の二人を呼ぶと言ったのは完全な噓うそである。

　シアンは母親の起こした事件の後始末で大おお忙いそがしだし、アーヴィンはまだ怪け我がが治りきっておらず絶対安静の身だ。

　普ふ段だんの彼だったらすぐさまそのことに気づいたはずだが、どうやら私相手のダンスということで虚きよを突つかれていたらしい。

　二つの手紙を見比べて、スチュワートはため息をついた。

「まあ、お前が王位に就つくまでどうせ暇ひまだしな。付き合ってやらんこともない」

「わたくしはまだ、女王になると決めたわけでは……」

「お前がなるんじゃない。私達がするのさ」

　やられっぱなしは面おも白しろくないと思ったのか、スチュワートが軽快に言い放つ。

　今度は私の方がため息をつきたくなった。

　しかしここで言い返しても、押し問答になるだけだ。

「では、ご協力頂けるということでいいんですね？」

「ああ。ダンスだけといわず社交界に出るための心得も、徹てつ底てい的に叩たたき込んでやろう。ひきこもりの女王など笑えないからな」

　反論は受け付けないとでも言いたげに、スチュワートは不敵に笑った。

　白い肌はだに神秘的な銀の髪かみ。そして透き通った薄うす藍あいの瞳ひとみ。立ち居い振ふる舞まいは鮮あざやかで、なおかつ前国王の末息子むすこ。

　私よりどう考えても彼の方が国王に相応ふさわしいと思うのに、なかなかうまくいかないものだ。

「お手て柔やわらかにスチュワート様」

　早さつ速そくその日からスチュワートによる、短期集中特別レッスンが我が家で開かい催さいされることと相成った。

　レッスンの内容は多た岐きにわたり、自分で申し出ておいてなんだが、私は初日からヘトヘトになってしまったのだった。
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　家に両親がいる時は、夕食はできるだけ家族でとるものと決まっている。

　食しよく卓たくにはお抱かかえの料理人が作った料理が並び、十人以上着ける長テーブルの上座に父が、そして角を介かいした両りよう隣どなりに座る私と母が向かい合う。

　ウズラのソテーと、香こう草そうののったマリネ。パンは柔やわらかい白パンだ。

「今日はマクニール公がいらしていたようだけど、一体何をしていたの？」

　不思議そうに母に尋ねられ、ナイフを動かす手が止まった。

　マクニール公こう爵しやくというのは、スチュワートがお祖父様の生前に与あたえられた爵位だ。

　たとえ王の子であっても、王位を継つがなければその子供は貴族として次の王に仕えることになる。

　ファネル公爵と呼ばれる、私の父と同じように。

「スチュワートが来ていたのか。結けつ婚こん前の娘むすめが男と二人きりになるのは、あまり褒ほめられたことじゃないな」

　私には優やさしい父が、珍めずらしく硬かたい声を出す。

　しかし言われたことはもっともなので、ナイフとフォークを置いて素す直なおに謝罪した。

「申し訳ありません。スチュワート様に、ダンスのお相手をお願いしたのです。バートレイ伯爵家のダンスパーティーに招待されたので、その前に練習をと思いまして」

　お祖父様からの手紙のことは黙だまっていたが、ダンスパーティーに出席するのは別に隠かくすようなことじゃない。

　むしろ、隠し立てする方が怪しまれるだろう。

　招待状に出席の返事を送ったと報告すると、二人は驚おどろいたように顔を見合わせた。

「どうしたんだ急に？　あんなに外に出たがらなかったのに」

　狼狽うろたえた様子を隠さない父に対し、母は私の目の前でにっこりと笑う。

「あら、喜ばしいことですわ。フランが自分から社交界に出ようというのですから」

「それはそうだが……」

　父はカトラリーを置いて、落ち着かない様子で私の髪色と同じ赤い髭ひげを撫なでた。

　その目は不安そうに、私の顔を見み据すえている。

「確かに喜ばしいことだが、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　なにも無理をすることはない。フランは今までのままでも」

「あらあなた、そういうわけには参りませんわ。フランはもう結婚していてもおかしくない年ですのよ」

「しかしだな……」

　にわかに会話の雲行きが怪しくなってくる。

「後こう継けい者しや会議に出席して、最初はどうなることかと思いましたけれど、フランが外に出るようになってよかったと私は思いますわ。お義父とう様にお礼を申しあげませんと」

「だが、そのせいで次期女王に選ばれるなんて───フラン。私はお前が女王になるのには反対だ」

　私はびっくりしてしまった。

　だって父が、私に面と向かってこの話をするのは初めてだったからだ。

「あなた、何もそんなふうに……」

　父は困こん惑わくする母を手で制すると、私を真っ直すぐに見て言った。

「いいかフラン。王とは孤こ独どくなものだ。私は生まれた時から、ずっと陛下を見てきた。栄光王と呼ばれた偉い大だいな父の背中を。あの方は、決して誰だれにも心をお許しにはならなかった。正せい妃ひであるスチュワートのご母堂にも、勿論私の母に対してもだ」

　真しん剣けんな父の目が、今は恐こわいほどだ。

　そして、優しかったお祖父様の、為い政せい者としての顔を知る。

「王の持つ力は強大だ。ゆえに、使い方を間ま違ちがえれば大変なことになる。王は何者にも利用されてはならない。誰も信用せず、己おのれのみを信じるのは、辛つらく寂さびしいことだよ。私はフランには、そんな思いをして欲しくないんだ」

「お父様……」

　今まで一度も、父からこんな話を聞いたことはなかった。

　考えてみれば父も、王子の一人だ。それも、早そう逝せいした第一王子に次ぐ二番目の。

　当然帝てい王おう学を学び、将来は国王にと望まれたこともあるかもしれない。

　けれど私が知る限り、父は徹底して王家から距きよ離りをとり続けていた。

　勿論折々の行事には出席し、王族としての義務は果たしていたが、国王候補にだけは選ばれないよう慎しん重ちように行動していた節すらある。

「お父様は、王になりたくはなかったのですね」

　優しく気が弱いが、聡そう明めいな父である。

　安易にその地位を求めるべきではないと、若い時分から悟さとっていたに違ちがいない。

　私の問いかけに、父はゆっくり目を伏ふせた。

「お前は情けないと思うかもしれないが、その通りだ。王は大勢の声に耳を傾かたむけ、常に最善の、時には残ざん酷こくな命令すら下さねばならない。物心がついた時、自分にはそんなこととても無理だと思った。幸い、私には少なくない数の弟がいる。その中の誰かが、将来の王になるのだと思っていた。でもまさか今になって、その役目がフランに降りかかってくるだなんて……」

　父は項うな垂だれ頭を抱えた。

　こんなにも深い懊おう悩のうを与えたのが自分だと思うと、申し訳なくてなんともいえない気持ちになる。

　しかし、私ははっきり女王の座を辞退するともまた、言えないのだった。

　恐いからという理由で、王位を辞退することなどできるはずもない。

　なにより、私を推挙してくれた三人を裏切るようで、だからこそ情けなくも結論を先延ばしにしているのだった。
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　翌日も、時間きっかりにスチュワートはやってきた。

　父が、もう出席の手紙を送ってしまったからと、しぶしぶ伯はく爵しやく家のパーティーに出席するのを許可してくれたおかげだ。

　パーティーに出るにはやっぱり、練習相手が必要だもの。

　そして下手な相手よりはと、スチュワートに師事することを認めてくれたのだ。

　家庭教師ガヴアネスの弾ひくピアノに合わせて、ホールをくるくると回る。

　スロー・ワルツは優ゆう雅がに見えて、なかなかに苛か酷こくな全身運動だ。

　ゆっくりとした曲調に合わせて動くから、一つ一つの動きに注意しないと、野や暮ぼったい印象を与えてしまう。

　スチュワートは流石さすがに慣れているのか、動きに切れがあってなおかつ切り替かえが滑なめらかだ。

　リードも完かん璧ぺきで、淑しゆく女じよは誰でも彼と踊おどりたがるという話はおそらく本当なのだろう。

「どうりで、エリオット兄上に睨にらまれるわけだ」

　しかし彼は、優雅な動きのままでひどく疲つかれたような顔をする。その眉み間けんにはいつも以上に皺しわが寄っていて、私はいたたまれない気持ちになった。

「そんなことがあったのですか？」

「ああ。以前王宮でお会いした時にな」

「申し訳ありません。普ふ段だんは優しい父なのですけれど」

「知っているさ。家に入れてくださるだけで十分だ」

　スチュワートの思ってもみない返事に、私は思わず黙り込んでしまった。

　他ほかの叔父おじ達はそうではないのだろうかと、余計なことを考えてしまったせいだ。

　けれど、そうして気を散らしたのがよくなかった。

「キャッ！」

　喉のどから、咄とつ嗟さに短い悲鳴が漏もれる。

　右足が左足に引っかかって、転びそうになってしまったのだ。

　スチュワートのリードのおかげでなんとか転ばずに済んだが、集中しなければいけないのにと反省する。

「申し訳ありません」

　思った以上に、落ち込んだ声が出た。

　スチュワートの眉間の皺にも、地味にダメージを受けている。

（エスコートは、別の方にお願いすべきだろうか。これ以上、スチュワート様にご迷めい惑わくをかけてはいけないわよね）

　それにしても、最近は打ち解けてきたと思っていたのに、なにもそんなに嫌いやそうな顔をしなくても。

「そんなに落ち込むな。ステップ自体は悪くない。パーティーにこそ出ていないが、真ま面じ目めにレッスンは受けていたんだろう？」

　頷うなずきながら項垂れた。

　家から出られない引け目の代わりに、一通りの教養は真面目に学んだつもりだ。

　ないのは実戦経験だけ。

　けれど同時に、それこそが最大の欠点でもある。

「心配ならその……私がエスコートしてやってもいい。その、特別に……」

「いいのですか？」

　つい聞き返してしまったのは、さっきまでの彼の態度が脳のう裏りにこびりついていたからだ。

　そしてその嬉うれしさで、またステップを間ま違ちがった。

　ヒールの尖とがったつま先がスチュワートの足の甲こうを直ちよく撃げきする。

　スチュワートが、口の中で悲鳴をかみ殺したのが分かった。

　そして私に痛みを悟らせまいと、彼はステップをやめようとしない。

「あの、スチュワート様……」

　休きゆう憩けいをと言いかけて、言葉が遮さえぎられる。

「つっ……いいに決まっているだろうが！」

　声が大きかったので、一いつ瞬しゆん怒おこられたのかと思った。

　けれどその言葉がさっきの話の続きだと気づき、二重に驚おどろいてしまう。

　怒りっぽい人だと思っていたが、違うのかもしれない。

　厳しいのか優やさしいのか、いつも分からなくなる。

「でも、その……お嫌なら無理をしなくて大だい丈じよう夫ぶですよ？　また、足を踏ふんでしまうかもしれませんし……それにその、他にエスコートなさりたい方がいるのなら、私のことは気にしないで───」

　当日まで、あんな嫌そうな顔をされるのはたまらない。

　今後のことを考えても、私達が不仲だなんて噂うわさが立っては困るのだ。

　私のためにも、そしてスチュワートのためにも。

　しかし、ここまで言っても彼は頑かたくなだった。

「だから、どうしてそうなるんだ！」

「だって、お嫌そうな顔をしていました」

「私が？」

「そうです。眉間に皺を寄せて、とても恐かったです」

　すると今度は、困ったように眉まゆを下げる。どうやら自覚がなかったのは本当らしい。

「そう言われても……」

「ふふふふ。お嬢じよう様さま、そのくらいにして差し上げては？　お時間が限られているのですから、ダンスの練習を続けましょう」

　幼い頃ころから私付きのガヴァネスは、なかなかに容よう赦しやがない。

　彼女の言葉に従って、私達は再び踊り出した。

　踊りながら、スチュワートはどうやら眉間に皺が寄らないよう、努力しているみたいだった。

　さっきから困った顔になったり怒った顔になったり、それを交こう互ごに繰くり返している。

　集中しようと思うのだが、その様が面おも白しろすぎて笑いを堪こらえるのが大変だった。

　彼はとてもしっかりとした人だけれど、時々そのイメージを全力で裏切ったりする。

「あなたはなかなかに楽しい人ね。スチュワート」

　すると今度は、驚いたような顔をするのだ。どうやらまったく自覚がないらしい。

「そんなことを言われたのは、初めてだ」

「私も、今初めてそう思ったの」

　そして私の口も、普段より幾いく分ぶん軽くなっているようだ。

　思っても言わずにいるであろう言葉達が、息いき継つぎの間にぽろぽろ零こぼれ出てしまう。

　しかも、悔くやしいことにスチュワートは息一つ乱してはいないのだ。

　騎き士し団の練習に参加する彼とひきこもりの私では体力に差があって当然だが、今の私はなぜかその差が悔しいと思うのだった。

　そして気がつく。

　自分が、彼と肩かたを並べたいと思っているのだと。

　以前ならなんておこがましいと、そんなこと思いもしなかったに違いない。

　ボールルームの床ゆかを滑すべるように移動しながら、私は自分の変化に驚いていた。
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　ともあれ、スチュワートの訓練のおかげで大分踊ることに対する緊きん張ちようは薄うすれてきた。

　あとは夜会特有のマナーなどをおさらいして、当日に備えるだけだ。

　夜。なんとなく落ち着かない気持ちでいると、侍じ女じよのメアリーが部屋に入ってきた。

「お嬢様。お手紙です」

　届いた手紙を持ってきてくれたらしい彼女は、なぜか不満げな顔をしている。

　なぜだろうかと首をかしげたが、手紙の差出人を見ることで疑問は氷解した。

　そこには見覚えのある筆ひつ跡せきで、『あなたのシアン』と書かれていたのだ。

　思わず笑っていると、メアリーの不満が噴ふん出しゆつした。

「お嬢様、あんなやつの手紙で笑ってはいけません！」

　シアンは一応侯こう爵しやくという高位貴族なのだが、あんなやつ呼ばわりをするなんてよっぽどである。

　酔よって我が家に押しかけてきたことのある彼は、当家の使用人の間で蛇だ蝎かつのごとく嫌きらわれているのだった。

「メアリーったら。怒ったらかわいい顔が台無しよ」

　貴族の使用人としてこの態度は問題かもしれないが、私を心配して怒ってくれているのだと思うと怒るに怒れないのだった。

　まあ我が家の使用人達は優ゆう秀しゆうなので、嫌っていても本人にそれを悟さとらせることはないだろう。

「いいですか？　お嬢様は聡そう明めいですが世間知らずでらっしゃるのですから、あんな男の甘い言葉に惑まどわされてはだめですよ！　分かりましたか!?」

　腰こしに手を当てて、メアリーは顔を真っ赤にしている。

　普ふ段だん優しいメアリーをここまで怒らせるなんて、シアンはよっぽどだなあと思う。

「心配しなくても、そんな手紙じゃないわよ」

　やんわりと否定しながら、待ちきれず手紙の封ふうを切る。

　そこには果たして、私の求めていた情報が記されていた。

　実は、彼には数日前に協力を乞こう手紙を書き送っていたのだ。

　母親の後始末でごたごたしているところ申し訳なかったが、情報戦で彼に勝てる人間はいない。

　記されていたのは、バートレイ伯はく爵しやくの詳しよう細さいな来歴だった。

　アスコット・バートレイ、二十二歳。通つう称しよう悲劇の貴公子。

　四年前に馬車の事故で両親を亡なくし、十八歳で伯爵位を相続した。

　家族は年の離はなれた病弱な弟が一人。

　引く手あまただというが、不思議なことに妻は娶めとっていない。

　スチュワートやアーヴィン、それにシアンもそうだが。

　彼らは王家に連なる貴族なので、結けつ婚こんにも色々と複雑な決まりがあるのだ。それを面めん倒どうがって、未いまだに独身でいるのだろう。

　アスコット自身もあまり体は強くないらしく、十八歳で伯爵位を相続するまで一度も社交界に出ることなく領地で過ごしていたという。

　そして両親の葬そう儀ぎのために初めて領地から出てきた彼が、社交界の話題を攫さらった。

　物もの憂うげな紫むらさきの瞳ひとみに、病気のため瘦やせた体。褪あせた金きん髪ぱつがより彼を儚はかなげに見せ、その悲しみにつけこんで伯爵に近づこうとした人間が、男も女も続出したという。

　更さらに圧巻なのは、アスコットがそれらの環かん境きように翻ほん弄ろうされることなく、逆に利用して鮮あざやかに社交界での地位を確固たるものにしてしまった点だ。

　どうやらその見かけに反して、彼はかなりの策略家であるらしい。

　まずは貴族院に所属する古老を籠ろう絡らくしたことを足がかりに、病弱という来歴を疑わせるほど活発な働きで高位貴族の社交場に食い込み、彼らの領地と交易を結び伯爵領の経済を活性化させた。

　また、伯爵の催もよおす夜会は第一級の社交場として知られ、その招待状を求めて争そう奪だつ戦が起こるのだとか。しかしそれに関しては、噓うそか本当か疑わしいという但ただし書きがついている。

　手紙の中でシアンは、噂の中には伯爵本人が流させたものもあるだろうと述べていた。

　また、食えない相手だから迂う闊かつに近寄るなとも。

　私としては、今の私と同じ年で伯爵位についたアスコットが、たった四年でそれだけの地位を築き上げたことに驚おどろきを隠かくせない。

　シアンが食えないと言うのだからよっぽどだ。

　だから、彼に対する興味がむくむくと湧わき上がってくるのを感じた。

　もし彼がチェスを嗜たしなむなら、是ぜ非ひ一度お相手願いたい。

　ちなみに、シアンの忠告は無視だ。

　申し訳ないが、ここまできて彼に近づかないという選せん択たく肢しはない。個人的な興味以上に、これは大切なお祖父じい様からの宿題なのだから。

（危険かもしれないけど、スチュワートも一いつ緒しよだし大丈夫よね？）

　首をもたげてくる不安は見ない振ふりをして、シアンにお礼の手紙をしたためた。

　彼とは最後の後こう継けい者しや会議の日以来会っていないので、余計とは思いつつ自分をいたわって欲しいと書き添そえる。

　ダイールから嫁とついだ彼の母が、後継者候補の一人であったアーヴィンを襲おそわせ、スチュワートにその罪を着せようとした事件は記き憶おくに新しい。

　彼の母である前モラン侯爵夫人は、現在自宅で謹きん慎しん処分になっている。

　彼女を煽せん動どうした罪で、同じくダイール出身の執しつ事じは捕ほ縛ばくされ城の地ち下か牢ろうに収容されている。

　次期国王の即そく位いを前に、彼らの処分は棚たな上あげ状態になっていた。ゆえにシアンは、母の処分を待ちながら、侯爵家を存続させるため秘密裏りに動き回っているはずだ。

　忙いそがしい彼がバートレイ伯爵について教えてくれたことに感謝しつつ、彼の境きよう遇ぐうを思うと心が石のように重くなった。

　彼は私に、忠誠を誓ちかうと言った。

　でも私は、彼が思うような立派な人間じゃない。

　尻しり込ごみをして結論を先延ばしにするような、そんな弱い人間なのだ。
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　パーティーの当日がやってきた。

　メアリーにこれでもかと飾かざり立てられ、こんな機会は滅めつ多たにないからと彼女もご機き嫌げんだ。

　コルセットもぎゅうぎゅうに絞しぼったので、ダンスの後のアイスすら食べられるかどうかは微び妙みようだろう。

（ダンスの後のグラニッテ。小説で読んで食べてみたかったのだけれど、こんなに苦しくてはとても無理だわ）

　ダンスパーティーは体を動かすので、ダンス終しゆう了りよう後訪問客には別室でグラニッテやアイスなどの冷たいデザートが振る舞まわれるのが通例だ。

　そんなことを考えていたら、エスコートを頼たのんだスチュワートが到とう着ちやくしたとの報しらせがきた。

　しかし、知らせに来た執事の様子が妙みようだ。

「どうしたの？　まさか、スチュワート様になにかあったんじゃ……」

「いいえ！　そういうわけではないのですが、その、いらっしゃったのがスチュワート様お一人ではなく……」

　執事の言葉に驚いて、ドレスを引きずって玄げん関かんへと向かう。

　吹ふき抜ぬけになった玄関ホールに降りる階段の上で、私は執事が言いよどんでいた理由を知った。

「どうしてお前達までやってくるんだ！」

　盛装したスチュワートが、二人の客人を遠えん慮りよなく怒ど鳴なりつけている。

「なに、俺が誘さそったんだ。寝ねているのはそろそろ飽あきた頃ころだろうと思ってね」

「ああ、シアン殿どののお言葉に甘えさせてもらった。フランチェスカ様は我らが主あるじになるお方。護衛がどれだけいても多すぎるということはないだろう」

　毛を逆立てたスチュワートをからかっているのは、あろうことかシアンとアーヴィンだった。

　図はからずも、ここに後継者会議の四人が揃そろったことになる。

　一体何がどうなっているのかと、私は足早に階段を降りた。

　それにしても、クリノリンというものはどうしてこんなに邪じや魔まなのだろうか。

「あっ」

　焦あせったせいで、残り数歩というところで足を踏ふみ外してしまった。

「危ない！」

　───なんだか前にも、こんなことがあった気がする。

　落ちる一いつ瞬しゆんの間に、そんなことを考える余よ裕ゆうがあるのが不思議だ。

　ともあれ、私は着飾ったまま自宅の床ゆかに抱だきつくという失態を犯おかさずに済んだ。

　階段の下にいたスチュワートが、咄とつ嗟さに抱き留めてくれたおかげだ。

「あ、ありがとうございます……」

「あ、ああ」

　髪かみを整え、夜会用に盛装したスチュワートは輝かがやかんばかりだ。

　おそらく夜会に参加する令れい嬢じよう達の目を釘くぎ付づけにすることは間ま違ちがいないと思われた。

（スチュワートにエスコートを頼んだのは失敗だったかもしれない。絶対目立ってしまうもの！）

　助けられたのにそんな失礼なことを考えていたせいか、我に返ったスチュワートの呟つぶやきが私の心を著いちじるしく抉えぐった。

「その、なんだ。重いな」

「ヒェッ」

　ショックすぎて、喉のどから引きつったような息が漏もれた。

　別に物語のように、羽根のように軽いと言って欲しかったわけではないが、それにしたって。

「スチュー、いくらなんでも失礼だぞ」

「はははははっ、こんなに笑ったのはいつぶりだろう。スチュワート、貴様意外にユーモアのある男だったのだな」

　スチュワートの後ろではアーヴィンが顔をしかめ、反対にシアンは笑いすぎて苦しそうにしていた。

　つい昨日まで彼が気落ちしていないかと心配していたというのに、それはどうやら杞き憂ゆうだったらしい。

　まあ、こうも盛大に笑われるのは本意ではないけれど。

「重いなら、さっさと下ろしてください」

　これらのやりとりの間ずっと持ち上げられていたので、ドレスの重みで腰こしから下が千切れそうだった。

　恥はずかしさのあまり睨にらみつけたのが効いたのか、スチュワートはまるで壊こわれ物を扱あつかうように絨じゆう毯たんの上に私を下ろす。

「フランチェスカ様。我が友人をお許しください。彼は私以上に、女性の心の機き微びを解さぬのだ」

　アーヴィンがうっすらと口元に笑えみを刷はいて、跪ひざまずき私の手を取った。

　貴族の男性が未み婚こん女性の前に跪くのは、手の甲こうに敬愛のキスを落とすためだ。

　あまり経験がないのでどぎまぎしてしまうが、社交界に出るなら慣れるしかないと自分に言い聞かせる。

　アーヴィンは短くはない療りよう養よう生活で、少し瘦やせたようだった。

　茶色い長ちよう髪はつが肩かたに流れ、琥こ珀はく色の瞳ひとみはその深みを増している。

　彼もまた、令嬢達の心を徒いたずらに騒さわがせる一人には違いない。普ふ段だんの鍛きたえ抜かれた隙すきのない彼と違って、今の彼はどこか物もの憂うげで、私のなけなしの母性がくすぐられる。

「お、お元気そうで何よりです。アーヴィン様」

　どうにか返事をすると、アーヴィンは立ち上がって慎つつしみ深く笑った。

「どうかアーヴィンとお呼びください。もう私は、貴女あなた様の騎き士しなのですから」

　うーん。このやりとりだけだと彼は稀き代だいの遊び人のように思える。

　普段は実直そのものの騎士団長なので、含ふくみはなく本気で言っているに違いないのだが。

「おい、アーヴィン貴様……っ」

　自分がどうして笑われていたのか分からず呆ぼう然ぜんとしていたスチュワートが、握にぎられたままになっていた私の手とアーヴィンの手を断たち切る。

　その動きがどこか喜劇めいていて、私は先ほどの悄しよう然ぜんとした気持ちも忘れて笑ってしまった。

「笑うなフランチェスカ！」

　怒おこられると、なんだか余計に笑いが止まらなくなった。

　そうしている間に緊きん張ちようも解けたので、まあスチュワートの失礼な発言は不問に処すことにする。

「俺からもキスを贈おくらせてくれ。フランチェスカ？」

　シアンはダークグリーンの瞳を悪戯っぽく瞬またたかせた。

　その頰ほおはこけて目の下の隈くまもひどいが、どうやら彼自身は元気でいるらしいとわかりほっとした。

　母が罪を犯すというその心労は並なみ大たい抵ていではないと思うが、彼はそれでも投げやりにならず、ちゃんと地に足をつけて生きている。

　手の甲に少しだけ彼の体温が触ふれると、本当に生きていてくれてよかったと感かん慨がいめいたものが湧わいてきた。

「気にするなよ。重いのはドレスなんだから。むしろ、いつも如じよ才さいないスチュワートの間ま抜ぬけ面づらが拝めて、俺は楽しかったぜ」

　くつくつと笑いながらシアンが耳打ちしてくるが、慰なぐさめというより本音は後半で間違いない。

　確かに今日の私はふんだんに宝石やレースを身につけていたので、少し身動きするのも億おつ劫くうという有様だった。

　ダンスパーティーなのだからもう少し軽装でもいいと思うのだが、折せつ角かくの社交界デビューだからとメアリー及および母が張り切ってしまったのだ。

　母が秘蔵する宝石もきっと胸むな元もとや頭を飾かざっているはずで、落としたり傷つけたりしてしまったらどうしようと実はさっきまで戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

「でも、どうして今日のパーティーに行くと？」

　確かにバートレイ伯はく爵しやくについて教えて欲しいという手紙は書いたが、今日のパーティーに出席することまでは教えていないはずだ。

　しかしシアンは、なんだそんなことかと言わんばかりに腕うで組ぐみをした。

「バートレイ伯爵について聞いてきたお前が、パーティーが開かれると知っていて家で大人しくしているはずがないと思ったのさ。次期女王になることが決まって、沢たく山さんの招待状が届いているだろうことは予想がついたしな。それにしても水くさいじゃないか。スチュワートだけにお前をエスコートする権利を与あたえるなんて」

　そうやって少し皮肉っぽく笑うと、まるで事件が起こる前と何も変わっていないような気がしてしまう。

　シアンは強い人だと、私は改めて思い知る。

　スチュワートにエスコートをお願いしたのは、勿もち論ろん彼が慣れているからというのもあるが、シアンには、パーティーに出ることで嫌いやな思いをしてほしくないという考えもあった。

　彼の立場は、今とても微び妙みようなのだ。

　だからパーティーになんて出席したら、心ない言葉で彼が傷つくんじゃないかと思った。

　もっともそれは、彼に言わせると余計なお世話だったらしい。

「後こう継けい者しや会議の中で、スチュワートだけを連れていく方がよっぽど悪手だぜ。自分はスチュワートと特別に親密だと、全すべての貴族に吹ふい聴ちようするようなものだからな」

　シアンには私の心配など、全てお見通しのようだった。

　その上で、スチュワートとばかり親密になるのはよくないと言う。

「お前は次期女王だ。お誂あつらえ向きに年ねん齢れいも年とし頃ごろだし、気が早い者は王配の座を気にし始める頃だ」

「でも、私はまだ女王になると決めたわけでは……」

　三人とも私が女王になって当然という言い方をするので、なんだか居い心地ごこちが悪い。

「同じ事だ。今まで社交界に出ずにいた王族直系の姫ひめ。お前がもし女王の座を辞退しようとも、その子供には王位継けい承しよう権が発生する。高位貴族なら、喉から手が出るほど欲しい結けつ婚こん相手というわけだ」

「ならなおのこと、私の婚こん約やく者だとでも思わせておいた方がフランチェスカは安全なのでは？　別にお前たちを連れて行かずとも」

　さっきまで呆ほうけていたスチュワートが、話に割り込んできた。

「ははっ、お前は頭がよくても馬ば鹿かだなスチュワート。相手は自分より格上の相手なら誰だれでも引きずり下ろしたいと願ってるような者達だぜ？　変にお前に限定して、妙な噂うわさが立ったらどうする」

「心外だ。私はフランチェスカに不利になるようなことは絶対にしない」

　スチュワートが熱く断言するが、シアンは決して怯ひるまない。

　他ほかの二人に比べると線が細くとも、彼の心臓は鋼鉄かなにかでできているに違いなかった。

「どうだか？　案外、一番信用ならないのはお前かもしれないぞ。さっきもアーヴィンが手に触れていることすら、許せないような素そ振ぶりだったじゃないか」

「あれは……っ！」

「まあまあ二人とも、このままでは遅おそくなってしまう。仲良く三人で姫を守ろうではないか」

　アーヴィンが取りなしに入るが、その言い回しがまた気き恥はずかしくて仕方ない。

　いっそ三人とも置いていこうかと考えながら、私は馬車に乗り自宅を後にした。
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　伯爵家の車寄せには、既すでに馬車の行列ができていた。

　敷しき地ちのあちこちで松明たいまつが焚たかれ、まるで昼間のような明るさだ。

　カーテンの隙すき間まから、パーティーの参加者が外まで溢あふれ出ているのが見えた。大層な賑にぎわいで、こんなにも人が集まるものなのかと驚おどろいてしまう。

「言っておくが、バートレイ伯爵の開くパーティーは特に格が高く多くの貴族や富ふ豪ごうが参加したがる。どこのパーティーもここほど華はなやかということはない」

　スチュワートの注ちゆう釈しやくに、私はなるほどと納なつ得とくする。

　ちなみに一台の馬車に四人は狭せまいので、シアンとアーヴィンは後続の馬車に乗っていた。

　この場所に彼らを伴ともなってきたことで、さきほどから少し気が重い。

　きっと人目を引くだろうし、中には貴公子達を侍はべらせてなんて心ないことを言う人もいるだろう。

　ひきこもって底辺まで落ちきった私の評判に傷がつくのはまあいいとしても、三人にはなんだか申し訳ないような気がするのだ。

　まあだからといって、ついてくると言って聞かない彼らを振ふり切ることも、できはしないのだけれど。

　考え事をしている間に順番が来たので、私はスチュワートの手を借りて馬車から降りた。

　夜のとばりに、ざわめきが伝でん播ぱしていく。

　スチュワートの銀の髪かみは、松明の明かりでオレンジ色に輝かがやいていた。

　次の馬車から、シアンとアーヴィンが降りてくる。

　彼らは私を守るように、左右と後ろについた。

「やっぱり、これはやりすぎなのでは……」

　無む駄だだと思いつつ、一応抵てい抗こうしてみる。

　フットマンの案内を待つ招待客達の視線が、突つき刺ささって痛い。

「なに。はったりに、やりすぎるということはない。せいぜい女王陛下の威い光こうをしらしめようじゃないか」

　シアンが冗じよう談だんめかして言う。

　私としては、たまったものではない。

　こうして迷っている間に、どんどん外そと堀ぼりを埋うめられていくような気がした。

「背中を丸めないで、胸を張れ。恥ずべきようなことは何もしていないだろう。公こう爵しやく家の娘むすめとしての矜きよう持じを持つんだ」

　スチュワートに耳打ちされ、知らぬ間に丸まっていた背を伸のばす。

　そうだ。来てしまったからには、悔くやんでも仕方ない。

（今は、バートレイ伯爵に会うことだけに集中しよう。下を向いていたら、重要な情報を見み逃のがしてしまうかもしれない。お祖父じい様の手紙の意図だって、分からないままだ）

　駆かけ寄ってきたフットマンに招待状を差し出し、中に通してもらった。

　やはり外だけではなく、伯爵家のパーティーは室内も盛せい況きようだ。

　手て狭ぜまなタウンハウスに珍めずらしい専用のボールルーム。板張りの広間には早くも熱気が立ちこめ、今日のために編成されたオーケストラが、楽器の音合わせをしている。

　私はフットマンから手て渡わたされたプログラムを開いた。

　一枚一枚蝶ちようの形に切り抜ぬかれた手の込んだものだ。その左の羽には予定されている曲名が。そして右の羽は、曲名に応じた箇か所しよに線が引かれているだけで後は空白になっている。

「これは？」

　細いひもでペンがくくりつけられていた。

　どうやら何かを書き込むための余白らしい。

「ああ、これはそれぞれの曲名の横に踊おどった相手の名前を書き込むんだ。一人の男性とばかり踊るのは、マナー違い反はんだからな」

　やれやれ、ここでもマナーか。

　それにしても一人とばかり踊ってはいけないとなると、スチュワート以外とも踊らなければならないというわけだ。

　別にずっとスチュワートと踊っていたいというわけでもないが、知らない相手となるとそれはそれで気が重かった。

（つくづく、私という人間は社交界に向いてない）

　口を閉じて、ため息が漏もれそうになるのを堪こらえた。

　そんなやりとりをしていたら、不意に目の前の人ひと垣がきが割れる。

　何事かと思っていたら、その真ん中からきらきらと輝くような青年が飛び出してきた。

「ようこそ、フランチェスカ・ファネル嬢じよう。当家にお越こし頂き大変光栄です」

　すらりとした細身の体に、瞳ひとみと同じ紫むらさきのジュストコール。首もとが詰つまった胸飾りジヤボは白いレースがふんだんに使われていたし、肩かた口ぐちの金の刺し繡しゆうが淡あわい金きん髪ぱつに華やかさを足していた。

　どうやらシアンの手紙にあった外見的特とく徴ちようは、あれでもかなり控ひかえめな描びよう写しやであったらしい。

　実際のアスコット・バートレイは女性のドレス姿にも負けないような華を持っており、男女共に魅み了りようされてしまうという話にもなるほどと頷うなずくことができた。

　もし彼が女性であったなら、大層な美び姫きだったに違ちがいない。

　遥はるか東の大国では、美しすぎる女性を傾けい国こくと呼ぶそうだ。国を傾かたむける美しさとはどんなものだろうかと思っていたが、アスコットを前にするとあるいはこんな感じかもしれないと妙に納得してしまう。

　彼は慣れた仕草でその場に跪ひざまずくと、私の手を取ってその甲こうに唇くちびるを落とした。

　気のせいか、周囲から声にならない悲鳴が上がった気がする。

　それにしても、手て袋ぶくろをしてきてよかった。

　そうでなければ、きっと私は取り乱してこの場から逃にげてしまいたくなったはずだからだ。

「こちらこそ、お招きいただきありがとうございます。不慣れなものでご迷めい惑わくをおかけすることもあるかもしれませんが、どうぞよろしくお願いいたします」

　なんとか挨あい拶さつを終えると、アスコットがその口元に艶つややかな笑えみをのせた。

「お噂通り、可愛かわいらしいお方だ。どうぞ緊きん張ちようなさらないで。あとで私と一曲踊ってくださいね」

　そう言って、アスコットは優ゆう雅がに、だが忙いそがしげに離はなれていった。
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　主しゆ催さい者の彼には、まだまだやらねばならないことが沢たく山さんあるに違いない。

「流石さすがの鮮あざやかさでしたね」

　アーヴィンが、感心したように言った。

　振り返って彼の顔を見上げると、アーヴィンは少し照れたように左ひだり頰ほほを搔かく。

「私はどうも、こういった催もよおしが苦手でして」

「いつもいつも、なんだかんだ理由をつけて断っているものな。まったく、どうして今日に限って……」

　ぶつぶつと、スチュワートが面おも白しろくなさそうに呟つぶやいた。

　あんな事件があった後だけに、この二人が仲良く話しているところを見ると妙に安心する。

「でも、さきほどキスをしていただいた時にはその、そんな風にはちっとも思いませんでしたわ。とても慣れていらっしゃる様子でした」

「とんでもない！　忠誠を誓ちかうあなただからこそですよ」

　うーん。心しん酔すいしたようなというのは言い過ぎだが、どうも例の一件以来、アーヴィンの視線がやけに熱っぽくと言うか、くすぐったく感じられる。

　ただでさえ男性に免めん疫えきがないのだから、敬愛のそれと分かっていても気恥ずかしくなってしまうのだった。

「それにしても、やはりこの面子めんつで固まっていると目立つな」

　小声でシアンが囁ささやく。

　アーヴィンやアスコットの行動に気を取られていて気づかなかったが、周囲には私たちを取り巻くように人垣ができていた。

　途と端たんに、耳に入ってくる囁き。

「女王だなんてとんでもない」

「貴公子がたを侍らせていい気になって」

「全くですわ！　あんな、今まで社交界にもお出にならなかったような方っ」

「静かに。公爵様のお耳に入ったら……」

　耳に毒を流し込まれているような気分だ。

　聞こえないとでも思っているのか、あるいはわざと聞かせているのか。

「モラン侯こうもよく顔を出せたものだ」

「取り潰つぶしにならないよう必死といったところか」

「ラックウェル伯はくもさ。新女王に取り入って、王配の座を狙ねらっているのか。先日の怪け我がで、騎き士し団長の地位も危あやういのだろう」

　モラン侯はシアン。ラックウェル伯とはアーヴィンのことだ。

　私だけが悪く言われるのならまだいいが、一いつ緒しよにいることで彼らまで悪く言われるのかと思うと、とてつもない後こう悔かいが襲おそってきた。

　やはり二人に何と言われようが、今日は彼らを連れてくるべきではなかったのかもしれない。

　私にはまだ、彼らを守る力がない。

　彼らにどんなによくしてもらおうと、私は彼らの不ふ名めい誉よをはね飛ばすこともできないのだ。

　自分の指先が、うっすらと震ふるえている。

　これが、社交界。

　一見きらきらと華はなやかだが、ここは戦場なのだと思い知る。

　その戦場から逃げ続けた私は、父の権けん威いに守られていようと、あまりにも無力なのだった。

　そんな中で、特に密ひそやかな呟きが耳に入ってきた。

　押し殺したような、耳みみ障ざわりな声。

「やはり、マクニール公が王位を継つぐべきなのだ……」

　そんな風に思う人間がいるのは、当然だ。

　私だって、常にそう思っている。

　でも、自分で思っているのと他人から言われるのでは、大きな隔へだたりがあった。

　覚かく悟ごしていたはずなのに、まるで細い刃は物ものが胸に打ち込まれたような痛みを感じる。

「我が友人達を侮ぶ辱じよくしたのは誰だれだ！」

　その時だった。

　場を静まり返らせたのは、スチュワートのよく通る声だ。

　なんとスチュワートは、王族の特権である装そう飾しよく用の剣けんをすらりと鞘さやから抜き放っている。

　舞ぶ踏とう会で剣を抜くなど、佩はい刀とうを許されているとはいえ考えられないようなマナー違反だ。

　いや、マナー違反で済むのだろうか。

　彼はついこの間まで、アーヴィンを害した疑いをかけられ謹きん慎しん処分になっていたというのに。

　いくつかの引きつったような悲鳴が聞こえ、気の弱い令れい嬢じようの中には動どう揺ようして失神してしまう者まであった。

「スチュワート！」

　慌あわてて、彼の利きき腕うでに縋すがり剣を下ろさせようとする。

「何を考えているのですか!?　こんな人の多い場所で、万が一のことがあったらどうなさるおつもりですか！」

　驚おどろきのままに怒ど鳴なりつける。

　彼が安易に誰かを傷つけるような人ではないと分かっていた。

　それでも、鋭するどい剣は人に恐きよう怖ふ心を抱いだかせる。

　今はその剣の鋭さよりも、人々の怯おびえた表情の方が恐おそろしいものがあった。

　全すべてが済んだ時、彼らはスチュワートのことをよく思わないだろう。

　他人の害意というものは、時に直接的な危機よりも人を追い詰めるというのに。

　しかしスチュワートは、私の忠告など聞こうともしない。

　おかしい。彼は理の分からない人ではないはずなのに。

　社交界での足の引っ張り合いなど、慣れっこであるに違いないのだ。

　なのにどうして、わざわざこんな自分を追い詰めるような方法をとるのだろうか。

　更さらに不思議なのは、シアンとアーヴィンが口を出すわけでもなく事態を静観している点だ。

　シアンはともかく、国の剣であり盾たてでもある騎士団の長のアーヴィンが、友人だからとこの事態を見み逃のがすとは思えないのだが。

　しかし、彼らにどんな考えがあるにしろ、スチュワートの暴走をこのままにしておくわけにはいかなかった。

「マクニール公スチュワート！」

　怖おじ気けづきそうになる自分を叱しつ咤たして、大声を張り上げる。

　初めての夜会で、まさかこんなことになるなんて思いもしなかった。

　縋っていた手を離し、ヒールの高い靴くつでまっすぐに立った。背筋を伸のばして胸を張り、大きく息を吸った。

「どうしても剣を引けないというのなら、まずは私を斬きりなさい！」

　考えて、言った言葉ではなかった。

　ただ、彼の目の前に立って、口から出たのがその言葉だったのだ。

　どうしたら彼を止められるのか。それしか考えていなかった。

　じりじりと、一いつ瞬しゆんのはずの時間がとても長く感じられる。

　スチュワートはその薄うす藍あいの瞳ひとみで私を一いち瞥べつすると、私にしか分からないくらいうっすらと、小さく微笑ほほえんだ。

　その表情に驚いている間に、彼はそっと剣を鞘に戻もどす。

　背後から、ばたばたと音がした。

「何かありましたか!?」

　先ほど去っていったはずのアスコットが、騒さわぎに気づいて戻ってきたのだ。

　周囲で石いし垣がきのように固まっていた人々は、その声でようやく力が抜ぬけたようだった。

　中には怒いかりに顔を歪ゆがめている者もいるが、スチュワートの家格の高さゆえか誰も表立っては非難しようとしない。

　これが、貴族の世界。

　位の高さが、全てを決める世界。

「お話を伺うかがいましょう。とりあえずこちらへ」

　使用人から事の成り行きを聞いたらしいアスコットに、私達は別室へと案内されてしまった。

　スチュワートにもなにか考えがあったのだろうが、それにしても。

　どうやら私の社交界デビューは、どうしたって一ひと筋すじ縄なわではいかないらしかった。
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　伯はく爵しやく家の当主自ら案内してくれたのは、休きゆう憩けい用に用意された応接室だった。

　会場からはオープニングのカドリールが流れ始める。

　シアンとアーヴィンは、自分たちはいない方がいいだろうからとどこかへ行ってしまった。

　部屋に入って、扉とびらが閉まる。

　その途端、我が慢まんしていた言葉が口から飛び出した。

「どうしてあのようなことをしたのですか!?」

　スチュワートもアスコットも、私の剣けん幕まくに驚いた様子だ。

　私はスチュワートに逃にげられないよう扉の前に立ち、部屋の真ん中で立ちすくむ彼を見上げた。

　どうしても、我慢ならなかったのだ。

　だって私は、スチュワートの暴挙の理由が、分かってしまった。

　分からなければいいのに。気づかなければいいのに。

　そう、ただの暴挙ならば、シアンとアーヴィンは止めたはずだ。

　スチュワートと仲の悪いシアンが止めなくとも、少なくとも友人であるアーヴィンは。

　しかし彼は、スチュワートを止めようともしなかった。

　つまりそれは、彼の行動にアーヴィンが同意できるようななにがしかの筋が通っているということ。

　社交の場で剣を抜くなんて、一見するとただの暴挙のようにしか思われない。

　事実、さっきあの場所にいた人々は、スチュワートに不ふ穏おんな印象を持ったはずだ。即すなわち、考えの足りない、頭に血の上りやすい───国王としては不適格な人物だと。

　本当はそんな人ではないのに。少し分かりづらいところもあるけれど優やさしくて、ダンスの練習に付き合ってくれて、足を踏ふまれても怒おこらないようなお人ひと好よしだ。

「わたくしを女王に相応ふさわしいと思わせるために、わざとあのような態度を取ったのでしょう……？」

　私はまだ迷っている。

　お祖父じい様が築き上げた王国の玉座に、本当に私のような人間が座っていいものかと。

　そして同時に、スチュワートを王にという声もまだまだ根強い。

　もともとの功績に加え、気難しいが公平な性格。王子でありながら騎き士し団に交じって鍛たん錬れんを積むという克こつ己き心。気品があり人を引きつける容姿。そして先代の末の息子むすこという血統の確かさ。

　それら全てが、次期国王には彼が相応しいと指し示す導しるべのようである。

　だというのに、スチュワート自身は私に女王になれと言う。

　そして、自らを国王に押し上げようとする勢力を牽けん制せいするため、敢あえて剣を抜いて野や蛮ばんな人物を演じた───……。

「あのような、己おのれの名を汚よごすようなこと、二度となさらないでください。傷つくのはあなたの名前だけじゃない、ひいてはお祖父様に対する冒ぼう瀆とくです。そして、わたくしに対する侮ぶ辱じよくですわ」

　体の奥底から湧わき上がる怒りで、体が熱かった。

　それはスチュワートに対するものでもあるし、彼にそんなことをさせた自分の情けなさに対する怒りでもある。

　私の剣幕に驚いたのか、スチュワートは黙だまって話を聞いていた。

「あの、落ち着いてください。詳くわしいお話を伺っても？」

　アスコットになだめられ、私達はようやくソファに腰こしを下ろした。

　待機していたメイドが、萎い縮しゆくしながらお茶を淹いれてくれる。

　初対面だというのに、アスコットには大層迷めい惑わくをかけてしまった。頭が冷えてくるとそのことがとても申し訳なく思えて、お茶から立ち上る湯気を情けない思いで見つめる。

「……お前の矜きよう持じを傷つけたというのなら、すまなかった。二度としないと誓ちかう」

　向かい合わせに座ったスチュワートが、堅かた苦くるしく頭を下げる。

　しかし彼に謝られると、なぜか私は自分がより一層情けなくなるのだった。

「わたくしに謝る必要はありません。……アスコット様、騒ぎをおこして申し訳ありませんでした」

　スチュワートにそれ以上かける言葉が見つからず、私は隣となりに座る伯爵に謝罪した。

　第三者である彼がいる場で、これ以上スチュワートとこの話をすべきではない。

　まだ許したわけではないが、このことはあとで二人になってから、ゆっくりと話し合うべきことだと思った。

「いいえ、あなた方に注目が集まると分かっていながら、誘ゆう導どうを怠おこたったこちらにも非があります。どうぞお気になさらないでください」

　アスコットは信じられないような寛かん大だいさで私達を許した。

　考えてみれば本当はこのアスコットを探さぐるためにパーティーに来たというのに、まだ何もできていない。

　私は怒りを静め、物事をいい方に考えることにした。

　主しゆ催さい者として忙いそがしい彼をこの部屋に誘さそい込むことができたのは、ある意味僥ぎよう倖こうかもしれない。

　私はハンカチを出して口を押さえると、向かい側に座るスチュワートに目で外に出るよう合図をした。

「どうしました？　お加減でも？」

　アスコットが心配そうに私の顔をのぞき込んできた。

　控ひかえていたメイドに、気付け薬を持ってくるよう指示している。

　一いつ瞬しゆん憮ぶ然ぜんとしたスチュワートは、恐こわい顔になって小さく首を左右に振ふっていた。

　アスコットの意識が私に向いているからいいが、このままでは埒らちがあかない。

　もう一度部屋を出て行くよう合図すると、ようやく彼は肩かたを落として腰を上げた。

「バートレイ卿きよう。申し訳ないが、挨あい拶さつしなければならない相手がいる。貴公に重ねて迷惑をかけるようで申し訳ないが、フランチェスカのことをお任せしてもいいだろうか？」

「え、ええ。それは構いませんが……」

　アスコットは戸と惑まどった様子だった。

　当然だろう。彼自身も、本当なら一刻も早く会場に戻りたいに違ちがいない。

　そのままスチュワートは、私の希望通り部屋を後にした。

　王子であるスチュワートに頼たのまれた手前、アスコットもその場を動けずにいる。

　少し申し訳ない気もするが、彼の人となりを知る絶好のチャンスだ。

　お祖父様がどうして私にあんな手紙を遺のこしたのか、その手がかりを、私はどうしても摑つかまなければならない。

　お誂あつらえ向きに、私達が座っているソファは〝失神ソファ〟だった。

　普ふ通つうの長なが椅い子すよりも長く、気絶した婦人を寝ねかせるために用いられるものだ。

「今メイドが気付け薬を持ってきますから、お気を確かに」

　アスコットは献けん身しん的だった。

　私が苦しくないようソファに横たえ、急変しても見み逃のがさないようしっかりと顔をのぞき込んでくる。

　その紫むらさきの瞳ひとみは真しん剣けんそのもので、とても何かを企たくらむような人物には見えなかった。

（お祖父様の手紙は、一体どういう意味なのかしら……？）

　私は口をハンカチで隠かくしながら、アスコットを間近で観察する。

　スチュワートやアーヴィンなどより、彼の骨格は大分細い。もしかしたら、あの瘦やせたシアンよりも。

　ふと、膝ひざを折っている彼が思っていたよりも小さいことに気がつく。

　男性の靴くつにもヒールをつけるのは珍めずらしいことではないが、膝をついて差が分かるというのはよっぽどだ。

　私は女性としては長身な方だが、もしかしたらアスコットも同程度の身長かもしれなかった。

（身長が低いことが、彼の秘密？　まさか！）

　急がなければメイドが戻もどってきてしまう。

　そうすれば彼はメイドに私を託たくし、部屋を出て行ってしまうだろう。

　こうなると、体調が悪いのを装ったのは失敗だったかもしれない。

　部屋の空気は緊きん張ちようしていて、雑談をして彼から何かを引き出すというような雰ふん囲い気きではないからだ。

「ご迷惑をおかけして、申し訳ありません……」

　色々な意味を込めて、私は彼に謝罪した。

　仮け病びようを使っていることもそうだし、お祖父様の手紙がもとで彼を疑っていること。そして、スチュワートが騒さわぎを起こして迷惑をかけたこともそうだ。

「よくあることです。お気になさらず」

　アスコットは、少し笑って私の不安を取り除こうとしているようだった。

　やはりどこからどう見ても、見み目め麗うるわしい好青年のようにしか思われない。

　間近に迫せまったその顔はきりりとした凜々しさの中に、中性的な美しさが同居している。

（近くで見ると、本当に……）

　ぼんやりとそんなことを考えていると、ばたばたと騒がしい足音がしてメイドが部屋の中に飛び込んできた。

　時間切れだ。

　思った通り、アスコットはメイドに私を任せ、部屋を出て行こうとした。

　これは彼が特別冷たいというわけではなく、部屋に長時間二人でこもっていることで、私の不ふ名めい誉よな噂うわさが立たないようにと配はい慮りよしてくれたのだろう。

　まったく、何から何まで隙すきのない貴公子ぶりだった。

　酔よって屋や敷しきに押しかけてきたシアンには、是ぜ非ひ見習ってもらいたいものである。

「では、私は会場の方に戻ります。フランチェスカ様も、お加減がよくなりましたら是非ご参加ください」

「なにからなにまで、ありがとうございます……」

　出て行こうとする彼を見送りながら、私はがっかりしていた。

　しかし、部屋を出る直前、彼は振り返って言った。

「あなたのような方が……うらやましい」

　それは、聞こえるか聞こえないかというような、ほんの微かすかな声だった。

　きっと本当に体調を崩くずしていたら、聞き逃のがしていただろう。

　ちゃんとその意味までも理解できたのは、未練がましくじっと彼の背中を凝ぎよう視ししていたせいだ。

　私からすれば、伯はく爵しやく家の当主として成果を上げている彼の方がよほどうらやましいというのに。

　一体どうして、彼は私をうらやましいだなんて言ったのだろうか？

（伯爵はもしかしたら……）

　私の中には、ある一つの疑念が浮うかんでいた。

　しかしそれはあまりにも突とつ拍ぴよう子しのない考えで、気安く口にすることすら憚はばかられるほどだった。

　ちなみに、伯爵には申し訳ないが気付け薬は遠えん慮りよさせてもらった。

　実際は体調を崩してなんていないし、アンモニアの刺し激げき臭しゆうは元気な人間の気を失わせる効果を持つと思うからだ。

　しばらくそうして思考に耽ふけっていたが結局考えはまとまらず、私は伯爵の情報を集めるためボールルームへと戻ったのだった。
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　広間に戻ると、アーヴィンがすぐに私のことを見つけてくれたので合流することができた。

「スチュワートからお加減がよろしくないと聞きました。もう大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「ああ、でもそれは……」

　誰だれに聞かれているか分からないので、方便だとはっきり言うのはためらわれた。

　しかしその辺りも了りよう解かいしているのか、アーヴィンの言葉には含ふくみがあった。

「今は平気でも、この人ひと混ごみではいつ体調を崩されるか分かりませんから」

　なんでもない顔をしているが、その声は酷ひどく柔やわらかい。

　うすうす気がついていたが、後こう継けい者しや会議で私を女王にすると決めて以来、なんだか彼の態度が過保護というか、甘い気がするのだ。

　今も、近くを通り過ぎた紳しん士しが、アーヴィンのその声こわ音ねに目を見張っていたほど。

　なんの衒てらいもなく忠誠を誓ちかうと言う彼は、きっと本気で私を女王に推すい薦せんしているし、なおかつ騎き士しらしく誠心誠意主君に仕えようとしているのだろう。

　まだ覚かく悟ごの決まらない私には、そのいたわりが妙みように気き恥はずかしく、そして申し訳なく思うのだった。

　三人ともそれぞれに国王に相応ふさわしいというのに、どうして彼らは欠けつ陥かんだらけの私を女王にしようと思うのだろうか。

　この年まで社交界デビューもせずひきこもり続けてきた私には、そんな価値なんてないというのに。

「スチュワート様はどうしましたか？」

　応接室を出て行く時ひどく不本意そうだったから、一応謝っておこうと思った。

　突とつ然ぜんの思いつきで彼を追い出してしまったが、頭のいい彼のことだから大方の事情は察してくれているだろう。

「スチュワートでしたら、あちらに」

　アーヴィンの視線を追うと、ひときわ輝かがやかしい銀ぎん髪ぱつを持つスチュワートの姿はすぐに見つけることができた。

　彼は華はなやかな貴族の令れい嬢じよう達に囲まれて、誰と踊おどる踊らないというような問答を繰くり返しているらしい。

　私の知識ではダンスを申し込むのは基本男性の側のはずで、そんな常識すらかなぐり捨てる彼女たちにも驚おどろいたし、分かっていたことだがスチュワートの人気にも改めて驚いていた。

「事件の影えい響きようで、あれでもましになった方です」

　アーヴィンが苦く笑しようする。

　考えてみれば、騎士団の訓練を見学しに行った時も、スチュワートとアーヴィンの二人は令嬢達の歓かん声せいを浴びていた。

　見た目は勿もち論ろんのこと、家格も高く結けつ婚こんもしていない彼らは、未婚の令嬢達にとって垂すい涎ぜんの的なのだろう。

　そう結婚。

　いつかはスチュワートも、そして私も、誰かと義務としての結婚をするのだろう。

　もしも女王になったら、結婚相手には王配としてより沢たく山さんの条件を求めなければいけなくなる。国内の貴族ではなく、友好のため他国から婿むこを迎むかえ入れることになるかもしれない。

　それこそ本当に、私一人の問題ではなくなるのだ。

　ふと、余計なことを考えている自分を戒いましめ、首を左右に振ふった。

　バートレイ伯爵について調べに来たというのに、初めてのパーティーでは改めて思い知らされることも多く、つい思考に耽ってしまいそうになる。

　ふと、曲調が緩ゆるやかなそれに変わった。

　ホールで踊っていた人々が流れ、休きゆう憩けいしたり新たにダンスに参加したりと思い思いに楽しんでいる。

　まだ初うい々ういしいペアが、この曲ならばとダンスに参加していくのが散見した。

　そして踊った相手を、プログラムの空くう欄らんに記して思い出にするのだろう。

　十四、五の彼女らが微笑ほほえましくて、ほんの少しだけひきこもっていたことを後こう悔かいした。

　本を読んだり、チェスをしたりするのが楽しかったのは本当だ。けれども、もしかしたら私にも、違ちがう人生があったのかもしれない。

　するとアーヴィンが、目の前にひっそりと手を差し出した。

　なんだろうかと彼の顔を見上げると、その顔にはさっきまでとは違う柔らかい笑えみがのっている。

　無数の蠟ろう燭そくの明かりに照らされて、彼の笑みは平素よりもより柔らかくそして魅み力りよく的に見えた。

「踊っていただけますか？　フランチェスカ」

『様』をつけなかったのは、彼なりの気き遣づかいだろうか。

　私も彼も、もう初々しいというような年ねん齢れいではないけれど。

「よろこんで」

　差し出された手に、己おのれのそれをのせる。

　スチュワートとあれだけ練習したというのに、本番での最初の相手が彼でないというのはなんだか変な感じがした。

　それでも、私の気を紛まぎらわせようとしてくれたアーヴィンの気遣いが嬉うれしかった。

『様』をつけないで、名前を呼んでくれたことも。

　今だけは、次期女王としてではなくただの友人として、手を差し伸のべてくれたのだと思えるから。

　ステップ、ステップ、ターン。

　緩やかな曲が徐じよ々じよにピッチを上げていく。

　バイオリン。低音のチェロ。響ひびき渡わたるオーボエ。

　ピアノだけでテンポを取っていたときとは違う、音の奔ほん流りゆう。

　バートレイ伯爵の開くパーティーは、流石さすが第一級と称しようされるだけあって音楽も華やかさも最上級だった。

　アーヴィンのリードはスチュワートのそれとは違ったが、力強く安心して身を委ゆだねられる安定感がある。

　ホールに初心者が増えたからか、あちらこちらで接せつ触しよく事故が起きていたが、アーヴィンは他ほかのペアとぶつからないように、空間を見つけては私を導いていくのだった。

　スチュワートと比べると堅けん実じつで落ち着いた印象のある彼だが、やはり年相応に場慣れしているのだろう。

「お上手なんですね」

　その鮮あざやかさに、思わず嘆たん息そくしてしまう。

「お恥はずかしい。無骨者ですから、剣けんを振り回している方がやはり楽です」

「そんな。軽かろやかに踊っていらっしゃいますのに」

「騎士団の任務で夜会の警備をすることもありますから、やはり最低限は。それでも、お相手の方には力が強すぎると怒おこられることもあります」

　私の緊きん張ちようをほぐそうとしているのだろう。

　まったくもって本当に、アーヴィンはよくできた人だ。

　騎士団の団員が彼を慕したっているのも、よく分かる。

「怪け我がはもう、大丈夫なのですか？」

「はい、これくらいなら。動かずにいると鈍なまってしまいますから、ダンスはむしろちょうどいいのかもしれません」

　彼が重い怪我で意識不明に陥おちいっていたのは、そう遠い過去の話ではない。

　それでも、踊っているさまを見る限り後こう遺い症しようの類たぐいもないようだ。

　彼が元気になった姿をこの目で確かく認にんできて、私もほっと安あん堵どすることができた。

「では、練習にお誘さそいすればよかったですね。そうすれば少しは、アーヴィン様の肩かた慣ならしのお手伝いができましたのに」

「いいえ、それは流石に。スチューに怒られてしまいますから」

　アーヴィンが苦笑している。

　彼のダンスは、スチュワートに怒られるようなレベルのものではないはずだが。

　そうしている間に曲が終わり、踊っていたペアが壁かべ際ぎわへ、休んでいた招待客は新たなペアを作り、フロアの中心へと集まっていくのが見えた。

「ありがとうございました。アーヴィン」

　壁際に向かいながら、私は相手をしてくれた騎士に礼を言った。

　彼は折り目正しく礼をすると、悪戯いたずらっぽく片目をつぶった。

「こちらこそ。フランチェスカ」

　楽しい時間だった。

　もう一曲踊りたい気分だったが、同じ相手とばかり踊るのはあまりよしとされない。夫ふう婦ふでもない限りは。

「次は、俺と踊っていただけますか？　姫ひめ」

　いつの間にそこに立っていたのか、声をかけてきたのはシアンだった。
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　彼のかけている眼鏡が、シャンデリアの明かりを反射してちかちかと光る。

　どうしようかとアーヴィンを見ると、彼はただ穏おだやかに笑っていた。

「おいおい、俺とだけ踊おどらないってのはなしだぜ？」

　シアンが冗じよう談だんめかして言う。思わず笑って、彼の差し出す手に手を伸ばした。

　フロアに戻もどると、シアンに気づいて数人の貴族が距きよ離りを取る。

　彼の母親が起こした事件は既すでに貴族中が知るところで、シアンは今日ずっとこんな思いをしていたのだろうかと今いま更さらながらに思い至る。

「シアン……」

　プライドの高い彼に、なんと言葉をかけるべきだろうか。

　しかし向かい合うと、彼は不敵に笑っていた。

「ふふん。あいつらの顔を覚えておけよ。今に吠ほえ面づらかかせてやる」

　ふむ。シアンは生まれながらの貴族なのに、どうしてこんなに口が悪いのだろう。

　ともかく、私は彼に対して心配など無用であることを知った。

　必ず立ち直るだろうと信じてはいたが、むしろここまで打たれ強くなっているとは想像だにしなかったのだ。

「いいかフランチェスカ？　社交場ってのは貴族どもの戦場だ。ほんの些さ細さいなことで足あし下もとが掬すくわれることもあれば、逆に相手の致ち命めい的な弱点を拾うこともある狩かり場だ」

　先ほどよりも速いステップで踊りながら、私はシアンの強[image: 靭]タフさに感心していた。

「俺はな、開き直ることにしたんだ。確かに今回のことでウチから露ろ骨こつに距離を取るやつらもいるが、逆に態度を変えない者は本当に信しん頼らいに足る相手ということだ。得たものだってある」

　もし私の身に同じ厄やく災さいが降りかかった時、果たして私はシアンのように強くあれるだろうか。

　ステップで顔を近づけると、高価なムスクがほのかに香かおった。

「だから、そんな顔をするな」

「シアン様……」

　逆に気を遣つかわれてしまって、申し訳なくなった。

「なにより、一番の収しゆう穫かくはお前なのだから」

　シアンの言葉は、まるで謎なぞかけのようだった。

　意図を探さぐろうと彼の顔を見上げるが、眼鏡の硝子ガラスに光が反射して顔色が読めない。

　ただ彼の唇くちびるが、うっすらと皮肉げな笑みを作った。

　シアンお得意の表情だ。

「俺はあの事件で、仕えるべき主君を見つけた。これは大変な出来事だ。たとえ国を平らかにするような知能が備わっていようとも、それを活いかす場がなければ意味がないのだから」

　ここまで臆おく面めんもなく自分の有能さを誇こ示じするなんて、流石というより他ない。

　彼はなにより、己の優ゆう秀しゆうさを信じているのだ。

　一いつ瞬しゆんでも彼を心配しようとした自分が、なんだか馬ば鹿からしくなる。

「わたくしにはそのシアン様を使うような才覚は備わっていません。勿もち論ろん国を平らかにするような知能も。買いかぶりすぎです」

「馬鹿かお前は」

　言い返したら、間かん髪はつ容いれずに返された。

　私は初めて、踊っている相手に面と向かって毒づかれるという経験をした。

　足を踏ふみつけにされたスチュワートだって、こんなにも明確に非難したりしてこなかったというのに。

「上に立つ者が俺のようにずる賢がしこかったら、誰だれもついてこないさ。お前だからいいんだ。俺を信じて、無防備に飛び込んでくるような馬鹿だから」

　これは果たして、褒ほめられているのかそれとも貶けなされているのだろうか。

　だって馬鹿と二回も言われた。

　だというのに、どうして私はこんなにも嬉しいと感じているのだろう。

（これが世に言う、被ひ虐ぎやく趣しゆ味みというやつなんじゃ……）

　この半年ほど、新しく出会う感情が多すぎて困っている。

　そして困っている間に曲が終わり、私とシアンはフロアを後にしたのだった。
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　さてここで、思ってもみないことが起きた。

　本当だったら予想してしかるべきだったのだが、私は今日に向けての特訓に夢中で敢あえてこのことに意識を向けないようにしていたとも言える。

　自宅にはあんなに招待状が届いていたというのに、どうせダンスパーティーに出たって以前のように遠巻きにされるだけだろうと高をくくっていた。

　私同様貴族達だって、まさか後こう継けい者しや会議の中から私が選出されるなんて、予想もしていなかったはずなのだから。

「次は是ぜ非ひ私と！」

「何を言うんだ！　儂わしが先だ」

「フランチェスカ様、お疲つかれでしょう？　あちらで冷たいソルベなどいかがですか？」

「マクニール公とは、懇こん意いにさせていただいております」

　老ろう若にやく問わず、大勢の男性が詰つめ寄ってきたのだ。

　急にどうしたのかと思ったが、そういえば到とう着ちやくしてすぐ応接室に連れて行かれてしまったので、まだ誰とも挨あい拶さつらしい挨拶を交かわしていないことに気づく。

　彼らはきっと、フランチェスカ・ファネルではなく、『次期女王としての私』と知り合いになるべくダンスに誘っているのだろう。

　それとも私と踊って、どこかで話のタネにでもするつもりなのか。

　元来根暗な性格なので、どうしたってそんな風に考えてしまう。

　壁かべ際ぎわで誘いを待っている令れい嬢じよう達の視線が突つき刺ささるのも、辛つらいことだ。

　どうして私はこう、どこへ行っても面めん倒どうごとに巻き込まれてしまうのだろうか。

「みなさま。失礼します。そのお役目、私に譲ゆずっていただけますか？」

　彼らの間を縫ぬって顔を出したのは、先ほど別れたアスコットだった。

　騒さわぎを収めるのは当主としての務めだろうが、先ほどから迷めい惑わくばかりかけているようで気が引ける。

　しかし、彼ともう一度話ができるのは、願ってもないチャンスだ。

　私は逃にげるようにして、彼の手を取った。

　周囲を取り巻いていた男性達も、相手が主しゆ催さい者ならば仕方ないと波のように引いていく。

　そして私はシアンと別れ、今度はアスコットと一いつ緒しよにフロアに出た。

「油断するなよ」

　アスコットには聞こえないように囁ささやいたシアンの言葉に、ぐっと唾つばを吞のんだ。

　期せずして、私は彼への疑念を確かめる機会を得たのだ。

　曲はメヌエット。何度も近づいては離はなれてを繰くり返す。リズムは四分の三拍びよう子し。

「お騒がせしてばかりで、申し訳ありません」

　まずは気を遣わせてしまったことを謝罪すると、アスコットは何でもないことのように笑って見せた。

　私がうらやましいと言った寂さびしい横顔など、まるで噓うそだったかのように朗ほがらかな表情だ。

「いいえ。ご体調がよくなられたようでよかった。お困りでしたらティールームにどうぞ。あそこでしたらどんなに熱心な殿との方がたでも、ダンスを申し込んだりできません」

「ありがとうございます。慣れない場で、緊きん張ちようしてしまって……」

　これは噓ではない。

　人が多い場所は慣れていないし、きつく締しめ付けるコルセットも、あまり好きではないのだ。

「はは、これから女王になろうという方が、何を仰おつしやるんですか」

　笑いながら、それでも彼の言葉には小さな棘とげが隠かくされている気がした。

　注意していなければ分からないような、小さな小さな棘。

　まるで、庭師が取り損そこねた薔ば薇らの棘に、偶ぐう然ぜん引っかかってしまったような気持ちだ。

　アスコットは美しくそしてその笑えみも噓とは思われないのに、どうしてか全すべてを信じ切ることはできないのだった。

　お祖父じい様からの手紙も理由としては大きいが、それ以外にも彼には、完かん璧ぺきすぎるゆえの不自然さを覚える。

　何かを隠しているからこそ、彼は完璧を装うのではないかとすら思えてくるのだ。

　外から見れば完璧な王子としか見えなかったスチュワートが、実は口下手で色々と不器用な人であるように。

　もっとも、スチュワートの場合はそれを隠し立てしているわけではなく、あまりにも堂々としているから周囲がそれを不器用と認にん識しきできずにいるだけなのかもしれないけれど。

「女王になど……前例もありませんのに」

　私がやんわり否定すると、一瞬だけアスコットの眉まゆがつり上がった気がした。

　定められたタイミングで離された手が、少しだけ乱暴に振ふり払はらわれる。

　すべて気のせいと言えばそれまでだったが、直感的だった考えが確信に変わっていく。

（アスコット様は、私が女王になることをよく思っていらっしゃらない。その理由は多分───……。でもだったら彼は、どうして表面上だけでも私に親切にしようとするのだろう）

　ボールルームの入り口で感じたように、貴族の中には後継者会議の決定を受け入れられずにいる人間も多い。そしてそれを、隠そうともしない人間も。

　おそらく、我が国の貴族は二極化しているのだ。

　女王を受け入れて利用しようという人間と、受け入れられず排はい斥せきしようとする人間と。

　後者の方が、まだ真っ当だとすら言える。

　私はとりあえず、先ほど積極的に近づいてきた人々を警けい戒かいすべき相手として、心のリストに書き加えた。

　それにしてもアスコットは、嫌きらいながらどうして私に招待状など送ったりしたのだろうか。

　少なくとも彼は、私に積極的に近づいて利用しようとしているような俗ぞく物ぶつには見えない。もしそうだとしたら、二人きりになった時点でもっと何らかの動きがあったはずだろう。

　私を困らせたり、恥はじをかかせたりできる場面は多くあったはずだ。

　なのに彼は、そのたびにきちんと主催者として私を守り、波風が立たないよう対処していた。

　私が彼に関して感じるのは、どうしようもない矛む盾じゆんだ。

　おそらく好かれてはいない。けれど排斥する気もない。

　そんなことを考えていたら、いつの間にか曲が終わっていた。

　私はアスコットと別れ、再び囲まれてしまわないようこそこそとボールルームを出た。

　残念ながら、長い夜はまだ終わりそうにない。
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　アスコットの助言に従い、私はティールームに逃げ込んだ。

　基本的にティールームは女性とデビュー前の子供用、シガールームは男性用というのが暗あん黙もくのルールだ。

　実際、ティールームにはダンスに疲れた女性客が大勢いた。

　ティールームというだけあって、用意された長テーブルにはきちんと軽食が用意されている。

　パウンドケーキやビスケットなどの焼やき菓が子し。お酒や冷やした果か汁じゆうもある。勿もち論ろん期待していた氷菓子も。

　給きゆう仕じ係にサーブを頼たのみ、壁かべ際ぎわに寄った。

　椅い子すが全部埋うまっているのだから仕方ない。

　次期女王云うん々ぬんは置いておいて、一応これでも公こう爵しやくの娘むすめだ。誰だれかが気を回して席を譲ったりしたら悪いと思い、扇せん子すで顔を隠した。

　よく考えたら、ボールルームでもこうしていればよかったのかもしれない。

　しかし先ほどのように囲まれてしまったらと思うと、戻もどる気にもなれないのだが。

　立ったままとはいえ一息つくことができたので、考えをまとめることにした。

　アスコットへの疑念。

　結局、ダンスで接せつ触しよくしても確信を得るには至らなかった。

　しかし、そうだとしたら色々なことに説明がつくのだ。

　例えば彼が私に苛いら立だったり、けれども決定的に突き放すこともできずにいる理由。

（できればもう一度近づいて、確かめたいけど……）

　だが、ゆっくりとしていられたのはわずかな時間だった。

「少し、お話ししてもよろしいかしら？」

　声をかけてきたのは、親しくはないが面識のある令嬢だった。

　彼女に関してこれといった情報は持ち合わせていなかったので、頭に浮うかんだのは彼女の父親のことだ。

　確か父親は侯こう爵しやくで、遠方にある重要な任地を任された御ご仁じんである。侯爵自身は立派な方なのだが、彼が娶めとられた公爵家の姫ひめは少々当たりのきついお方で、お会いするのには勇気が要いる。

　彼女はどちらかというと母親似のようで、猫ねこのようなつり目にまるで大輪の薔薇のような華はなやかなドレスを身に纏まとっていた。

　彼女の友人なのか、後ろにも数人の花が咲さき誇ほこっている。

「フランチェスカ様。わたくし、あなたとずっとお話ししてみたかったの。ね？」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげられると、否いなとは言えない。

　正直に言うと、私は少し嬉うれしかった。

　年とし頃ごろの近い女友達がいないので、声をかけてくれたことが嬉しかったのだ。

　でも、なにも聞かずに大人しくついて行ったのは、やっぱり迂う闊かつだったと思う。

　ティールームは混こみ合っているから、もっと落ち着ける場所に移動しましょうという彼女達に同意したのである。

　結果として、私は破れたドレスを縫うお針子用の小部屋に連れ込まれてしまった。

　ドレスを破いてもいないのに、だ。

「私達疲つかれているの。あなた、ちょっと外へ出ていてくださる？」

　部屋に待機していたお針子は、かわいそうに令れい嬢じよう達が強ごう引いんに追い出してしまった。

　これでは、本当にドレスを破いてしまった客人が困るのではないかなと思う。

　それにしても、ドレスが破れることまで想定してお針子を用意しておく、バートレイ伯はく爵しやくの繊せん細さいな気き遣づかいに感心した。

（ああでも、今はそれどころではなくて）

　ここまでくると、流石さすがに私もおかしいなとは思った。

　いくら人付き合いに慣れていなかろうが、部屋に入った途と端たん隠そうともしなくなった彼女達の敵意は、肌はだに突つき刺ささるほどだったのだ。

「あなた、今いま更さら社交界に出てきて、ちょっと調子にのってるんじゃなくて？」

　作り込まれた薔薇は自前の棘でもって、ちくちくと私を串くし刺ざしにしようとする。

　正直、後こう継けい者しや会議でスチュワートにちくちくいびられた私からすれば、それはまるで子こ猫ねこがじゃれついてくるような他愛のないものではあったが、それでも期待していた分だけ落らく胆たんも大きかった。

　どうやら私は、女友達を作る才能には徹てつ底てい的に恵めぐまれていないらしい。

　それにしても、彼女もまた何もそこまでというほどに、まるで小説のような意地悪を仕し掛かけてくるものである。

　大人しくついてきた私も悪いには悪いが、古典的すぎて逆にまさかと思えるような手法を取った彼女達だって悪い。

「スチュワート様に、アーヴィン様まで侍はべらせて……いくら公爵家の娘だからって！」

「ひどいわ。シアン様はパーティーでもポーカーばかりでいつも踊おどってなんかくださらないのに、どうしてあなたとだけ……」

　侯爵令嬢の後ろにいた少女が、涙なみだながらに訴うつたえてきた。

　どうやらシアンのファンは、スチュワートやアーヴィンのそれより熱ねつ烈れつな傾けい向こうにあるらしい。

「あなた、いい加減に諦あきらめなさいって。シアン様のことはもう諦めるようにって、ご家族にも言われたんでしょう？」

　また別の少女が、涙ぐむ彼女を呆あきれながら慰なぐさめている。

　場ば違ちがいかもしれないが、私は涙ぐむ少女に好感を持った。

　ダンスの時、露ろ骨こつにシアンを避さけようとした人々より、シアンに近づく私を牽けん制せいしようとこんなところで泣いてしまう彼女の方が、何倍も人として信用できる。

　まあ、やり方は少し問題かもしれないが。

「許せないのは、それだけの殿との方がたに囲まれながらアスコット様にまで近づこうとしているところです！　あなた何様のつもり？　『ひきこもり姫』のくせに！」

　侯爵家の娘が言う。

　どうやら彼女は、アスコットのシンパであるらしい。

　それにしても、私がそんな名前で呼ばれているなんて知らなかった。

　ひきこもりと言う割に『姫』はつけてもらえるんだなどと、どうもさっきからなかなか本題に集中することができない。

「ずっとひきこもっていればよかったのよ。あなたが次期女王なんて冗じよう談だんじゃないわ！　女にそんなことできるはずないのよ」

　侯爵令嬢は顔を真っ赤にして、甲かん高だかい声で喚わめいている。

　そしてなにより、彼女はさっきから私の痛いところを突いてくる。

　女王なんて冗談じゃないと思っているのは、私だってそうだ。

　でもそれは、女だからできないのではない。自分では力不足だと思うからだ。

「そんなこと、分からないではありませんか」

　そんなつもりはなかったのに、気づけば言い返していた。

「はあ？」

「女性では、どうしてだめなんですか？　では、私がもし男性だったら、王に相応ふさわしかったとでも？　それこそあなたの見当違いです」

　こうして家族以外に思ったことを言えるようになったのは、もしかしたら例の事件の影えい響きようかもしれない。

　私の脳のう裏りには、夫の復ふく讐しゆうのため国を手に入れようとした女性の顔が浮かんでいた。

　彼女がしたことはとても褒ほめられるようなことではないが、少なくとも彼女はとても頭のいい女性だった。

　ただ、その使い方を間違ってしまっただけだ。

「そんなことはどうでもいいの。アスコット様に馴なれ馴れしくしないでって言ってるの！」

　彼女は私が反論してくるなんて思ってもいなかったようだ。

　顔を真っ赤にして眉まゆを吊つり上げると、追い出すように一いつ緒しよに来ていた令嬢達を部屋の外に出した。

「ここで少し、頭を冷やすといいですわ」

　そういって自らも部屋を出ると、狭せまい部屋の小さな扉とびらを閉めてしまう。

　ガチャガチャと、外側から鍵かぎをかける音がした。どうして伯爵家の部屋の鍵を彼女が持っているのかは分からないが、初めからそのつもりでここに連れてきたに違いない。

　その瞬しゆん間かん、体からぞっと血の気が引いた。

　正直、閉じ込められても大したことはないと思っていた。

　お針子から話を聞いた執しつ事じなり家令なりが、すぐに来るだろうと踏ふんだからだ。

　しかし閉じ込められたその瞬間、自分でも想像していなかったような恐きよう怖ふ感が襲おそいかかってきた。

　思わず情けない声が喉のどをつく。

「ま、待って！」

　彼女達は私の懇こん願がんにも構わず、扉の前から遠ざかって行ってしまったようだった。

　木でできた白い扉を、必死に叩たたく。

　まぶたの裏にあの日の出来事がちらつく。

　この部屋はひどく狭い。あるのは蠟ろう燭そくの小さな明かりだけ。

　暗いのがこわいというわけではない。だがこの部屋はどこか、あの時のことを思い出させるのだ。

　モラン侯爵家で見た、死体の転がる血だらけの部屋を。

　どうやら自分でも気づかない間に、暗くて狭い場所が苦手になっていたらしい。

　無念の内に殺された使用人たちの虚うつろな顔が、頭にこびりついてなかなか離はなれないのだ。

「お願い、出して！　ここは嫌いやっ。お願い！」

　一刻も早く、外に出たい。

　もうそれしか考えられなくなってしまった。

　ダンダンダン！　ダンダンダン！

[image: ]

　シルクの手て袋ぶくろが汚よごれるのも構わず、叩き続ける。手に感じる痛みよりも、今は恐怖の方が勝まさっていた。

　そうして、どれぐらい経たったことだろう。

　実際にはほんの一瞬だったのかもしれないが、私にはとても長い時間のように感じられた。

『ねえ、誰だれかいるの？』

　その声は、はじめ聞き間違いかと思えるほどに小さかった。

「え？」

『どんどんって、叩いてたよね？　誰かいるの？　幽ゆう霊れいさん？』

　まだ幼い、子供のような声だ。

　私は相手を恐こわがらせてはいけないと、必死で自分の中に混乱を押し込めた。

「……幽霊じゃないわ。人間よ。誰か、誰か大人の人を……」

　冷静でいようと思うのに、声が震ふるえるのを隠かくすことはできなかった。

　ガチャリと鍵が開く音。

　扉の向こうにいたのは、バートレイ伯爵と同じ色しき彩さいを持つ少年だった。顔にもどことなく面おも影かげがあって、一目で彼の縁えん者じやだろうと知れる。

　くるくるの髪かみに、同じ色の眉をめいっぱい下げて、彼は私と同じように泣きそうになっていた。

「人間、さん？　だよね……」

「あ、ありがとう。どうして……」

「鍵、挿ささったままになってた」

　少年が、手の中にある古びた鍵を見せる。

　どうやら侯爵令嬢は、誰かが来ればすぐに開けてもらえるようにと一応鍵を残していってくれたらしいのだ。

　まあそんな曲がりくねったいたわりはいらないから、閉じ込めるにしても別の場所にして欲しかったというのが本音だが。

「えーっと、お姉さん。お手をどうぞ？」

　少年に手を差し伸のべられて、私はようやくその部屋から抜ぬけ出すことができた。

　化け粧しようはボロボロだし、未いまだに体の震えは止まっていない。

　少年に気を遣つかわせるのは申し訳なかったが、私はどうしても平静を装うことができなかった。

　空いている手で涙を拭ぬぐうと、絹の手袋には頰ほお紅べにがべっとりとついた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　誰か人を呼ぼうか？」

　驚おどろいたことに、少年は隣となりに立つと私と同じぐらいの身長だった。

　軽装なので、パーティーの出席者というわけではなさそうだ。

「ありがとうございます。ええと……？」

「アンリだよ。アンリ・バートレイ」

「ありがとうございます、アンリ。わたくしの名前は───……」

「アンリ！」

　するとそこに、ばたばたと足音がして少年とよく似た人物が現れた。

　それは、先ほどまで私と優ゆう雅がに踊おどっていたはずの、アスコット・バートレイその人だった。

「アンリ、心配しただろうっ。勝手に部屋を抜け出したりして！」

　アスコットは服が乱れるのも構わず、少年をぎゅっと抱だきしめた。

　ということは、少年こそがシアンの手紙にあった、年の離れた病弱な弟なのだろう。

「く、くるしいよお姉様！」

　飛び出した少年の言葉に、二人の方がむしろ驚いた顔をした。

　四つの紫むらさきの目が、一いつ斉せいに私の方を向く。

　私は震える右手を己おのれの左手で強く握にぎりしめながら、できるだけ顔が強こわばってしまわないよう気をつけた。

　きっと化粧はぐちゃぐちゃで、少しぐらい顔が強ばったところで見分けはつかなかったかもしれないが。

「あ……フランチェスカ様。今のは……」

　アスコットが、その顔に硬かたい笑えみを浮うかべた。

　小部屋の前の廊ろう下かに、気まずい沈ちん黙もくが降りる。

　私はゆるゆると、首を横に振ふった。

「大丈夫。誰かに吹ふい聴ちようしたりはいたしません。それに───……っ」

　言いかけて、気分が悪くなり思わず口元を押さえた。

　今の私は疲ひ弊へいしきっていて、頭の中でうまく言葉を組み立てることができなかった。

「とりあえず、休める場所へ。お加減がよろしくないのに、申し訳ありません。さあ、アンリも部屋に戻もどるんだ」

「だけどあの、僕……ごめんなさ」

「いいから！」

　アスコットが声を荒あららげたので、アンリは子ウサギのように震えて駆かけていってしまった。

　その直後にお針子を伴ともなった執事がやってきて、私はようやく危機を脱だつしたのだと安あん堵どすることができた。
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　今度案内されたのは、招待客用の応接室ではなかった。

　二階にある、伯はく爵しやくのもっと私的なスペースだ。

　おそらく、今からする話を、他ほかの誰にも聞かれたくないのだろうと思った。

「申し訳ありません。お見苦しいところをお見せして」

「いいえ、こちらこそ。お騒さわがせして申し訳ありません」

　もう、今日は何回彼に謝ったか分からない。

　デビュタントでここまで問題を起こせる令れい嬢じようもいないだろうと、自分で自分を笑いたくなった。

　ダンスの練習を懸けん命めいにしていたことが馬ば鹿かみたいだ。

　心構えをしておかなければならなかったのは、そんなことではなかったのに。

　アスコットと向かい合って座っていると、呼吸が落ち着いてきて気分の悪さも大分ましになった。

　それにしても、狭せまい場所に一人でいることがあんなに恐いだなんて思いもしなかった。

　貴族の生活に、一人になるような時間は滅めつ多たにない。

　家にひきこもることの好きな私ですら、そばには常にメアリーが控ひかえている。

「あの、先ほどの話なのですが───……」

　緊きん張ちようした様子で、アスコットが切り出す。

　いや彼の───彼女の本当の名は、きっとそれではないのだろうが。

「ご安心ください。誰にも言いません」

「いや、あれは誤解で」

「いいえ。あなたは女性です。アスコット様」

　話が進まないからと思い断言すると、流石さすがの伯爵も押し黙だまった。

　私はといえば、お祖父じい様の手紙に思いを馳はせていた。

　お祖父様はきっとアスコットの秘密に気付いていて、それでも亡なくなるまでずっと知らないふりを続けていたのだろう。

　リンドール王国の法律は、女性の爵位相続を認めていない。

　両親を亡くした時、彼女はまず弟のことを心配したはずだ。

　バートレイ伯爵家が代だい替がわりしたのは四年前。おそらくアンリは十歳前後だっただろう。

　病弱で幼い弟が爵位を相続すれば、伯爵家はあっという間に周囲の大人達に食い物にされてしまう。

　そこで彼女は、アスコットと名を変えて息子むすことして爵位を相続したのに違ちがいない。

　詳くわしい事情を聞かなければ、どうやったのかまでは予想がつかないが。

　───お前なら、彼女のことをどうにかできるか？

　お祖父様から、無理難題を押しつけられた気がした。

　気持ちが悪いのは大分ましになっていたが、今度は頭が痛くなってくる。

「アスコット様……あなたの偽ぎ装そうは完かん璧ぺきでした。けれど私が気付いたように、これから先も隠し続けるのは難しいですよ」

「なっ！」

　余計なお世話だというのは、分かっていた。

　それでも言わずにはおれなかったのは、あまりにも完璧な青年貴族を演じる彼女が、ひどく痛々しく思えたからだ。

「そんなこと、あなたには関係ないでしょう！」

　どんな時も優雅で余よ裕ゆうのある態度を崩くずさなかったアスコットが、激高している。

　私はおそらく、彼女の触ふれてはならない一番デリケートな部分に切り込んでしまったに違いない。

「ですが───っ」

「あなたに何が分かるんですか！　その年までぬくぬくと父親に護まもられて、なのに女の身で王になろうだなんて！　私にはこんな方法しかなかったんだ。それをあなたが責めるのですか！　なんていう皮肉だろう。ひどい侮ぶ辱じよくだ」

「アスコット様……」

「呼ばないでください。認めない。私はあなたなんて、絶対に認めない！」

　そう言い放つと、彼女は肩かたを怒いからして部屋を出て行ってしまった。

　こういう時、自分の不器用さが嫌いやになる。

　他に、うまい言い方はいくらでもあったに違いないのだ。

　けれど外に出るようになってまだ間もない私の対人関係に関する能力はまだまだ未熟で、彼女を傷つけてしまったことが辛つらく、お祖父様の期待を裏切ってしまったことも悲しかった。

　彼女が怒おこるのは当然なのだ。

　女性では爵位すら継つげない国に、いきなり女王が即そく位いするというのだから。

　私は取り残された部屋で頭を抱かかえ、途と方ほうに暮れた。
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　アスコットと別れた後、一体どうやって屋や敷しきに戻ってきたのか覚えていない。

　ただ、他ほかの三人に何も言わずに帰ってきてしまったと気が付いたのは、苦しいコルセットを解いてメアリーの手で夜着に着き替がえさせられた後だった。

「本当に大だい丈じよう夫ぶですか？　お嬢じよう様さま」

　何も言わない私を、メアリーが精せい一いつ杯ぱい気き遣づかってくれる。

　せっかく頑がん張ばって着き飾かざらせてくれたのに、化け粧しようはぐちゃぐちゃだしさぞがっかりさせたことだろう。

　しかし今のメアリーは、どちらかというと激しく憤いきどおっていた。

「お怪け我がはないようですが───まさかあの三人の貴公子様方に、名めい誉よを汚けがされるようなことがあったんですか!?　お辛いでしょうが、メアリーにお教えください。お嬢様に仇あだなす狼ろう藉ぜき者は、二度とこの屋敷に立ち入らせません！」

　どうやら私が黙りこくっている間に、メアリーの想像は行きつくところにまで行きついてしまったらしいのだ。

「そんな、そんなことないわメアリー……。お願いだからあの三人に失礼なことはしないでね」

　慌あわてて彼女の誤解を解くと、メアリーは頰ほおを膨ふくらませて不満そうな顔をする。

「お嬢様。私にまで噓うそをつかなくてよろしいんですよ？　辛いことがあったなら、遠えん慮りよなくおっしゃってください。メアリーは誓ちかって誰だれにも話しません」

　そう言われても、アスコットの秘密や彼女に言われたことも含ふくめて、私は誰にも話す気にはなれなかった。

「ごめんなさい。メアリーにも言えないことなの……」

「お嬢様……」

　メアリーの悲しそうな顔を見るのは胸が痛かったが、これもアスコットとの約束を守るためだ。

　一体これから自分はどうするべきなのだろうと考えていると、部屋の中に慌てた様子のメイドが一人飛び込んできた。

「なんですか騒そう々ぞうしい」

　上司にあたるメアリーが声を荒あららげる。

　しかし、メイドが放った言葉にはさすがの彼女も言葉をなくした。

「お、お嬢様！　マクニール公スチュワート様がお見えです！」

　まさか家まで訪ねてくるとは思わず、私とメアリーは揃そろって顔を見合わせたのだった。
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　果たして、スチュワートは先ほどの服装のまま、応接室のソファに座っていた。

　腕うでを組み、背筋をまっすぐに伸のばす彼の威い圧あつ感は抜ばつ群ぐんで、私は部屋に入った途と端たん思わずたじろいでしまったほどだ。

　その薄うす藍あいの瞳ひとみにじっと見つめられると、考えていることが何もかも筒つつ抜ぬけになりそうで恐こわかった。

　どうやら彼は、私が帰ったと聞いて急いでこちらに駆かけつけてくれたらしい。

「あの、スチュワート様……」

　とにかく謝罪をと思ったが、なかなか言葉が出てこない。

　おそらく、私の顔は緊張でひどく険しくなっていることだろう。

　彼に謝らなければならないことは分かっているのだが、その怒りの気配にどうしようもなく気け圧おされてしまうのだ。

　スチュワートは組んでいた腕を解ほどくと、俯うつむいて大きな大きなため息をついた。

　そして次に顔を上げた時には、その恐い顔が少しだけ緩ゆるんでいた。

「言いたいことは色々あるが……とりあえず無事でよかった」

　予想外の言葉だった。

　怒ど鳴なられることも覚かく悟ごしていた私は、その反応に思わず息をのんだ。

　なんでか、顔が熱い。

　スチュワートがそんなにも私を心配してくれたのだということが、どうしてだか気き恥はずかしくて仕方なかった。

「ごめんなさい。勝手に帰ってきてしまって、私……」

　まるでメアリーと話すような、取り繕つくろわない声が出た。頭の中はパニックで、いつもは使えているはずの敬語がまったく出てこないのだ。

「いい。バートレイ卿きように聞いた。大変だったな」

　アスコットがスチュワートにどんな話をしたのかは分からなかったが、スチュワートはどうやら私の無事を確かめに来ただけらしい。

　彼はそう言うとすぐさま立ち上がり、部屋を出ようとした。

「こんな時間に押しかけてすまなかった。疲つかれただろう。今日はよく休めよ」

　やっぱり、彼はなんだかんだ言って結局紳しん士し的なのだ。

　話を聞いて伯はく爵しやく家からここに駆けつけて、無事を確かめたからもう帰るだなんて、いい人すぎると思う。

　こんなこと、彼と深く付き合う前は知りもしなかった。

　なにもかもから逃にげていた私は、知ろうともしなかったのだ。

「待ってください！」

　思わず、スチュワートを呼び止めていた。

　それは自分でも予想もしていなかった行動で、振ふり返った彼を見て思わず口を押さえたほどだ。

「なんだ？」

「あの、私……」

　私はこの時、多分動転していた。

　そして、誰かにこの想おもいを聞いてほしかった。

　メアリーではなく、王という重責について深く理解する誰かに。

　こんな時間に彼を呼び止めるのは不ふ埒らちだと分かってはいたが、こんな気持ちのまま一人で眠ねむれそうになどなかったのだ。

　結局私は、スチュワートの優やさしい言葉で、箍たがが外れたのだと思う。

　自分一人で結論を出すべきだという、強がりが。

「教えてくださいスチュワート。どうしてあなたが、私なんかを女王に推すい薦せんするのかっ」

　私の問いかけに、スチュワートが目を見開いたのが分かった。

　今までこんなこと、シアンにもアーヴィンにも、もちろんスチュワートにだって言えなかった。

　言えないまま今日まで、答えを先延ばしにしてきたのだ。

　そしてアスコットの言葉で、目が覚めた。

　私が思う以上に、この国に女王が立つというのはとんでもないことなのだ。

　それは、今までの歴史をすべて覆くつがえすほどの、大きな力を持つ。

　だから私は尻しり込ごみして、今いる場所から一歩も動けなくなっていた。

　手て探さぐりで進む恐おそろしい暗くら闇やみの中で、届けられたお祖父じい様の手紙に縋すがって、現実から目をそらしていたのかもしれない。

「誰かに、何か言われたのかフランチェスカ」

「いいえ……ずっと聞きたかったけれど、恐くて聞けなかった。あなた達の評価を知るのが、恐かったのです。やっと親しくなれたのに、それを知ってしまったら今までのようにはいられない気がして」

　それが私の本音だった。

　結局臆おく病びような私は、そんな私的なことで思い悩なやみ立ち止まっていたのだ。

　こんな女のどこが女王に相応ふさわしいものかと、アスコットでなくとも思うだろう。

　むしろ私自身が、一番強く心に疑念を抱いだいているのだから。

　つかつかと、スチュワートが近づいてきた。

　ブーツについた拍はく車しやが、カチャカチャと音を立てる。

　きっとわずかな時間だったはずだ。

　でもスチュワートが黙だまり込んでいる時間が、私にはとても長く感じられた。

　幻げん滅めつされたかもしれない。

　こんな風に弱音を吐はくような女を、彼は女王に推薦したわけではないだろう。

　色々な気持ちがごちゃごちゃと混じり合って、言葉にならなかった。

　ダンスの時のように、大きな手が伸びてきた。

　びくついて反射的に後ずさろうとして、その腕の中に閉じ込められる。

　気づけば私は、温ぬくもりの中にいた。彼の顔がとても近くにある。

　どくどくと心臓が騒さわがしくて、その鼓こ動どうまでスチュワートに聞こえてしまいそうだ。

「一人で、悩ませてしまったな。気づいてやれなくてすまなかった」

　スチュワートの声は硬かたく、それによって彼も緊きん張ちようしているのだと分かった。

　私は逃のがれることもできず、ただただ驚おどろいて息をひそめていた。

「私たちの選せん択たくが、お前を困らせることは分かっていた。それでもお前を選んだのは、お前の持つ可能性を信じたからだ。フラン」

　初めてスチュワートに、愛あい称しようで呼ばれた。

　家族しか呼ばない名前。

　心臓がより一層喧やかましく騒ぎ立てる。

「王に必要なのは、優ゆう秀しゆうさではない。賢さかしさとも違ちがう。勿もち論ろん愚おろかであれということではない。ただ、他人を受け入れる度量が必要だと私は思う」

　スチュワートの言葉は、いまいち納なつ得とくのいかないものだった。

　ずっと他者との関かかわりから逃げてひきこもっていた私に、度量などあるだろうか。

　度量なんてない。変な顔だと言われ、ずっとそんな自分を受け入れられずに生きてきた。せめて人目に付かないようにと、そうやって縮こまって生きてきたのだ。

「度量なんて、私にはありません！　スチュワートが期待するようなものは、私には何もない！　だから、いつかあなた達に失望されるのが恐い。恐くてたまらないの！　いつか離はなれていくのなら、最初からほしくなんかないのに!!」

　スチュワートの胸に手をついて、必死に彼から離れようとした。

[image: ]

　こんなにも弱い自分を、知りたくなかったし知られたくなかった。

　私は浅ましい。こうすることでスチュワートが離れていかないよう彼を縛しばろうとしている。そんなことはないと言ってほしいのだ。なんて浅ましい考えだろう。そんな自分が、受け入れがたい。

「私達を見くびるなよ！」

　スチュワートに叱しかりつけられ、私は驚いて抵てい抗こうをやめた。

　私はまだ、彼の腕うでの中にいた。そもそも、男性であるスチュワートに力で敵かなうはずがない。

　右手首はスチュワートの左手が。左手首は彼の右手によって摑つかまれ、私は無理矢理スチュワートと向き合う羽目になった。

　その、何もかも見み透すかされてしまいそうな、薄うす藍あいの。

「……お前はそうやって、いつも自分を責めるようなことを言う。だがな、お前の働きで、私やアーヴィンや、それにシアンのやつが救われたのは確かなことなんだ！　お前以外の誰だれが王になっても、きっと私達の間には遺い恨こんが残った。それだけで十分な才能じゃないか。どうしてそうやって、自分の能力を認めてやらないんだ。誇ほこりを持て、フランチェスカ！」

　スチュワートの目は、真しん剣けんそのものだった。

　その場限りのおためごかしではない。私を納得させるための出まかせではない。

　そもそも、彼はそんなことが言えるような人じゃない。

　しばらくして、スチュワートは自分が紳士的ではない行動をしていることに気が付いたのだろう。慌あわてて私の両手を離した。

　手首には赤い跡あとがついていて、あとから遅おくれて痛みがやってくる。

「す、すまない。すぐに手当てを……」

　彼はそう言ったけれど、私はその痣あざがしばらく消えないでほしいと思った。

　自分一人で立てるようになるまで、めげないで意志を貫つらぬくため。少なくともその時まで、私を叱しつ責せきするよすがになってほしかった。
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「お姉様ごめんなさい」

　思った通り、動き回ったアンリは夜中に熱を出した。

　十五歳になって少し体も丈じよう夫ぶになってきたが、それでもまだまだ目が離せない。

　いつ神様が、私から最後の家族を奪うばっていくか分からないからだ。

「いいのよ。下はもうしばらく騒がしいと思うけれど、きちんと寝ねているのよ。おやすみ……」

　弟の白い額にキスを落とすと、しばらくして彼は少し荒あらい寝ね息いきを立てはじめた。

　弟付きのメイドに後を任せ、部屋を出る。

　パーティーは明け方まで続く。

　主しゆ催さい者が会場を空けるのはもう限界だろう。

　私はため息をつきながら階段を降りた。ここから先は社交界とは名ばかりの戦場だ。一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬけば狙ねらい撃うちにされる。

　先ほどのフランチェスカ・ファネルのように。

　階段を降りきって顔に笑えみを貼はり付けると、まずは手近な執しつ事じにアンリが見つかった旨むねを伝え、私が不在の間にパーティー会場でなにか問題がなかったか報告させた。

　夜半を過ぎ、子供達やデビュタントを終えた令れい嬢じよう達が続々と帰路につく時刻だ。

　ここからは大人の時間。

　今日のために買い付けた山のような樽たるワインも、明け方には空になっていることだろう。

　招待客達には楽しく、そして存分に口を軽くしていただかねばならない。

　これといった武器のなかった伯はく爵しやく家がここまで大規模なパーティーを開けるようになったのも、初めは誰かの軽口、些さ細さいなうっかりからだった。

　戦場を泳ぐのに必要なのは情報だ。

　年若く頼たよりない外見の私に、初めは誰もが油断した。

　そして聞きかじった情報をつなぎ合わせ、もっと大きな秘密を掘ほり起こしていく。

　しかし、弱みを握にぎった相手を脅おどすようなことはしてはならない。

　伯爵家とは言え、吹ふけば飛ぶような領地しか持たなかった我が家だ。

　まずは秘密を守ることで相手を安心させ、更さらにこちらから奉ほう仕しすることで信しん頼らいを得た。

　積み上げた信頼は少しずつ領地に福ふく音いんを運び、四年でなんとかたやすく潰つぶされないまでにはなったと思う。

　それでも足りない。まだまだ。

　病弱なアンリが、たとえ死ぬまでベッドに横になっていたとしても、揺ゆらぐことのない伯爵家をつくるには。

　だがさっきフランチェスカ嬢じように指し摘てきされた通り、私には時間がなかった。

　本当はもっと早く、〝アスコット・バートレイ〟はこの世から姿を消すはずだったのだ。

　しかしアンリの病状はいかに体が成長しても思わしくなく、ずるずるとここまでこの姿を続けてしまった。

　もう、女性の側のステップすら忘れてしまった。

　女性らしい足運びも、何もかも。

　なかなか結けつ婚こん相手を決めない私に、周囲もじれてきている。

　私に残された時間は、そう多くはないのだ。

　どうして今夜はこうも、予想外のことが起きるのか。

　病やみ上がりのアンリが部屋を抜け出したのも、全くの想定外だ。

　彼付きのメイドがボールルームに飛び込んできた時、血の気が引いたのが分かった。

　弟に関する急ぎの報しらせなんて、いい報せのはずがないからだ。

　運良く、彼はすぐ見つけることができた。

　しかし運悪く、アンリのそばにはあのフランチェスカ・ファネルがいた。

　弟はいつものように私をお姉様と呼び、そして最大の秘密が露ろ呈ていしてしまった。

　彼女は口外しないと言ったが、そんな約束信じられるはずがない。

　それに、いつまでもこんなことは続けられないだなんて誰よりも私が危き惧ぐしていることを、どうしてよりにもよって彼女に指摘されなければならないのだろうか。

　女の身でありながら前国王の孫というだけで選出されて、他ほかの候補の脱だつ落らくで、労せず女王に選ばれた彼女に。

　私なんて、どれだけ才覚があろうと女であるからと、それだけで爵位の相続が許されなかったというのに。

　招待状だって、どうせ来ないであろうことを見み越こして出したのだ。

　彼女に招待状を送るのは、すでに社交界では流行の一つになっていて。

　私だけ送らずのちに目をつけられてはたまらないと、そんな思いで送った招待状だった。

　だが、図はからずも彼女はやってきた。

　それも、己おのれの権けん威いを誇るように、エスコートの高位貴族を三人も連れて。

　おかげで女性客はピリピリするし、男性客は先を争って彼女にダンスを申し込むなど、パーティーはちっとも予想通りに進んでいないのだった。

　だが、だからといって先ほど彼女に吐はいた言葉は、失敗だった。どうしようもなく。

　本当に彼女が即そく位いしたとして、女王陛下に睨にらまれてはたまらない。今まで築き上げてきたものが水の泡あわだ。

　思わず舌打ちをする。

　ああ、時間がない。どうしようもなく───……。
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　昼間でも夜会用の長い手て袋ぶくろをするのは、手首にできた痣を隠かくすためだ。

　気のせいだろうか。前にもこんなことがあった気がする。

　スチュワートは力の加減が下手なのだ。だからいつも、手首を握られると痕あとが残る。

　朝早く、王宮に向かったのには理由があった。

　人ひと気けのない時間を狙ったのだ。

　スチュワートに誇ほこりを持てと言われた私は、どうすればそんなことができるのかも分からずに、ただもう一度お祖父じい様の死と向き合おうと思った。

　チェスの中でしか知らない、私のお祖父様。栄光王ウィルフレッド一世。

　王であった彼の功績は知っていても、私はかの人がどうやって政治に向き合っていたのかを知らない。

　今いま更さらのような気もしたが、知らなければならないと思った。

　私にとっては、ずっと越こえられない壁かべであり続けた彼が、どんな思いで国王という重責を担にない続けたのかということを。

　出立前に先さき触ぶれを出しておいたので、侍じ従じゆう長のマリオはすんなりと私を迎むかえ入れてくれた。

「すみません。朝早くに」

　王宮では人に仕える身分とは言え、彼自身も爵位を持つ立派な貴族だ。

　お祖父様に長年仕えた王宮の生き字引とも呼ばれる人物である。

「お気になさらず。フランチェスカ様なら、いつでも大だい歓かん迎げいです」

　その言葉からうっすらと香かおる含ふくみに、私は気付かなかったふりをした。

　彼が女王としての私を王宮に迎えたいのだとしても、まだ自分がそれに相応ふさわしい人間だとは、どうしても思えないのだった。

「こちらです。どうぞ」

　案内されたのは、生前お祖父様が執しつ務む室として使っていた部屋だった。

　謁えつ見けんの間とは違ちがう、王が日常の雑務をこなす私的な部屋だ。

　思っていたより、そう広い部屋ではなかった。そう感じるのは、所ところ狭せましと書類が積み上げられているからかもしれない。

　本ほん棚だなにもぎゅうぎゅうに本が詰つまっているし、マホガニー材の机にも限界まで書類が塔とうを作っている。

「これは……」

　私は思わず声をなくしてしまった。

　えり抜ぬきの使用人達が勤めるこの王宮にあって、いくら主あるじ不在とは言え掃そう除じが行き届かないということはないだろう。実際、部屋の中は定期的に換かん気きされているらしく、埃ほこりっぽいということもない。

「陛下がお亡なくなりになってから、貴族院でも決裁できない書類はこちらへと回されております。陛下は大法官を指命されていませんでしたから」

　大法官というのは、玉ぎよく璽じを保管し書類の制作及および封ふう印いんを総そう括かつするという大任を担う。『九きゆう卿きよう』と呼ばれる九人の大臣の内の一人。その次席だ。

　お祖父様が大法官を置かなかったのは、数年前に前任者が賄賂わいろを受け取り個人に便べん宜ぎを図はかるという事件があってからだった。

　当時の大法官は罷ひ免めんされたが、お祖父様が後任を決めなかった理由は今となっては分からない。晩年は体調を崩くずされていたと聞くが、だとしたら大法官のいない国家運営は大変な負担となっていただろう。

　そもそも、大法官とはそう簡単に代だい替がわりするような役職ではないのだ。

　任期は寿じゆ命みようが尽つきるまでと長い。しかしながら、国王の不興を被こうむれば当然罷免である。任官も王の自由意志により決定された。

「フランチェスカ様」

　つい考えに耽ふけっていると、マリオが珍めずらしく焦あせった声こわ音ねで私を呼んだ。

「なんでしょう？」

「せめていっときだけでも女王となり、大法官を任じていただくわけには参りませんでしょうか？　このままでは、国家運営が滞とどこおってしまいます。この冬もし飢き饉きんや流行はやり病が起これば、陛下の生しよう涯がいを賭としたご尽じん力りよくも無に帰します」

「それは……」

　マリオの懸け念ねんが、分からないわけではなかった。

　しかし、私は彼の申し出にも、頷うなずくことはできないのだった。

「時間をください。もう少しだけ、時間を……」

　もう、先延ばしにするのは限界に近づいていることは分かっている。

　本当なら、マリオの言う通り即位して、摂せつ政しようを定めてから退位するのが一番の解決法だということも。

　しかし、素す直なおには頷けない何かが、私の中に蟠わだかまっているのだった。

「臣は、フランチェスカ様のご決断を尊重いたします。出過ぎたことを申しました」

　予想外に、マリオはあっさりと引き下がった。

　しかし言葉にはせずとも、彼の苦く渋じゆうは下げた頭から存分に伝わってきた。

　どうして私は、簡単に頷くことができないのだろう。

　反対だと言った父の顔が、なぜだかぼんやりと浮うかんだ。
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　マリオと別れ、そのまま城の敷しき地ちをあてどなく歩いた。

　何か目的があったわけじゃない。ただ、考える時間が欲しかったのだ。

　もうあまり、時間は残されていない。

　マリオの言ったとおり、本当はさっさと戴たい冠かんして、誰だれかにその位を譲ゆずるべきなのだろう。

　そうすれば女王の在位は極ごく短いものとなり、貴族達の抵てい抗こうも少なくてすむ。

（でもそれは、お祖父様のご遺志を蔑ないがしろにすることにはならないかしら？）

　たとえ理由が私を外に出すためだったとしても、後こう継けい者しや会議に選出されたからには、お祖父様の遺志を尊重すべきなのではないだろうか。

　だが、私が王位に就つくことで、この国は少なからず混乱するだろう。

　リンドール王国が頂く初めての女王。

　アスコットの言葉を思い出すと、知らず体が震ふるえた。

　私を認めないと言った、アスコットの鋭するどい眼光。

　彼女の苦労は、想像を絶する。

　四年前───十八歳の彼女は、一体どんな気持ちでその苦渋の決断を下したのだろうか。

　私と同い年で両親を亡くし、家と弟を護まもるため性別を偽いつわって。

　生半可な苦労ではなかっただろう。意に沿わぬ事だって山ほどあったはずだ。

　彼女には、選べる選せん択たく肢しがそう多くは用意されていなかった。彼女がアンリの代わりに当主にならなければ、バートレイ伯はく爵しやく家は今いま頃ごろ遠とお縁えんの者にでも乗っ取られ、彼女はとっくにどこかの子息か起業家に輿こし入いれさせられていただろう。

　リンドール王国の法律は、親に先立たれた女子供には優やさしくないのだ。

　きっと男性になりたくてアスコットの名を騙かたったわけではない。彼女の怒いかれる瞳ひとみが、痛いほどそのことを訴うつたえていた。

　考え事をしていたらいつの間にか裏庭に出ていた。

　ここは見覚えがある。

　確か騎き士し団の詰つめ所の近くのはずだ。

　そのことを証明するように、騎士団の号令が響ひびいてきた。

「そこにいらっしゃるのは……フランチェスカ様？」

　名前を呼ばれ、はっとして振ふり向いた。

　そこに立っていたのは、昨夜別れたばかりのアーヴィンだった。

　そういえば昨日は、彼に挨あい拶さつもせずに帰ってしまったのだった。

　合わせる顔がなくて、反射的に俯うつむいてしまう。

　しかしアーヴィンはそんなことお構いなしで、ずかずかと私に近づいてきた。

「ご健けん壮そうなご様子で安心いたしました。体調がお悪く帰られたと伺うかがいましたので。無理にダンスになど誘さそってしまい、申し訳ありませんでした」

　アーヴィンはとても恐きよう縮しゆくしていた。

　当たり前だが、アスコットは昨夜の出来事について、彼らに詳くわしく説明しなかったらしい。

　例えば私が他ほかの令れい嬢じように閉じ込められていたことや、彼女と話した内容についてなどは。

　私はアーヴィンに申し訳ないと思いつつ、どこかでほっとしていた。

　閉じ込められたことを言ったところで徒いたずらに彼らに心配をかけるだけだし、この微び妙みような時期に侯こう爵しやく家と事を構えるようなことにはしたくない。

　勇気を出して顔を上げると、アーヴィンが心配そうな顔で立っている。

　責任感の強い彼のことだ。私が体調を崩したと聞いて、ダンスをした自分にも責任があると感じているに違いない。

「ご心配をおかけして本当に申し訳ありません。もうなんともありませんわ。だから、どうかお気になさらないでください」

　私の言葉は、どこか白々しく響いた。

　アーヴィンが怪け訝げんな顔をする。

　どうしていいのか分からなくなり、薄うす曇ぐもりの空に視線を彷徨さまよわせた。

「アーヴィン様は、もう演習に参加しても大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　話題を変えようと、彼自身の体調について聞いてみる。

　アーヴィンが大きな怪け我がを負ったのは、ほんのふた月ほど前のことだ。

「万ばん全ぜん、とまでは言えませんが、動かなければ鈍なまってしまいますから」

　彼に体調のことを尋たずねると、いつもこの答えが返ってくる。

　確かに体は鈍ってしまうだろうが、それよりもきちんと傷を治す方が大事だと思うのだが。

「前にも言いましたが、ご無理はなさらないでくださいね。アーヴィン様は我が国にとって、大切なお方なのですから」

　釘くぎを刺さすつもりでそういうと、アーヴィンが薄うすい唇くちびるにうっすらと笑えみをのせた。

「ありがとうございます。あなたにそう言って頂けるだけで、私にはもったいないほどの誉ほまれですよ」

「アーヴィン様。わたくしはそんな風には……っ」

　アーヴィンがあたかも私を主のように言うので、つい声を荒あららげてしまった。

　彼はまるで、もう私が女王にでもなったかのように言うのだ。

　その言葉が逆に、私の未熟さを浮き彫ぼりにする。

　スチュワートの言う度量など、私のどこにあるというのか。

「立ち話もなんですから、あちらのベンチで話しましょう。お付き合い頂けますか？」

　私の不ふ審しんな様子に気がついたのだろう。

　口ごもる私を、アーヴィンは強ごう引いんに裏庭のベンチにまで連れて行った。

　庭木に囲まれた、内ない緒しよ話には適した場所だ。

　アーヴィンは私をベンチに座らせると、しかし自分は立ったまま座ろうとはしなかった。

「あの、座らないのですか？」

「臣下の身でありますれば。どうかご容よう赦しやを」

　アーヴィンはそう言うが、大人しくはいそうですかと納なつ得とくするわけにはいかない。

「同じ椅い子すに座れないというのなら、わたくしが立ちます！　アーヴィン様はまだ傷が完治していらっしゃらないのに、そういう余計な気き遣づかいはおやめになってください！」

　言ってから、言い過ぎたと気づき口を押さえた。

　私はどうしてこう、気持ちが高まると思ったことを正直に口から出してしまうのだろうか。

「ふふ、敵かなわないな」

　アーヴィンは静かに笑いながら、私の隣となりに座った。

「それで、何を思い悩なやんでいらっしゃったんですか？　私でよければ、話し相手ぐらいにはなりましょう」

　その思し慮りよ深い琥こ珀はく色の目に見つめられると、自分がひどく未熟で、幼よう稚ちなことを言っているような気がした。

　しかし、話を聞かせて欲しいというその申し出には抗あらがいがたい。

　結局私は、気付けば昨夜スチュワートにしたのと同じ質問を彼に投げていた。

　曰いわく───どうして私のような人間を、女王に推すい薦せんしたのかと。

　アーヴィンはその質問を予想していたのか、驚おどろいた様子はなかった。

　ただ、すこし顎あごに手をやって考え事をした後、おもむろに口を開いた。

「初めから完かん璧ぺきな人間などいませんよ。フランチェスカ様」

　その言葉が、私の質問とどう繫つながるのか。

　アーヴィンの意図を測りかねて、思わず首を傾かしげてしまう。

　彼は静かな声こわ音ねのまま、言葉を続けた。

「私は、今のあなたこそ、女王に相応ふさわしいと思ったわけではありません。一番都合がよいのは、確かだと思いますがね」

　隙すきあらばかしずこうとする、アーヴィンの言葉とは思えなかった。

　私は思わず言葉を失い、じっと彼の言葉に耳を傾かたむけ続けた。

「以前お話ししたと思いますが……私は友人のスチュワートこそ、王に相応しいと思っていました。本当のところ、それは今も変わりません」

「では！」

「ですが、スチュワートはあなたを女王にすると言っている。おそらく私が推薦しても、大人しく王になったりはしないでしょう。あいつは頑がん固こ者だから」

　アーヴィンが、まるでその様子を見たかのように苦く笑しようする。

　確かにスチュワートは、一度こうと決めたらなかなか意志を曲げない男だ。

　アーヴィンの言うとおり、大人しく玉座に座ったりはしないだろう。

「それに、あなたを推薦したのが偽りというわけではないのです」

「それは……」

「スチュワートは、今のリンドール王国を存続させていくのには、全く相応しい男でしょう。伝統を守り、今までのまま存続させていくというのなら」

「当然です。国家運営とは、そういうものでしょう？」

「本当に、そうでしょうか？」

　まるで子供になぞなぞを出すように、アーヴィンが言った。

「ならばなぜ、陛下は後こう継けい者しや会議にあなたを選出なされたのでしょう。私はベッドで傷を癒いやしながら気がついたのです。もしかしたら、陛下はあなたに変革を望んだのかも知れないと」

「変革───ですか？」

「ええ。周辺諸国と比べても豊かな我が国ですが、それでも国内になんの問題もないというわけではありません。制度の不備、蔑ないがしろにされている立場の弱い人々。例を挙げればきりがない」
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「それは、そうですが……」

「これは私の予想ですが、陛下はあなたに、そういった人々を見殺しにしない国を作って欲しかったのではないかと思うのです。実際あなたは、私達を救うために奔ほん走そうしてくださったと聞いています。私達はライバルなのに」

「そんな、わたくしがしたのはたいしたことではありません。ただ、スチュワートがあなたを襲おそわせるなんて、絶対にあり得ないと思っただけで……」

「その心根こそが、陛下の見み抜ぬいたあなたの資質だと思います。いますぐ、完璧にならなくてもいいのです。いつか、少しずつ理想の形に近づいていける強さがあれば」

「強さ……」

「ええ。疑わしい私達をあなたが信じたように、一度決めたことを貫つらぬき通す強さ。大の男ですら、その気持ちを持ち続けることは難しい」

　アーヴィンの言葉は、じんわりと温かく私の胸に染しみ入ってきた。

　最初は反論したい気持ちでいっぱいだったのに、いつの間にか何も言えなくなっている。

　スチュワートもアーヴィンも、噓うそをつくような性格ではないことは分かっている。

　彼らはきっと、心の底から私を女王にしようとしている。彼らの気持ちを疑うつもりはない。

　あとは私自身が、自分の未来にどう立ち向かうのかだ。

　私はアーヴィンと別れ、自宅へと戻もどった。
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　翌日、私が訪おとずれたのはモラン侯こう爵しやく邸ていだった。

　侯爵邸は現在立ち入りが厳しく制限されており、門前には王立軍を示す制服を着た兵隊が立っていた。

　彼らは外敵から屋や敷しきを守るだけでなく、内側から逃とう走そう者が出ないように監かん視しする役目も担になっているのだろう。

　先さき触ぶれを出してあるにもかかわらず、門番達の検けん問もんは厳しかった。

　彼らに日暮れまでには屋敷を出るように言われ、大人しく頷うなずく。

　本当なら来てはいけないところを、無理に中に入れてもらうのだ。贅ぜい沢たくは言えない。

　シアンは、この屋敷から一時的に離はなれることもできるだろうに、変わらずここで暮らしている。

　彼のその強さが羨うらやましくもあり、そして時に恐おそろしくもある。

　私を出で迎むかえたのもまた、城から派は遣けんされているらしい執しつ事じだった。

　以前執事をしていたアキルは、侯爵夫人をたぶらかした罪は重いとして現在城の地ち下か牢ろうに拘こう置ちされている。

　裁判はまだだが、おそらく死し刑けいになるだろう。

　労働者階級の、それも他国出身である彼を守る法律は、我がリンドール王国にはないのだから。

　そして侯爵夫人はといえば、門番の存在が物語るように、この屋敷の中にいる。

　公こう爵しやくである父に確かく認にんしたところによると、貴族院主導の取り調べは未いまだ継けい続ぞくしているとのことだ。

　事が済めば、おそらくは辺境にある修道院へ送られると聞いた。

　夫人を送り返すべき故郷は既すでになく、そして貴人を厳しく罰ばつする法律もまた、この国にはない。

　執事に案内されたのは応接間だった。

　わずかに心しん拍ぱくが上がる。

　この部屋で夫人とチェスを指したのは、つい最近のことだ。

　なのにもう随ずい分ぶんと、昔のことのように感じられた。

　しばらくお待ちくださいと言って、執事が部屋を出て行く。

　シアンを呼びに行くのだろう。大人しく待っているつもりだったが、棚たなの上に例のチェス盤ばんが置かれていることに気がついた。

　サクリファイスが得意だった侯爵夫人。

　一体彼女は今、どんな思いで過ごしているのだろうか。

　私は彼女に閉じ込められ殺されかけたにもかかわらず、未だに彼女のことを嫌きらうことも忘れることもできずにいた。

　やり方こそ悪あく辣らつにしろ、深い信念を持って夫の恨うらみを晴らそうとした彼女の生き方は、日々安あん穏のんと生きる私の目にあまりにも鮮せん烈れつに映ったのだ。

「待たせたな。フランチェスカ」

　チェス盤を前にぼんやりとしていると、やがてシアンがやってきた。

「驚いたぞ。突とつ然ぜん来ると言うから」

「ええ。どうしてもシアン様とお話ししておきたいことがあって……。お時間を取らせて申し訳ありません」

「それはいいが……まったくお前は、繊せん細さいなのか豪ごう胆たんなのか一体どっちなんだ。この屋敷が恐こわくないのか？」

　ドサリとソファに座って、シアンが苦笑する。

　私は彼とテーブルを挟はさんで、目の前のソファに腰こしを下ろした。

「恐ろしくないわけではありません。でもそれよりも、多くのことを学ばせて頂いたと思います」

　言葉を選んでそう言うと、シアンが呆あきれたようにため息をつく。

「お前、堅かた苦くるしさがスチュワートのやつに似てきたんじゃないか？」

　冗じよう談だんめかした彼の物言いに、思わず笑ってしまう。

「そんなことはありません」

「どうだか。俺を差し置いて、あいつをパーティーのパートナーに選んだくらいだしな」

　子供っぽく、シアンが唇くちびるを尖とがらせる。

　どうやら彼は本当に、母親の事件からしっかりと立ち直っているようだった。

　勿もち論ろん心中まではどうか分からないが、少なくとも彼の表情に、陰かげりはない。

　皆みんな、どうしてそんなふうに強くなれるのだろう。私はぐだぐだといつまでも、過去の出来事を悔くやんでは、自分に自信が持てずにいるというのに。

「そういえば、先日はありがとうございました。ご挨あい拶さつもせずに帰ってしまって、ごめんなさい」

「ああ、バートレイ伯はく爵しやくに聞いたよ。だが、俺としては気分が悪いだけで帰ったとは思えないんだがな。どうだ？」

　流石さすがシアンというか、事前に伯爵を警けい戒かいするよう言っていただけに、彼の言葉も額面通りには受け取らなかったらしい。

「聞かないでください。わたくしにも色々とあるんです」

　シアンが喉のどの引きつったような笑いを漏もらす。

　メイドがお茶を運んできたので、話は一時中断となった。

　部屋に二人だけになると、私達はまるで共犯者のように、再び話を再開させた。

「まあおおよその察しはつくがな。その様子だと気付いたんだろう？　バートレイ伯爵が本当は女だって」

「知ってたの!?」

　驚おどろきで、思わず立ち上がってしまう。

　危あやうく熱い紅茶をひっくり返すところだった。

　危ない危ない。

　再びソファに腰を下ろし、なんとか居住まいを整える。

「やっぱりな」

「知ってたなら、教えてくださればよかったのに……」

「確信はなかったさ。ただ、どうしても違い和わ感があった。バートレイ伯爵と古くから付き合いがある家でも、あの家にあの年とし頃ごろの男子がいるなんて知らなかったんだ。当時は相続を危ぶむような声もあったんだが、陛下がお許しになったのでうやむやになった形だな。四年前はちょうど遥はるかな東方から使節団が来て、それどころの騒さわぎではなかったというのもあるがな。ちなみに、数年前から行ぎよう儀ぎ見習いとして修道院に入れられていた娘むすめが、同時期に姿を消している。この辺を繫つなげれば、ある程度の憶おく測そくは成り立つ。ただ、確かめるまではあくまで憶測に過ぎない。伯爵の振ふる舞まいは完かん璧ぺきだったしな。ついでに情報の隠いん蔽ぺいも。修道院は貴族が気軽に探さぐりを入れられる場所じゃないし、現地に人をやって、出入りの商人に聞いてようやく分かったぐらいだ」

　シアンの博識さと情報収集能力に、私は舌を巻いた。

　私も一応アスコットのことは調べようとしたのだ。

　しかし、伝つ手てもなく世事に疎うとい私では、表面的な情報を得るのがせいぜいだった。

　父が困こん惑わくしながらもパーティー出席を許したので、ある程度しっかりとした基き盤ばんのある家なのだろうと予想がついた程度だ。

「でも、どうしてそこまで詳くわしく？　バートレイ伯爵家と特別親交があったわけでもありませんわよね？」

　しかしシアンは、私の質問に答えず鼻を鳴らしただけだった。

　シアンの執しゆう念ねん深い捜そう査さは、味方としては頼たのもしいが敵に回したらと考えると恐ろしい。

　実際この調子で、私のことも後こう継けい者しや会議のライバルとして丹たん念ねんに調べ上げたに違ちがいないのだ。

「おい。言っておくが、俺でもお前のことは大して分からなかったんだ。お前の家の使用人は口が固くてな。家格もうちの方が下だし、ほどほどにしたんだぞ」

　やっぱりだった。

　それに、考えていたことがまるきり読まれて、少なからず動どう揺ようした。

「おい！　なんでより一層警戒した顔になるんだ！」

　シアンが理解しがたいという顔をする。

「と、とにかく、今日シアン様を伺うかがったのは、そのためではないのです。質問があって参りました」

「質問？」

「ええ。シアン様は……どうしてわたくしを女王に推すい薦せんしたのですか？」

　スチュワートにも、そしてアーヴィンにもした質問だ。

　自分の存在意義を問うようで口に出すには勇気がいったが、背に腹は代えられない。

　私はスカートの生き地じをぎゅっと握にぎって、シアンの回答を待った。

「女王に推薦した理由？　なんだ。随分と今いま更さらなことを聞くんだなあ」

　どうやら、この質問は彼にとって予想外のことだったらしい。

「俺は、もう少し建設的な質問を期待したんだが」

「建設的になるために、どうしてもこの質問にお答え頂きたいのです」

「ふむ。悪いが、お前の期待するような答えではないと思うぞ？」

「結構です。期待なんてしていません」

「いや、少しは期待しろよ」

　幾いく分ぶん言いづらそうに、シアンはずれてもいない眼鏡を直した。

　緊きん張ちようで喉が渇かわいてくる。手をつけずにいたティーカップを手に取り、一口飲んだ。話が長引いたからか、お茶はかなり冷めている。

　そしてカップを置いた時、彼が語り始めたのは本当に予想外の答えだった。

「そりゃあお前、俺のためさ」

「え？　シアン様の？」

「そう。俺は人に頭を下げるのが嫌きらいでね。その数は少なければ少ないほどいい」

「はあ……でも、それだったらば推薦するのは誰だれでもいいではありませんか」

「お前は馬ば鹿かだなあ。食しよく糧りよう庫こを出る時、お前に忠誠を誓ちかうと言っただろう」

　シアンが言っているのは、二人でこの侯こう爵しやく家の食糧庫に閉じ込められた時の話だ。

　でも、今日だってこの態度だし、私は彼なりの冗談かなと思っていた。彼はプライドの高い男だ。誰かに腰を折っているところなんて、それこそ想像がつかないのに。

「お前に忠誠を誓っているのに、別の誰かが王になれば二人にかしずかねばならないじゃないか。頭を下げる相手は一人でいい。そのためには、お前を女王にするしかない」

「そ、そんな理由で……」

　あまりの自分本位さに、言葉を失う。

　彼には、私が優ゆう秀しゆうだとか、適性があるだとか、そんな理由はいらないのだ。

「別に、俺を従えた奴やつなら屑くずだって王になれるぞ？　俺様は優秀だからな」

　もはや見上げた自信家ぶりだった。

　これでは、私が悩なやんでいたのが馬鹿みたいじゃないか。

「そんな無責任な」

「どこが無責任なんだ。俺が自ら動くと言っているのに」

「だって、それでは誰が王になってもいいということではないですか！　別にわたくしじゃなくたって……っ」

「だから言っただろうが。あまり多くの人間に膝ひざを折りたくはないと」

「そんな理由、理由になりません！」

「頑がん固こだなあお前も」

「国の王を決めるのですよ!?　どうしてそういい加減なことを言うのですか！」

「いい加減ではない。俺は本気だぞ。大体お前は、考えすぎなんだ。どうせ私なんかが王になったら、お祖父じい様が作った国を壊こわしてしまうとか、ろくでもないことを考えているんだろう。だがな、だとしたらお前、自分を過大評価しすぎだ。優秀な部下さえ任命してしまえば、王の仕事なんて子供を作ることぐらいだ」

「な！」

　いくらなんでもひどすぎる。

　確かに世よ継つぎは大事だが、一国の王の仕事がそれだけのはずがない。

　どこから反論していいか分からず、わなわなと震ふるえながらシアンを見つめていると、彼は突とつ然ぜん口を押さえて吹ふき出した。

　笑ったのだ。なんとも失礼なことに。

「何がおかしいんですか!?」

「いや、お前自分の矛む盾じゆんに気がついているか？　俺の言い分に怒おこるってことは、お前はもう半ば女王になることを決めているってことだぞ？」

「は？　何言って───」

「それ以外、お前が怒る理由があるか？　お前は、自分の能力を否定されたようで怒っているんだ。女王になっても、何もしなくていいと言われたようでな。つまり、己おのれの才覚により国を動かしたいという気持ちがあるのさ。だから、自分に期待されていないことに怒っているんだ」

　───違う。私はただ、シアンが無茶苦茶なことを言うから、それを否定したいだけだ。

　だが、本当にそうなのだろうか。

　もし本当に女王になりたくないのなら、シアンの言葉に怒る必要は確かにない。

　ただ自信家を目の前にして、呆あきれていればいいのだから。

　ふと、アスコットに認めないと言われたときのことを思い出した。

　以前の私なら、それはそうだと彼女に同意していただろう。

　けれどあの夜からずっと、心に蟠わだかまっている感情の名前はきっと、シアンに指し摘てきされたのと同じそれで。

　自覚した途と端たん、体がかっと熱くなった。

　私はもう、選んでいたのだ。自分でも気付かないうちに。

　ただ、それを肯こう定ていすることがためらわれて、どこかにこの感情を認める理由を探していた。

　誰でもいいから認めて欲しかったのだ。

　女王になるべきだと。

　ああ、恥はずかしい。

　そのために、スチュワートやアーヴィン、シアンを利用してしまった。

「その顔は、気付いたようだな？　自分がどれくらい恥ずかしいことを言っていたか」

「つ……っ！　気付いても指摘しないのが優やさしさというものでしょう!?」

　本当に、シアンという人はとことん優しくない。

　だが大声を出したことで、ようやく踏ふん切りがついた。

　私はもう迷わない。迷えば、きっと先に進めなくなってしまう。

　父に反対されようとアスコットに認めてもらわずとも、私はもうこの道を行くのだ。

　目の前ではシアンが不ふ穏おんな笑えみを浮うかべている。

「そういうなら、存分にこき使ってさしあげますわ」

「というと？　決めたのか？」

　シアンの不健康そうな顔が、とびきり意地の悪い笑みによって彩いろどられる。

　大人しく使われてくれるとはとても思えない表情だが、逆に決心がついた。

「ええ」

「なるほど」

　シアンは不敵に笑う。なんて憎にくたらしい。

　けれど、私はシアンに感謝した。

　彼にはっきり言ってもらえなかったら、私はいつまでも結論を先延ばしにして本当の自分から逃にげていただろう。

　ひきこもりで控ひかえめな自分の中に隠かくれた、傲ごう慢まんで貪どん欲よくなもう一人の私を、お祖父様の企たくらみと三人の貴公子達が無理矢理引っ張り出したのだ。

　きっと、家にこもったままでいたら一生出会えなかった自分の姿。

　気付いてしまったからには、もう目をそらすことはできない。

　一度決断してしまうと、やけに思考が冴さえた。

　私は言葉通りに、早さつ速そくシアンと今後の方策を練ったのだった。
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　屋や敷しきに戻もどると、両親は暖だん炉ろのある居間で寛くつろいでいた。

　私は部屋に入り、つかつかと父の目の前に歩み寄る。

「お父様、大事なお話があります」

　驚おどろいたのか、父も母も目を丸くしていた。

「なんだい改まって？」

　帰ったらすぐに話そうと決めていたが、いざ父を目の前にするとなかなか言葉が出なかった。

　でもだからといって、断念することはできない。

　もう私は、決めたのだから。

「後こう継けい者しや会議の決定に、従おうと思います」

　すると、私の言いたいことを察して父の表情が硬かたくなる。

「それは、女王になるということか？」

　息を吞のんで、頷うなずいた。

「フラン!?　急にどうしたの。あんなに嫌いやがっていたじゃない！」

　慌あわてて立ち上がった母を、父が押しとどめる。

「本気で言っているのか？　私は反対だと言ったはずだが」

　私には優しい顔しかしない父が、まるで別人のように恐おそろしい顔をしていた。

「もう決めたことです」

「私に逆らってもか」

「……ええ」

　落ちた沈ちん黙もくの中に、父の大きなため息が落ちた。

「言っただろう。王はお前が考えているような甘いものじゃない。お前は社交界にも碌ろくに出たことがないじゃないか。何も知らない人間が王になるなど、ただの害悪だ」

　それはあまりにも、厳しい言葉だった。

　父が、私のために言ってくれていることは分かっている。分かっていても、心がぎりぎりと痛んだ。

　けれど、この程度のことで思い止とどまるぐらいなら、女王になろうだなんて思わない。

　シアンにけしかけられた時に、きっと否定していた。

「それでも、わたくしは女王になります。害悪ではないと、お父様に証明してみせます！」

　一世一代の、啖たん呵かを切った。

　もちろん確証なんてない。自分でも、自分のことなんて信用できない。

　私に国を守れるような、誰だれかを幸せにできるような力が本当にあるのか。そんなことは分からない。

　でも───私を推すい薦せんしてくれた三人の言葉ならば、信じられる。

　私は一人じゃない。一人で孤こ独どくな玉座に座るんじゃない。信じてくれる人がいる。それがこんな大きな勇気になるなんて、彼らに出会う前は知らなかった。

「フラン……」

　母が、悲しそうな顔をする。

　そんな顔はさせたくない。でも私は自分を曲げることもできない。

「フラン。王は孤独だ。そして常に死の危険と向かい合っていかなければならない。本当にその覚かく悟ごがあるのか？」

　王が暗殺された例は、枚挙にいとまがない。

　知っている、とは言えなかった。私のそれは、所しよ詮せん知識にすぎない。

　だが。

「お父様。わたくしはウィルフレッド一世の孫まご娘むすめです。女王となり志半ばに死ぬことになっても、後こう悔かいはしません」

　それが、私の覚悟だった。

　たとえ死の危険があろうとも、もう引き返そうとは思わない。

　父はもう一度、大きな大きなため息をついた。

　そして顔を上げると、その顔から怒いかりが消えた代わりに、どっと老ふけたような表情をした。

「……なら、もう止めん」

「あなた！」

　母の悲鳴じみた声が響ひびく。

　私は彼らに、どれくらいの迷めい惑わくと、そして心配をかけているのだろう。

　喜びよりも、胸の痛みが大きかった。

　それでも、涙なみだを見せずありがとうと言った。

　時間が惜おしい。私は早速、王宮に移る指示をするため部屋を出ようとした。

　住み慣れたこの家を離はなれると思うと、今から胸が痛い。

　扉とびらの前で立ち止まり、私は一度振ふり返った。

「きっと……お父様とお母様が誇ほこりに思える娘むすめになってみせます」

　二人は何も言わなかった。

　悲しかったけれど、そして心は痛んだけれど、私は私の望むように生きることにした。
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　驚くメアリーに荷造りを頼たのみ、翌日私は王宮へと向かった。

　マリオには既すでに、決心を固めた旨むねを手紙で知らせてある。

　ついでに言うと、このことをあまり口外しないでほしい旨も。

　リンドール王国初の女王の戴たい冠かんとなれば、騒さわぎになるのは目に見えていた。

　今はまだ、女王になるのかどちらなんだと疑われているぐらいがちょうどいい。

　私の決定が公表される前に、色々と下準備は済ませておきたい。

　城に着くと、喜色を浮うかべたマリオに出で迎むかえられた。

「お待ち申し上げておりました。陛下」

「ありがとうございます。でもまだ、気が早いですわ」

「ええ、内密にでしたね。申し訳ございません。せめても私だけはと思いまして。他ほかの者は厳重に人ひと払ばらいしておりますので、ご安心を」

　流石さすがは、長年王宮の隅すみ々ずみにまで目を配っているマリオである。彼は私の願いを、完かん璧ぺきに聞き入れてくれていた。

　そのまま、人目につかない道を経由して一昨日の執しつ務む室へと向かう。

　先日に引き続き何日も通い詰つめていると噂うわさにでもなってはたまらない。

　それにしても、あの時はまだこんなことになるなんて、思ってもいなかった。

　人生というのは本当に、何がどう転ぶか分からないものだ。

「よう。遅おそかったな」

　そのままお祖父じい様の執務室に入ると、私より先に到とう着ちやくしたらしいシアンが待っていた。

　彼には昨日から、私の参さん謀ぼう役になってもらっている。

　一体どうしたら迅じん速そくかつのちのちに都合のいい形で代だい替がわりを行えるのか、私たちは協議を重ねていた。

　とにかくまずは何をおいても情報だと、この部屋に集まっている書類に目を通すことにしたのだ。

　実務に秀ひいでたシアンに書類を重要度別に分けてもらい、慣れない私はまず重要なものにだけ目を通す。

　こうなってくると、マリオが味方でいてくれるのは非常にありがたかった。

　大法官が管理すべき玉ぎよく璽じも、今は彼の管理下にある。

　もし彼が女王に反対する立場をとっていたら、私はどんなに女王になりたくとも妨ぼう害がいされるか、あるいは力のある他の貴族によって傀かい儡らいにされていただろう。

　それ以前に後継者会議にも召しよう集しゆうされなかったかもしれないと思いながら、山のごとく積みあがった書類にどんどん目を通していった。

　この国で紙はまだ貴重品だが、王宮で使われるそれは品質に優すぐれついでに書き文字も綺き麗れいだ。

　お祖父様がいなくとも、お祖父様が作った制度や秩ちつ序じよは連綿と引き継つがれている。

　そのことが心強くもあり、一方で越こえがたい壁かべのようにも感じられるのだった。

「ぼんやりしてると、終わらないぞ」

「わっ、分かってるわ！」

　シアンに指し摘てきされて、ぼんやりとしてしまっていたことに気付く。

　いけないいけない。今はこの国の状態を理解するために、力を注がねばいけない時なのに。

　午前中はまるまるその作業に費ついやし、午後には手紙で呼んだスチュワートとアーヴィンがやってきた。

「おいフランチェスカ！　即そく位いを決意したというのは本当か!?」

　と、部屋に飛び込んでいらっしゃったので、招集したのはこちらなのにすごくびっくりしてしまったのは内ない緒しよだ。

　すぐさま、スチュワートの後ろにいたアーヴィンが助け舟ぶねを出してくれる。

「スチュワート。フランチェスカ様が驚おどろいているだろう。落ち着け」

「これが落ち着いていられるか！　私と話したときはまだ迷っていたのに……その男か？　その男に説得されたのかフランチェスカ！」

　そう言いながら、スチュワートは悔くやしそうにシアンを指さした。

　確かにシアンに指摘されて、私は女王になりたいという自分の願望を自覚した。

　けれどそれ以前に、スチュワートとアーヴィンからの激げき励れいがなければそんな結論には至っていなかったと思う。

　だからシアンのおかげというよりは三人のおかげなのだが、さて一体それをどうやって伝えればいいのか。

「なぁんだスチュワート。フランチェスカをその気にさせたのが俺で悔しいのかぁ？」

　シアンはシアンで、その顔には悪あく魔まの笑えみが乗っている。

　本当に今から心配になってしまうほど、この二人は相あい性しようが悪い。

「なんだと!?　いい気になるなよ。何があろうと、私はお前を認めない！」

「おーおー、認めなくて結構だ。俺は主君からの信認さえあれば十分なんでね」

「しゅ、主君だと!?」

「ああそうさ。後こう継けい者しや会議で結論を出す前に、俺は既に忠誠の誓ちかいを立ててたんだよ。もたもたしている誰だれかさんとは違ちがって！」

「き……貴様ぁ！」

　スチュワートがシアンに殴なぐりかかりそうになったので、さすがに仲ちゆう裁さいに入る。

　すんでのところでアーヴィンがスチュワートを羽は交がい絞じめにしてくれたが、彼が後ろにいなかったらどうなっていたことか。

「邪じや魔まをしに来たのなら帰ってください、スチュワート！」

　いつもは様を付けて呼ぶところだが、女王になる決意を固めたと知らせるため呼び捨てにする。

　これからは、誰に対しても命令語でしゃべらなければならない。呼び方なども全すべて変わるし、王宮でのマナーの類たぐいも叩たたき込まなければ。

　つまりこんなところで言い争いに付き合っている暇はないのだ。

　たっぷり間をおいて、私は意識して居い丈たけ高だかな声を出した。

「三人には、協力し合ってもらわねば困ります。宮きゆう廷ていではまだ数少ない、私の味方なのですから」

「フランチェスカ、それじゃあ……」

　スチュワートの顔を見て、張り詰めていた気持ちがわずかに緩ゆるんだ。

「よろしくお願いしますね。これからは王と臣下として」

「勿もち論ろんだ」

　彼の返答は心強い。私を女王だと認めてくれる人がいるということは。

　これからは謀ぼう略りやく策略何でも使って、まずは女王として認められなければならないのだから。

　相手にするのは宮廷の化け物達。そしてまだ実際に経験してはいないが、宮廷は伏ふく魔ま殿でんと聞く。

　だからこんなつまらないことで、身内にいさかいを起こされては困るのだ。

「フランチェスカ様、ご立派になって……」

　なぜか、マリオが目元を拭ぬぐっている。

「ちなみに、僭せん越えつながら私もその数に入れて頂きたい。亡なきウィルフレッド一世陛下のご遺志に沿うためにも、老骨に鞭むち打うってお仕えいたしますぞ」

　今度は握にぎり拳こぶしを固め目を爛らん々らんとさせているが、本当に無茶をしそうで少し心配だ。

「マ、マリオ。とてもありがたいですが、無理のないようにお願いしますね」

　残された三人は、何とも言えない顔で立ち尽つくしていた。

　とりあえず言い争いは終わったので、マリオには感謝しなければならないだろう。

　味方はまだ四人。

　それでも私は、この国の女王になる。
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　その日から、忙いそがしい毎日が始まった。

　王宮への引っ越こし準備と、連れて行く使用人の選定。

　女王就任を決めたことは、まだ公おおやけにはしていない。

　なので私達は、用心深く動かねばならなかった。

　事が公になれば、貴族の中の反対勢力の働きが活発化してしまう。

　向こうがこちらを甘く見ている内に、その頭を押さえてしまう方策がどうしても必要なのだった。

　それができなければ、私は将来傀儡の女王になるしか道はなくなる。

　老ろう獪かいな老人達と私の、これは頭の取り合いだった。

　午前中は毎日、シアンが前日に振ふり分けた書類と彼が用意してくれた資料に目を通す。

　流石さすがに自ら売り込むだけあって彼は優ゆう秀しゆうで、集めておいてくれる資料も見やすく、なおかつ的を射たものばかりだった。

　しかも彼は効率よく一人で二、三人分の仕事をこなすので、むしろ私の方が追いつくので精せい一いつ杯ぱいだった。

　救いなのは、ずっとひきこもって本ばかり読んでいたおかげで、知識面ではなんとかついていけている事だろうか。

　だが本ばかり読んでいた私の知識はいささか古く、一応社交界に顔を出していたシアンの方が新しい情報を知っているのが悔しかった。

　これからはもっと、色々なものごとに耳を傾かたむけなければいけないと心に誓う。

　また昼食も、すぐさま休きゆう憩けいとはならないのだった。

　食事をしながら、マリオの厳しい王宮マナーレッスンを受ける。

　ただの貴族令れい嬢じようと女王ではやはり作法が違う部分が多く、できるだけ短期間にそれらのことを頭に叩き込まねばならなかった。

　周囲の人間を真似まねしていればいいその他大勢と違って、女王は全てにおいて先んじ、単独でもって行う作法が数多あまたあるのだ。

　戴たい冠かんの儀ぎ式しきもその一つで、遠方から法王を呼び王冠を授さずけてもらわねばならない。

　また、戴冠時の経費として教会側から要求されているお布ふ施せの金額を見たが、あまりの額に言葉を失ってしまった。

　そんなに払はらうぐらいならいっそ自ら王冠をかぶってしまいたいが、教会の影えい響きよう力を考えるとそう簡単にもいかないのだった。

　午後はまた勉強と、それに要人との謁えつ見けんが追加される。

　この場合要人というのは、宮廷内にいる女王容認派の人々だ。

　シアン、アーヴィン、スチュワート、それにマリオの直接の知り合いで、なおかつ確実に信しん頼らいできると彼らが太たい鼓こ判ばんを押す人間にしかまだ会っていない。

　女王就任を公表する前なので、味方を増やすにも慎しん重ちように慎重を期さねばならないのだ。

　呼び出してまとめて謁見というわけにはいかず手間ではあるが、女王になる前に一人一人と話ができるのはむしろ都合がいい。

　知識でしか知らない人々の名前と性格、それに考え方を知るいい材料になるからだ。

　それらは今後誰をどのような役職に就つけ、どこからどう動かすのか考える上で大変な助けとなった。

　布ふ陣じんを考えるという意味では、人事もチェスも変わらない。
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　話し合いをするのは頭の冴さえている午前中がいい。

　ということで、私は城にマリオを含ふくむ四人を招集した。

　議題は戴冠後の宮廷人事をどうするかについてだ。

　本当なら政務を行う上で重要な大法官には、シアンが望ましい。

　大法官の最も大きな役割は、政務を取り仕切る宰さい相しようとしての側面だ。私は彼以上に博識な人物を知らないし、本人も政治に対して意い欲よく的だ。

　しかし彼は今、大罪人の息子むすこというとても微び妙みような立場にある。当然貴族院は同意しないだろう。

　他ほかの準備は順調に進んでいても、この問題だけはなかなかに解決策が浮うかばない。

　そこで、四人で知ち恵えを絞しぼってみようということになったわけだ。

　初め、シアンを大法官に指命したいと言うと、ぎょっとしたのはシアン本人だった。

「待て、本気で言ってるのか？　俺は罪人の息子なんだぞ」

　彼はいささか早口で、まくし立てるように言う。

　そんなことを彼本人の口から言わせたかったわけではないので、切り出し方を間ま違ちがえたかと私は少し後こう悔かいした。

「誰だれの息子であるかなど、関係ありません。わたくしが知る中では、シアンが最も大法官に相応ふさわしいと思います」

　言い返すと、シアンは開いた口が塞ふさがらないとばかりに無言になった。

　しかし私は既すでに彼を大法官にすると決めているので、この場はあくまでどうやってそうするのかを話し合う場所である。彼の反論を受け入れる気にはならなかった。

　猛もう烈れつに反対すると思っていたスチュワートが、黙だまり込んでいるのが不気味だ。

　おそるおそるその顔色を窺うかがうと、彼は腕うでを組んだまま難しい顔をしていた。

「フランチェスカ様。差し出がましいことを申しますが、それは難しいのではないでしょうか。とりあえず別の者を任命して、シアンが実務を担当するということではだめなのですか？」

　最初に建設的な意見をくれたのは、彼自身戸と惑まどった様子のアーヴィンだった。

　アーヴィンはちらりと横目でスチュワートを見る。

　スチュワートこそ大法官に相応しいと言わなかったのは、それではスチュワートの誇ほこりが傷つくと考えたからに違いない。

　私自身、このことをスチュワートに相談するのは直前まで悩なやんだ。

　爵しやく位いの高さなどを鑑かんがみれば、本来最も大法官に相応しいのはスチュワートである。

　しかし、真っ直すぐすぎる気質のある彼には、時に狡こう猾かつさの要求される大法官の地位は向かないのではないかと思った。

「私は賛成だ」

　ようやく口を開いたスチュワートが、予想外のことをいう。

　反対されると覚かく悟ごしていただけに、安あん堵どよりも驚おどろきが勝った。

　どういうつもりだと改めて彼の顔色を窺えば、彼はそんな私を不服そうに見返していた。

「なんだその顔は？」

「え？　いえあの、スチュワートが賛成してくれるとは思わなくて……」

「失礼だな。私だって、モラン侯こうの能力は認めている。フランチェスカの判断は正しい」

　スチュワートの言葉に、誰よりも驚いていたのはシアンだった。

　それはそうだろう。

　彼らはこれまで顔を合わせれば言い争いを始めるというような間柄だったのだ。

「だが、こいつを指命する妙みよう案あんとなると難しいな。貴族院の反発は必至。あちらの危き惧ぐはもっともで、一歩間違えば後々までつけいる隙すきを与あたえかねない」

　スチュワートの言葉はもっともで、シアンを大法官に据すえる上で最も懸け念ねんされる事じ項こうだ。

　何か解決できる策があればと思ったのだが、なかなかに難しい。

　最も現実的なのは先ほどアーヴィンが挙げた妥だ協きよう案だが、それは即すなわちシアンを日ひ陰かげに追いやる方策であり、なかなか踏ふみ切れないものがあった。

　彼には正々堂々と、その能力を発揮して欲しかったのだ。

「はっはっは。皆みなさんお熱いですなあ」

　思わずといったようにマリオが笑い出したので、私達はぎょっとした。

「どういう意味か、サー・マリオ」

　スチュワートが憮ぶ然ぜんと言い返す。

　それはマリオを除いた私達四人の総意であり、にわかに緊きん張ちようした空気に思わず息を吞のんだ。

「どういう意味もなにも、やましいのはこちらだけではないでしょう？　何事も、正せい攻こう法ほうが正しいとは限りません」

　まるで謎なぞかけめいた言葉に、私達は思わず顔を見合わせたのだった。
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　後日、私はスチュワートとアーヴィンの二人を連れて城を出た。

　馬車に乗り込み、目的地へと向かう。

　緊張していたが、これから先こんな場面はいくらでもあるだろう。

　たかが貴族の家を訪問するぐらいで、音をあげてはいられない。

　たとえその相手が、女王反対の急きゆう先せん鋒ぽうである、貴族院議長であったとしても。

「やはり、こちらから出向くのは納なつ得とくいかない。舐なめられるだろう」

　馬車の行き先とその目的に、スチュワートは不満そうにしている。

「いいのです。それよりも油断させて相手の意表を突つきたいと話し合ったではありませんか」

　むしろ、戴冠前の今だからこそ、自由に身動きができると考えるべきである。

「ということは、先さき触ぶれも出してらっしゃらないのですか？」

　アーヴィンは落ち着いた様子だ。

「いいえ、面会の許可は取ってあります。丁てい寧ねいにお願いしましたから、油断なさってくれているといいのだけれど。ちなみに、二人が一いつ緒しよであることは知らせていないから、そのつもりでお願いします」

「女王がこちらから出向くなど……」

　さっきから、スチュワートがなかなか納得してくれなくて困る。

　私としては、馬車の中でもっと密に打ち合わせをしておきたいのだが。

　へそを曲げてしまった彼は放ほうっておいて、アーヴィンに向き直る。

「アーヴィンもごめんなさいね。本当なら安静にしていないといけないのに……」

「いいえ。フランチェスカ様のためでしたら火の中水の中ですよ。むしろ、頼たよって頂けて光栄です」

　彼も不満なのかと思ったのだが、どうやらそうではなかったらしい。

　返事をくれた彼は、予想外に柔にゆう和わな表情をしていた。

　怪け我がから回復しても自重ばかりの生活に、アーヴィンは随ずい分ぶん嫌いや気けがさしているらしい。

　自衛＋威い圧あつ目的で剣けんを持ってきてもらったのだが、意味ありげに愛剣を撫なでる様は勇ましいというよりはどこか耽たん美び的に見えた。

（アーヴィンシンパの令れい嬢じようが見たら、悲鳴を上げて卒そつ倒とうするかも知れないわね）

　スチュワートやアーヴィンのシンパがどれだけ熱ねつ烈れつかということは、以前演習場を見学した時に嫌というほど思い知らされていた。

　威圧といっても敵対したいわけではないので、できればほどほどにしてもらいたいものだが。

「あの……アーヴィン？　あくまで威圧目的なので、実際に鞘さやからは抜ぬかないでくださいね？　いいですか？」

　思わずそう尋たずねてしまったのは、普ふ段だん無表情であることの多いアーヴィンが、やけに機き嫌げんのいい笑えみを見せるからである。

　スチュワートとは別の意味で、彼のことも心配だ。

　そんなやりとりを交かわしている間に、馬車は目的地へと到とう着ちやくした。

「ようこそいらした。フランチェスカ・ファネル嬢じよう」

　先に降りたアーヴィンの手を借りて馬車を降りていると、報しらせを受けたらしい屋敷の主人が玄げん関かん先までやってきた。

　出で迎むかえてくれるのはありがたいが、一気に緊張が増す。

　薄うすくなったブルネットの頭とう髪はつに、長めに揃そろえられたもみあげ。そしてでっぷりと張り出したお腹なかに、シャツのボタンが今にも弾はじけそうになっている。

　彼が現在の貴族院議長。カルファート公こう爵しやくだ。

　そして九きゆう卿きようが第七席、大司馬をも兼けん任にんする。大司馬とはリンドールの軍部においての最高指令官であり、なおかつ王の廏うまやの番人でもある。

　一見俗ぞく物ぶつとみられがちだが、実際には従軍したこともある勇ましい人物である。太っているのも戦場で受けた怪我が原因で、リンドール王国は彼に対して最上級の勲くん章しようを授じゆ与よしている。

　四代前の国王の息子むすこであることから、お祖父じい様が生きている頃ころは次期国王になるのではという声もあったくらいだ。

　しかし彼はお祖父様とそう変わらない老ろう齢れいであり、なおかつ独身で子供もいない。

　後こう継けい者しや会議入りを見送られたのは、その辺りが原因だろう。

「これはこれは、騎き士しを二人もお連れですか」

　カルファート卿はスチュワートとアーヴィンを認めると、うっすらと笑った。しかし目は全く笑っていない。

　こちらの思おも惑わくなどお見通しだとでも言いたげだ。

「お出迎え頂き感謝します。カルファート卿」

　彼はマナー通り、私の手の甲こうにキスをするふりをした。

　相手を威圧するつもりで来たが、こちらが威圧されている気がしてならない。これが経験の違いというものか。

　カルファート卿の後について屋敷に入ると、大きな二枚扉とびらは重苦しい音を立てて閉じた。
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　案内されたのは、鹿しかの剝はく製せいが飾かざられた応接室だった。

　流石さすが公爵の屋敷だけあって、調度品は全すべてが一級品だ。

　公爵の趣しゆ味みなのか、部屋は木目と落ち着いた臙えん脂じ色でまとめられていた。

　空気はどこか重く、なにやら息苦しい気までする。

「それで、折り入って話というのは？」

　カルファート卿は当たり前のように上座に座ると、お茶を淹いれたメイドが退出するのを待ってそう切り出した。

　昼間だというのに薄うす暗ぐらい部屋。

　もし一人で来ていたら、あっという間にこの雰ふん囲い気きに吞まれていたに違ちがいない。

「カルファート卿。態度を改めていただこう。次期女王の御ご前ぜんだ」

「ほう？」

　スチュワートの声には、わずかな動どう揺ようもない。私とは違い幼い頃から社交界に出ていた彼には、カルファート卿のような大物も当たり前に付き合う相手なのかもしれなかった。

　ソファに腰こしかけた私の後ろには、スチュワートとアーヴィンが立っている。

　それが、どれほど頼たのもしいことか。

「なるほど、な。真実騎士であったというわけか。噂うわさには聞いていたが、後継者会議は愚おろかな決断をしたことだ」

　カルファート卿は、これ見よがしにふんぞり返り足を組んだ。

　私を愚ぐ弄ろうするために敢あえて。

　怒いかりはなかった。

　それはそうだろうなという、納得があっただけだ。

「卿！」

　背後で怒ど鳴なるスチュワートを、手で制した。

　いちいち怒おこっていては、話が先に進まない。

「カルファート卿。賢かしこい卿ならば、わたくしがこの二人を伴ともなってきた意味を既すでにお察しいただけているかと思いますが」

　喉のどの渇かわきを感じたが、それを悟さとらせてはいけないと思った。

　私はずっとひきこもり続けてきた姫ひめだ。

　極ごく私的な理由ではあったが、おかげで貴族院の大物にとっても謎の女だろう。

　つまりそれは、今からどのようにでも印象を持たせられるということ。

　今の私は人見知りで臆おく病びようなフランチェスカじゃない。

　尊大で計算高い、この国の女王だ。

「さあ。流行はやりの姫と騎士ごっこでは？　フランチェスカ・ファネル嬢」

「貴様……」

　スチュワートが雷かみなりを落とす前に、背後から金属音がした。

　一いつ瞬しゆん何の音かと思ったけれど、カルファート卿の顔のこわばりを見て、アーヴィンが剣に手をかけたのだと気が付いた。

（え!?　まさか抜いちゃった？　まさか剣を抜いてはいないわよね!?　アーヴィン！）

　内心でとても焦あせっていたが、なんとかそれは外に出さず堪こらえた。

「カルファート卿。あなたほどの方が、お分かりにならないはずはないですわよね？　わたくし達、対等ではありませんのよ？」

　震ふるえて歪ゆがみそうな唇くちびるを、慌あわてて扇せん子すを出して隠かくした。

　にっこりと微笑ほほえんだ目元が、なんとか不敵に見えているといいのだが。

「……どういうことだ？」

「卿」

　バチリ。扇子を音を立てて閉じる。

　カルファート卿は表情は変えず、しかし小さくため息をついた。

「どういうことでしょう？　陛下」

　口調を変えたカルファート卿に、背後からは再び金属音。

　どうやらアーヴィンが、剣けんを鞘に納めてくれたらしい。

　多分カルファート卿の二倍ぐらい、私の方がほっとした。

　何があっても、ここで流血沙ざ汰たにするわけにはいかないのだ。私はただ、目の前の老人にちょっと様子を見ようと思ってもらえるだけでいいのだから。

　ここで彼に危害を加えたら、そんなつもりのない貴族達にまで敵意や恐おそれを抱いだかせてしまうだろう。そんなことは望んでいない。

　あくまで、こちらが一方的に危害を加えることができると理解してもらえればいいのだ。

　私の治世を、お祖父様が苦心して築き上げた平へい穏おんを、いきなり血で汚よごしたくはない。

「お判わかりでしょう？　先の、モラン侯こうの事件のことですわ」

　ようやく用件を切り出すことができた。

　一応イメージトレーニングは積んできたのだが、予定は既に大おお幅はばに狂くるっている。

「ああ。存じていますよ。ダイールの姫がまさか乗っ取りを企たくらむとは、恐ろしいことです」

「モラン侯爵夫人は、修道院送りになるそうですわね？」

「それが？」

　一体何が言いたいのだと、カルファート卿の表情が雄ゆう弁べんに語っている。

　流石以前は指揮官をしていただけあって、なかなかこちらの思い通りにはなってくれない。

「カルファート卿。この二人を伴ってきた意味をと、言ったはずです。わたくしは雑談をしにきたわけではありません」

　スチュワートとアーヴィンを伴ってきた意味。

　───二人は事件の当事者だ。

　特にスチュワートは、国王即そく位いをできるだけ遅おくらせようという貴族院の企みによって、アーヴィンを襲おそった罪をなすりつけられた無実の徒である。

　私が何を言おうとしているか察したのか、カルファート卿はちらりと視線を上げてスチュワートを見た。

「あれは……若手議員が先走ったのだ。マクニール公にはすまなかったと思っている」

　謝罪には程ほど遠とおい不ふ遜そんな態度で、彼は言った。

　ふと、生前のお祖父様は彼とどのように付き合っていたのだろうかと気になった。

「いやですわカルファート卿。子供の使いではないのですから、ごめんなさいで済むなんてお思いではありませんよね？　あなたほどの方が」

　小説に出てきた悪女を、参考にしてみる。

　そのために、今日はメアリーに化け粧しようを濃こくしてもらったのだ。

　化粧で相手への印象を変えるのは、女性にだけできる武装かもしれない。

　カルファート卿の表情に、わずかに苦みが浮うかんだ。

「儂わしに、どうしろと？」

「簡単ですわ。これから起こることに、口を閉とざしておいていただきたいのです。ほんの少しの間だけ」

「随ずい分ぶんと、曖あい昧まいな物言いをなさる」

「曖昧な方が都合がいいのは、そちらではなくて？」

　ぎらりと睨にらみつけてきた目と、真っ向から睨みあった。

　緊きん張ちようは、ある。しかし同時に、感じたことのない昂たかぶりを覚えた。

　まるで歴戦の指し手と盤ばんを挟はさんでいるかのような、高こう揚よう感。

　チェスの様で、チェスではない。負けたらもう二度と再戦は望めない、張り詰つめた興奮。

「こちらとしては、書面に起こしても構いませんのよ？　二度とスチュワートの冤えん罪ざいを蒸むし返さない代わりに、こちらの人事には口をつぐんでいただく、と」

　カルファート卿きようはこの取引が形に残るのを望まないはずだ。なぜなら、それが見つかって立場が悪くなるのは彼だけ。

　こちらはスチュワートの了りよう解かいを取っているのだから、痛くもかゆくもない。

　しばらく、重苦しい沈ちん黙もくが続いた。

「わかった……」

　いかにも苦々しげに、老人は言った。

　その顔からは不ふ愉ゆ快かいであることがありありとうかがい知れたが、彼はそれ以上言い返そうとはしなかった。

「そこな二人、部屋から出て行け」

　カルファート卿は素っ気ない素そ振ぶりで、あっちへ行けとばかりに手を振った。

　二人というのは、スチュワートとアーヴィンのことらしい。

「貴公と陛下を二人にするわけにはいかない」

　スチュワートが、公こう爵しやくの申し出を拒きよ絶ぜつする。

　カルファート卿が不快そうに眉まゆを寄せた。

　反射的に口を開く。

「卿の仰おつしやるとおりに」

「陛下！」

　アーヴィンの不服そうな声。

　二人には申し訳ないが、カルファート卿が二人で話したいというのなら断ることはできない。

　そもそも、先に同行者がいると知らせていなかったのは私の方だ。

　爵位の高さから鑑かんがみても、ここでカルファート卿の希望を蔑ないがしろにするわけにはいかなかった。

　それに、私は彼に、二人きりでは話もできないような臆病者とは思われたくなかったのだ。

　お祖父じい様亡なき今、彼はリンドール王国の歴史の生き証人とも呼べる人物である。

　戦争について綴つづった彼の手記を読んだこともある。

　単純に、私は彼が何を語るのか興味があった。

　しぶしぶと二人が部屋から出て行くと、カルファート卿は背もたれに体重を預けいくらかリラックスしたような雰ふん囲い気きになった。

「───小こ娘むすめが。モラン侯爵を助けるためにいらん知ち恵えを働かせおって」

　私は思わず息を詰つめた。

　人事に口出しするなと言っただけであるにもかかわらず、カルファート卿はその条件がシアンのためのものであると、とっくに看破していたらしい。

　カルファート卿は大きなため息をついた。

「儂だって、モラン侯シアンには大法官としての適性があると思っている。だが、あの男を指命すれば宮きゆう廷ていが荒あれることは必至だ。なにか言ってくるだろうと予想はしていたが、まさか脅おどしてくるとはな」

　カルファート卿はベルで使用人を呼び、葉巻を持ってこさせた。独特な癖くせのある煙けむりが、彼の頭上にくゆり始める。

　白い煙を吐はき出して、公爵が言葉を続けた。

「それにしても、ウィルが一体どんな後こう継けい者しやを選ぶかと思えば……」

「お祖父様と、親しくなさっていたのですか？」

　ウィルというのは、ウィルフレッドの愛あい称しようだと思われた。

　カルファート卿とお祖父様が親しくしていたなんて、マリオは一言も言っていなかった。

　大体、貴族院の議長と国王が親しいなんて、想像すらしなかったことだ。

　私の問いに、カルファート卿は皮肉げに笑う。

「儂にも一応王族の血が流れているからな。しかし若い頃ころの話だ。儂が貴族院に入ってからは、私的な交流はとんとしていない」

「ではどうして、貴族院に入られたのですか……？」

　全すべての貴族が、貴族院に所属するわけではない。

　名めい誉よと地位、それに相応の金を積んで初めて、その議席を得ることができると聞く。

　議員であるということは宮廷の誉ほまれであり、同時に合議制によって国王の方針にも口を出せるという特とく殊しゆな権利を得る。

　彼が言うように、その性質から言ってお祖父様と親しくするのは難しかっただろうと思う。

「貴族院が立ち上がったばかりの頃は、血気盛んな若者ばかりの有う象ぞう無む象ぞうの衆だった。頭に血がのぼった者が群れると、碌ろくな事がない。ウィルが即位したばかりで、情勢は混乱していた」

　それは、私の知らないリンドールの姿だった。

　勿もち論ろん知識では知っている。お祖父様が即位なされたのは、度たび重かさなる戦争で国土が荒れた時代だった。

「儂はウィルに、貴族院を真っ当な組織にしてくれと頼たのまれた。今日まで誰だれにも言わずにきたことだ」

　私は驚おどろきのあまり、言葉をなくした。

　お祖父様の一番の政敵とも思われた人が、まさかお祖父様の指示でその椅い子すに座っていたなんて。

「といっても、ウィルは貴族院を潰つぶしたかったわけじゃない。合議の有用性を認めた上で、若者どもがつまらん暴力に走らないよう、監かん督とくしてくれと言ってきたのだ。全くあいつは変わったやつだよ。いつか自分と敵対するかも知れない組織を、内側から瓦が解かいしないように手を貸してやるだなんて……」

　お祖父様の考えは、私の想像を越こえていた。

　現在の貴族院は無事、王にも意見できる機関として、国内でそれなりの地位を築いている。

　それはカルファート卿の努力によるものであり、そしてお祖父様の望んだ結果というわけだ。

「そのようなこと、お話し頂いてよかったのですか……？」

　もし私がこの話を広めれば、カルファート卿が議長の座を追われかねないほどのスキャンダルだ。

　しかし、私の質問に対して、彼は愉快そうに笑った。

「別に、この話をどこで誰に話そうが構わんさ。だが、そうすれば王室も非難を免まぬかれんだろうがな」

　確かに、彼の言うとおりだった。

　今の話を公おおやけにすれば、カルファート卿は失しつ脚きやくしお祖父様の名前にも傷がつく。

　つまり彼は誰にも話せないだろうと分かった上で、私にこの話をしたのだ。

　しかしだからといって、どうして自分の弱みになるような話をしてくれたのかという疑問が解決したわけではなかった。

　カルファート卿はもう一度、葉巻の煙を深く深く吸い込んで吐き出す。

　そして彼は、穏おだやかな口調で私に答えをくれた。

「ウィルが死んで……もういいかと思えたのだ。人に仕事を押しつけて、自分だけとっとと死におって」

　カルファート卿の口調が、ほんの少しだけ湿しめり気を帯びた。

　お祖父様が亡くなって、まだ一年も経たっていないのだ。

　今日まで襲おそい来る出来事に対処していて、落ち着いて悲しんでいる暇ひまもなかった。

　薄はく情じような孫だと反省してカルファート卿の悲しみに同調しようとしたら、彼はすぐさま意地の悪い笑えみを浮うかべ私を驚かせたのだった。

「そういうわけだ。この上やつの孫まご娘むすめの面めん倒どうまで見ていられるか。こうなったら引退だ引退。さっさと儂の後任を見つけてくれよ、女王陛下」

　しんみりしたのもつかの間、カルファート卿は私に新たな課題を提示してきた。

「後任、ですか？」

　呆気あつけにとられ、反応が遅おくれる。

「そうだ。次の貴族院議長だぞ。お前の治政を決める重要な人事だ。せいぜい頑がん張ばれ」

　彼は何でもないことのように言い放つと、話は終わりだとばかりに席を立った。

　その立ち居い振ふる舞まいは矍かく鑠しやくとして、とてもではないが引退したいと言うような人間の動きではない。

「待ってください！　本当に、誰でもいいと仰るのですか？　例えばあなたにとって都合の悪い人物であったとしても？」

　食い下がる私を振り返り、老人は不敵に口角を上げた。

「勿論、議長として相応ふさわしくない人物を推挙した場合は───そうだな。儂が貴様を所しよ詮せんその程度の人間だったと思うだけの話だ。落らく胆たんのあまり全く別の……例えば反女王派の急きゆう先せん鋒ぽうとなるような若造を指名するかもしれんが。そういうわけで、あまり期待はせんでくれ」

　つまりこれは、私に対する試験と言ってよかった。

　次期貴族院議長として相応しい人間の名前を挙げられなければ、貴族院は私の治政において度しがたい敵となるだろう。これは脅しだ。

　こうして私の貴族院議長急きゆう襲しゆうは、成功したはずなのになぜかしてやられたような、なんともすっきりしない結果に終わったのだった。
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「貴族院議長の後任人事なんて……」

　帰りの馬車の中で、私は頭を抱かかえた。

　貴族院の議長は、議員の中から前議長の指名によって決まる。

　それを私に決めろということは、カルファート卿きようは私の選んだ人間を指名してくれると考えていいのだろう。

　しかし、その相手が気に入らなければ後任には反女王派の人間を据すえるという脅し付き。

　とても喜べるような試験内容ではない。

　そもそも、社交界に出ていなかった私はそれぞれの貴族の人となりを知らないのだ。

　上辺の情報だけで下手な人物を指名するわけにもいかず、私はすっかり参ってしまっていた。

「確かに、卿はお年を召めしていらっしゃいますし、順当と言えば順当ですが……」

「だが、後任人事を女王に任せるとは、卿は一体何を考えているんだ？」

　アーヴィンは首を傾かしげ、スチュワートが不可解だと言わんばかりに語ご尾びを荒あららげる。

　彼は貴族院との間に確かく執しつがあるだけに、カルファート卿の提案そのものが信じられないのだろう。

　難しい顔をして、何か裏があるんじゃないかとでも言わんばかりに考え込んでいる。

　確かにこの辺りは、お祖父じい様との関係を聞いていなければ私も同じように首を捻ひねっていたに違ちがいない。

「それにしても、随ずい分ぶんと意地の悪い提案には違いありません」

　アーヴィンの総そう括かつには、その通りだと頷うなずくより他ほかなかった。

　カルファート公こう爵しやくほどの人物であれば、貴族院に在ざい籍せきする議員の人となりは分かりきっているはずだ。

　そして彼の脳内には既すでに、相応しい議員の名が少なくとも五人は挙がっているはずである。

　せめてその候補者だけでも教えてくれればいいのに。

「とにかく、戻もどってシアンの意見も聞いてみましょう。彼ならばどなたか心当たりがあるかもしれません」

「癪しやくだが、あの男が適任だな」

　ため息交じりのスチュワートの言葉を最後に、私達は黙だまって城へ向かう道程をやり過ごした。
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「お帰りなさいませ」

　城に戻ると、マリオとメアリーに出で迎むかえられた。

　メアリーは私付きの侍じ女じよとして、今後も仕えてもらうつもりでいる。

　というか、本当は涙なみだながらのお別れをするはずだったのだけれど、メアリーの勢いに押されたのだ。

　曰いわく───私がついていなければ、誰だれがお嬢じよう様さまの面倒くさい愚ぐ痴ちに付き合うんですか！　とのこと。

　私は内心、メアリーがそんなふうに思っていたことにショックを受けたのだが、実際自分が面倒くさいという自覚はあるので、反論しなかった。

　というかできなかった。

　私だって、メアリーがついてきてくれると知って嬉うれしかったのだ。

　小さな頃ころから、側にいてくれた乳ち姉妹きようだい。

　彼女がついてきてくれるというのなら、こんなに心強いことはない。

　時計を見ると、いつもの夕食の時刻はとっくに過ぎていた。

　色々と気き疲づかれをしていたので、見慣れた顔を見たことで私は少しほっとすることができた。

「お嬢様、お帰りが遅おそいので心配しましたよ！」

　メアリーの言葉には、非難する様なニュアンスが込められていた。

　怒いかれる彼女の前では、スチュワートもアーヴィンもたじたじだ。

「まあまあメアリー。フランチェスカ様もお疲れでしょうから、まずはお召し替かえ頂きましょう。さあさ」

　マリオのフォローに救われ、ここしばらく自室として使っている部屋へと戻った。

　流石さすがに王宮だけあって、用意された部屋は広く場ば所しよ柄がらも申し分ない。調度品は一級どころかこの世にそれぞれ一つしかないような国宝級の物ばかりで、それでもここは戴たい冠かんするまでの一時的な寝しん室しつに過ぎないのだった。

　まだ夜着ではなくシアンに会うため室内着に着替えると、三人の待つ会議室へと向かった。

　残念ながら、夕食は夜食に持ち越こしだ。

　メアリーは不服そうだが、今が大事な時なので見み逃のがしてもらうより他ない。

　マリオにも同席してもらい、彼とシアンにカルファート公からの申し出を伝える。

　この人選を間ま違ちがえば、シアンを大法官に指命することすら難しくなってしまうことも。

「まったくあの御ご仁じんは、そう簡単にこちらの思い通りにはなってくださらないな」

　シアンの苦く笑しようには、私も完全に同意だった。

　これならば、普ふ通つうに引責辞任してくれた方がいくらかましだ。

　あの老人は表面上こちらに譲ゆずったように見せかけて、その実ちっとも譲じよう歩ほしてはいないのだった。

　城に戻って落ち着いて考えてみて、初めてそのことに気がつく。

「折せつ角かくマリオにも助言をもらったのに、申し訳ありませんわ」

　なんだかどっと疲れが出てきて、更さらに情けなさで自分が嫌いやになった。

「いいえフランチェスカ様。私のことなどお気になさらないでください。相手は海千山千の死デユ神ツク・公ラ・モ爵ールですから、一ひと筋すじ縄なわではいかないと最初にお教えしておくべきでしたね」

　恐きよう縮しゆくするマリオの口から、なにやら不ふ穏おんな言葉が飛び出す。

「『死神公爵』、ですか？」

「ええ、もう何十年も前になりますが、負け知らずだったカルファート公の軍を恐おそれて、敵国の兵士は彼のことをそう呼びました」

　彼は、過去を懐なつかしむように遠い目をした。

（そうか。だから発音が隣りん国ごく風なんだ）

　その呼び名は禍まが々まがしくとも、我が国にとっては国を守った英えい雄ゆうに他ならない。

　圧あつ倒とう的な経験値の差だ。

　ここは大人しく、彼の出した課題に全力で応こたえるしかないということか。

「仕切り直しだな」

　シアンの目に、好戦的な火が宿る。

「とはいえ、カルファート公の退たい陣じんを取り付けることができたのだ。一方的な負けというわけでもないだろう」

　スチュワートはどうも、肝かん心じんなところで席を外させられたのが未いまだにお気に召さないらしい。馬車からずっと、眉み間けんに皺しわを寄せている。

「お役に立てず、申し訳ありません」

　アーヴィンは逆に、ずっと恐縮している。

　部屋を出て行くよう言ったのは私なのに、自分にも責任の一いつ端たんがあると思い込んでいるようだ。

「アーヴィン、気にしないで。多分閣下は、わたくしが訪問を知らせた時からああ仰おつしやるつもりでいたのよ」

　そう考えれば、会見を通して冷静だった公爵の態度にも説明がつく。

　むしろ、そんなことも見み抜ぬけずに取引を持ちかけた、自分に腹が立つほどだ。

　とにかく、過ぎたことを悩なやんでも仕方ない。

　それに、取引の内容はよく考えればそう悪くもないものだ。

　リスクは大きいが、カルファート公爵の考えに即そくしてさえいれば、新女王に対して友好的な議長を選出するチャンスでもある。

「まあいい風に考えようぜ。剣けん持ってって活かつ躍やくしてたら、それこそ大問題だ」

　シアンが茶化したので、部屋の空気が一気に弛し緩かんする。

「ぱっと思いつく人間は何人かいるが、精査するのに数日くれ。後こう継けい者しやを指名するっていっても、期限が切られてるわけじゃないんだろ？」

　さすがというか、候補が思い浮うかぶというシアンにほっとした。

　貴族院内部の事情というのは外部の人間にはなかなかに分かりづらい。王家と直接血けつ縁えんで繫つながっている我々なら尚なお更さらだ。

「じゃあシアンは、候補者のリストアップをお願い。スチュワートはシアンのフォローを。アーヴィンは騎き士し団の団員にそれとなく探さぐりを入れてもらえる？」

　騎士団を構成しているのは、主に貴族の次男や三男坊ぼうだ。中には、父や兄が貴族院に所属しているという者もいるだろう。

「私が、こいつを？」

　スチュワートが不ふ機き嫌げんそうに言う。

　そりが合わないのは相変わらずらしい。それでも私の即そく位いまでには、ある程度意思の疎そ通つうができるようになっていてもらわなければ困る。

「特別な理由がない限り、異論は認めないわ。それとも、自分が選んだ女王の命令が聞けないの？」

　私も、少し苛いら立だっていたのかもしれない。

　彼にこんな強気な態度を取ったのは初めてだった。当然というか、スチュワートは驚おどろいたようにこちらを凝ぎよう視ししている。

「ははっ、違いない。自分が選んだ女王様だ。せいぜい忠義を尽つくすんだな」

「シアン、あなたも少し自重して。スチュワートの気が引きたいのなら止めないけれど」

「なんだと！」

「まあまあ皆みなさん。今日は遅いですし、続きは後日ということで」

　マリオに仲ちゆう裁さいに入ってもらって、その長い一日はなんとか終わりを告げた。

　寝室に戻もどった後で、どうしてあんな言い方をしてしまったんだろうと百回ぐらい後こう悔かいしたのは、誰にも内ない緒しよだ。
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　それからきっかり三日後、シアンは私に一枚のリストを寄よ越こした。

　そこには貴族院に所属する五人の貴族の名前と、それぞれのプロフィールが簡潔にまとめられていた。

　名前は知っているが、会ったことのない者ばかりだ。

　書類を見ればある程度のことは分かるが、彼らが本当に議長に相応ふさわしいのかと言われると、首を傾かしげてしまう。

「三人は、このリストにある人達をどう思う？」

　私は同席をお願いしたスチュワートとアーヴィンにもリストを見せ、意見を求めた。

　即そく答とうする者はなく、全員がそれぞれに思うところがあるらしい。

　それでも意外なことに、最初に口を開いたのはアーヴィンだった。

「団員にそれとなく探りを入れてみましたが、どうも候補として特出した者はいないようです。やはりカルファート公のカリスマ性が大きく、その下の者は目立ちづらい環かん境きようにあるのではないかと」

「確かに、全員横並びと言った印象を受けるな。このリストを見ると」

　腕うでを組んだスチュワートが、難しい顔で唸うなる。

「俺もそう思う。一応リストにはしてみたが、『しいていうなら』と付け足さざるを得ないな。貴族院は、カルファート公こう爵しやくが議長である期間が長すぎた。もし彼に息子むすこでもいれば、間違いなく世せ襲しゆうになっていただろうが」

　仲は悪いが、基本的な意見は一いつ致ちしているらしい。

　シアンがスチュワートの言葉に相あい槌づちを打つと、部屋の中に気まずい沈ちん黙もくが落ちた。

　選ぶにしても、決定打がなさ過ぎる。

「誰だれか……その、反女王派でもいいからリーダーシップのある人間はいないの？」

　私の泣きの質問にも、三人の反応は鈍にぶい。

「反女王派ってのは、『派』をつけられるほどまだ大きな勢力じゃないんだ。なにせ、フランが即位することはまだ極ごく秘ひになっているからな。この後継者会議の決定を、やつら本気にしちゃいないのさ」

　シアンの答えに、はあと大きなため息をつく。

　いくら貴族院が国王の権けん威いを制限する存在だとは言え、そのトップが凡ぼん庸ようなのはあまりにもまずい。下手に分ぶん裂れつなどされて、のちのち面めん倒どうなことになっては困るのだ。

　更さらに大事なのは、このリストの中に本当にカルファート卿きようが望む候補者がいるのかということだった。

　勿もち論ろん、シアンが優ゆう秀しゆうなのは疑いようもないことだし、彼が精査した情報だ。それ自体を疑うわけじゃない。

　けれどもし、カルファート卿が全く無名の、それこそ思いもよらない人物を後継者として見定めていたとしたら、どうすればいい？

　最悪なのは、リストにある人物をランダムに推挙した挙句、それが外れてカルファート卿の言う過激な男だん尊そん女じよ卑ひ論者を議長にされた場合だ。

　そんなことになれば、私どころかアスコットの今後にすら、影えい響きようを与あたえかねない。

　それだけは絶対に、避さけなければならなかった。

　───ふと、私の脳のう裏りをある考えが過よぎる。

　ぱちぱちと、昼間の雷かみなりのように淡あわく白い火花が散った気がした。

　その考えを口にしようとした瞬しゆん間かん、部屋の扉とびらがノックされる。

　入ってきたのはマリオだった。

　いつも柔やわらかな態度を崩くずさない彼の顔が、今はわずかに強こわばっている。

「どうなされた？」

　スチュワートの質問に、マリオはほんの少し上がった息を整えながら言った。

「カルファート公爵が、貴族院議長を引退すると発表なさいました。それも……兼けん任にんしていらした大司馬の地位からも退くとっ」

　一瞬で、空気が凍こおった。

（早すぎる！）

　カルファート卿に件くだんの条件を出されたのは、まだ三日前のことだ。

　貴族院にこの報しらせが届けば、突とつ然ぜんの引退宣言に動どう揺ようし彼らは後継者争いを始めるだろう。平和的に内部で決まればいいが、まずそんなことはあり得ない。

　争うのは互たがいに領土を所有する貴族同士。下手にこじれれば、最悪内乱にまで発展する危険を孕はらんでいる。

　更には───大司馬位の返上。

　これで、九卿に決めなければならない空席が増えてしまった。

「あんのクソ爺じじィ、やってくれたな！」

　引きつった顔でシアンが言う。多分、私も似たような顔をしているに違ちがいなかった。

　そこまで露ろ骨こつではないが、スチュワートとアーヴィンの顔にも焦しよう燥そうの色が窺うかがえる。

「まずいな。期限を切ったつもりかもしれないが、このタイミングではカルファート公が女王就任に不満があって辞やめたとも取られかねないぞ……っ」

　スチュワートの懸け念ねんを、迂う闊かつなことに私は想定すらしていなかった。全く、自分がいやになる。

（本当に、とんだ〝クソ爺ィ〟ですわ）

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。

　私は大きく息を吸い込むと、思い切って先ほどの思いつきを口にしたのだった。
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　翌日、私はすぐに訪問を願う手紙を書いた。

　宛あて名なはバートレイ伯はくアスコット。

　まもなく返事が来て、その日の午後には訪問を許された。

　まだ、私が女王になる決心をしたことは限られた人しか知らない。

　彼女には直接、自分の口で伝えたかった。

　もう迷わないということ。アスコットがなんと言おうと、私は女王になると決めたこと。

　そしてもう一つ。彼女に頼たのみたいことがあった。

「ごきげんよう。フランチェスカ嬢じよう」

　ダンスパーティーでのやりとりが噓うそのように、彼女は快く私を招き入れた。

　その顔には麗うるわしい笑えみがのっている。けれども、感情の動きを感じさせない笑みだ。

　先日とは違う応接間に案内され、お茶と焼やき菓が子しを出された。

　ローテーブルを挟はさんで彼女と真っ向から向かい合うと、緊きん張ちようを覚え背筋が伸のびる。

「先日はごめんなさい。アンリ様にもご迷めい惑わくをおかけして……」

　手始めにパーティーでのことを謝罪すると、彼女はお茶を一口口に含ふくみそしてくすくすと笑った。

「なんのことでしょうか？」

　アスコットの返事で、彼女がパーティーでの出来事をなかったことにしたいのだと悟さとる。

　口裏を合わせて、あの日のことは忘れましょうと、彼女は暗にそう言っているのだ。

　けれど私は、忘れるなんてとてもできなかった。

　たとえお祖父じい様の手紙がなくても、私は彼女の抱かかえる問題をどうにかしたいと思っただろう。

　そう───私は彼女に、今の境きよう遇ぐうから救われて欲しいと思っていた。

　傲ごう慢まんなのは分かっている。

　でも王というのは、往々にして傲慢で貪どん欲よくな生き物なのだと思う。

「お針子部屋から、アンリ様に助けて頂いた件です。その後、あなたと話したことも」

　真っ直すぐに彼女の目を見み据すえると、その笑顔が枯かれ落ちる花のように色いろ褪あせたのが分かった。

　アスコットは凍いてついたような真顔になると、今にも舌打ちをしそうな低い声こわ音ねで言った。

「あなたは本当に、他人と合わせるということをなさらない方ですね。時に触ふれない方がいいことや、見なかったことにした方が相手のためになることもあるのですよ」

　口調こそ丁てい寧ねいだが、その言葉の奥底には抑おさえきれない怒いかりが滲にじんでいた。

　私の無神経さに怒おこったのだとしたら彼女の怒りは正当だ。

　しかし私はどうしても、取り繕つくろった上辺ではなく、あの日の彼女と話がしたかった。

「ただの公こう爵しやく令れい嬢じようだったら、そうでしょう。ですが女王には、時に協調よりも優先すべき事があります」

　アスコットが目を見張った。

「女王に……おなりになるのですか……」

「ええ。そのことで、お礼が言いたかった」

「私に？」

「はい。わたくしはきっと、あなたのおかげで女王になろうと決心することができたので」

　不本意そうに、アスコットの口元が歪ゆがむ。

「そんなつもりは、なかったのですがね。むしろ女王になどなるなと、そう言ったつもりでした」

「ええ。そのように伺うかがいました」

　できるだけ優ゆう雅がに見えるように微笑ほほえんだ。今にも強ばりそうになる顔を叱しつ咤たする。

「では、なぜ？」

「まずは、これをお見せした方が早いでしょう」

　そう言って差し出したのは、お祖父様から頂いた手紙だった。

　アスコットに会うようにと書かれた、あの手紙である。

「これは……」

　アスコットが怪け訝げんな顔をする。

　それは当然で、一見しただけではとても国王が書いたとは思えない簡素な手紙なのだ。

「お祖父様から頂いたものです。これを見てわたくしは、先日のパーティーに出席を決めました。この手紙の意味を、知りたくて」

「陛下が……」

「あなたが女性であると知って、この手紙の意味も分かりました。お祖父様はきっと、あなたが女性であるとご存じだったのでしょう」

「なにを……」

「わたくしはお祖父様が、あなたの境遇をどうにかして差し上げたかったのではないかと思うのです」

「馬ば鹿かな！　そんなこと、分からないじゃありませんか！」

　アスコットの色白の肌はだが、怒りからくる興奮で朱しゆに染まる。

「ええ。確かに、これはわたくしの推測でしかありません。でもあらかじめ詳くわしく書き記しておかなかったのは、この手紙が何かの間ま違ちがいで世に出た時に、あなたに迷惑をかけないようにするためだと思うのです。お祖父様は……とても厳しい方ではありましたけれど、ただ冷たいだけの方ではありませんでした。もしお祖父様が冷れい徹てつになんでも切り捨てる方だったら、きっと栄光王と呼ばれることもなかったでしょう」

「そんな、馬鹿な……」

　彼女はそう何度も、うわごとのように呟つぶやいた。

「これは推測なのですが……お祖父様は晩年、様々なしがらみに雁がん字じ搦がらめになっていらっしゃったのではないでしょうか。あなたのことに気付き、相続法を変えようにも、変えて運用まで見守る時間が、お祖父様には残されていらっしゃらなかった。だから下手に手を出して混乱を起こすよりは、自分の後こう継けい者しやに託たくそうとした。全すべてはもう、憶おく測そくに過ぎませんが」

　そう、憶測に過ぎない。そしてそれを確かめるすべは、もうないのだ。

　私はお祖父様が残した書類や膨ぼう大だいな資料に触れて、その晩年の治政がひどく落ち着いたものであることに気がついた。

　何かを変えるのには、膨大なエネルギーが必要だ。

　そして最さい期ごは病びよう床しようから政務を執とっていらっしゃったお祖父様にはもう、その体力は残されていなかったのだろう。

「でも、こじつけでも何でもいいのです。この手紙はきっかけに過ぎない。わたくしはあなたのおかげで、沢たく山さんのことを学びました。そして、決意したのです。この国で初めての、女王になろうと」

　アスコットの顔にはもう、怒りはなかった。

　ただ迷子の子供のような、頼たよりない表情がのっているだけだった。

「そんなことを言われて……一体どうしろというのですか？」

　その声にあったのは、途と方ほうに暮れた子供っぽい響ひびきだけ。

「何も───と言いたいところですが、実はお願いがあるんです」

　私は安あん堵どのため息を漏もらす。

　ようやく、今日ここにやってきた本題を話すことができる。

「どうやって切り出そうか、悩なやんでいたんです。アスコット様が聞いてくださってよかった」

　思わず笑顔になると、それまでしおらしくしていたアスコットがこちらを見て啞あ然ぜんとしているのが分かった。

「え？　あの」

「アスコット様には、とても重要なお役目をお願いしたいんです。あの、その前に───」

　戦せん々せん恐きよう々きようとしたアスコットの顔。

　私が何を言い出すのかと、怯おびえているのだろう。

「あなたの本当のお名前を、教えてくださいますか？」

　尋たずねると、一いつ拍ぱくおいてアスコットは笑い出した。

　それは肯こう定ていの笑いではなく、もう笑うしかないというような投げやりな笑いではあったけれど。

「あなた……あなたは本当に変わった人ですね」

　笑いの合間に、苦しそうに彼女が言う。

　確かに、私は変わっているのかも知れない。

　あまり常識がないと自覚しているので、変わっていると言われても否定するだけの材料がないのだった。

　それでも彼女は笑いを押しとどめると、姿勢を正して言った。

「───エンリエッタと申します。女王陛下ユア・マジエステイ」

「ありがとうエンリエッタ。あなたには、次期貴族院議長になってもらいたいの」

　次の瞬しゆん間かん、ぽかんと私の顔を見上げた彼女の顔は、少しあどけなく見えた。
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　その日の夜、私は久しぶりに自宅へと赴おもむいた。

「ただいま戻もどりました」

　屋や敷しきに戻るのは、一週間ぶりだ。

　たった一週間しか経たっていないのに、とても懐なつかしく感じる。

　とりあえずで王宮に移ったはずなのに、カルファート公のおかげでなかなか帰宅することができなかったせいだ。

　きっと母は心配しているだろうし、父は烈れつ火かのごとく怒っているに違ちがいない。

　遣つかいを出して帰宅できない旨むねを知らせてはいたが、私がこんなに家を空けるなんて初めてのことだ。

　今にも泥どろのように眠ねむってしまいそうな眠ねむ気けを感じたが、その前に父に謝罪しなければと思った。

　一応の許しは得ていたが、だからといって未み婚こんの女子がそうそう家を空けていいはずがない。

　それに、エンリエッタの両親は、彼女が今の私と同じ十八の年に、天に召めされたという。

　父や母がそうならない保証もないのに、今の私はあまりにも家族を大切にできていなかった。

　出で迎むかえてくれた家令のバーンズによると、父は書しよ斎さいで書き物をしている最中という。

　おそるおそる、今時間を頂けるだろうかと彼に探さぐりを入れてみた。

　バーンズはわずかに眉まゆを寄せ、「伺うかがってみます」と言い残し階段を上っていった。

　戻ってきた時も、彼の表情は曇くもったまま。

　面会は許可されたが、予想通り父の機き嫌げんは麗うるわしくないらしい。

「お嬢じよう様さま、もう遅おそいですし、お休みになって明日あしたというわけには……」

　子供の頃ころから身近にいる家令は、明らかに私のことを心配してくれていた。

「明日は───朝の内に城へ戻らなければならないの。お話しできるのは今しかないわ」

　バーンズのやんわりとした制止を無視し、スカートの裾すそを持って階段を上っていく。

　こんなに緊きん張ちようすることなどそうないだろう。

　できるだけゆっくりと進んだつもりで、それでも書斎の前に辿たどり着いた時私の頭は真っ白になっていた。

　とにかく話さなければという意気込みばかりが空回りして、どうすれば説得できるかなんて戦略的なことは何も考えられない。

　そもそも、家族の間に戦略というものを持ち出すこと自体が嫌いやだった。

　ノックをすると、しばらくして返事があった。

　おそるおそる、ノブを回す。

　書斎に入ると、父は机から顔を上げていた。

　いきなり目が合って、言葉に詰つまる。

「戻ったのか」

　予想に反して、父が怒おこっている様子はなかった。

　私は頷うなずきながら、中に入り扉とびらを閉めた。

「早く休みなさい。疲つかれているだろう」

「長い間家を空けて、申し訳ありませんでした」

　けじめとして一応謝罪したものの、これからもずっと空けることになると思えば自らの言葉なのにやけに白々しく聞こえた。

　貴族の娘むすめが父の意見に刃は向むかうなど、本当なら許されないことだ。

　こんな、私が女王になるなんて特とく殊しゆな環かん境きようでなければ、怒いかり狂くるった父に絶ぜつ縁えん、あるいは修道院送りにされても文句は言えないぐらいに。

　しかし父は、私を邪じや魔ましようとはしなかった。

　本当なら、どうして帰ってこないのかと王宮に押しかけてくることもできるのに、父はそうはしなかったのだ。

　蠟ろう燭そくの明かりに照らされて、父は疲れた顔をしていた。私と同じ赤くうねった髪かみも、どこか元気をなくしているような気さえする。

　私はかける言葉が見つからなかった。体格のいい父が、なぜか小さく見える。

　ずっと一いつ緒しよにいたはずなのに、どうして気が付かなかったのだろう。小さな頃よりもずっと、身長が近づいていることに。

　父は私にとって、ずっと絶対的な存在だった。絶対的に強く、頼りになる人。何をしても敵かなわない相手。

　だから、落ち込んだ父を見るのは予想以上に辛つらかった。

　愛しているから、傷つけたくない。今にもその悲しみを、取り去ってしまいたくなる。

　でも、この気持ちを乗り越こえなければ、私は一生今のままだ。

　欲しいものがあるのなら、奪うばいに行かなければ。たとえ失うものがあったとしても。

「いつか、どうにかしなければと思っていた。外に出られないお前を。父上には感謝している。お前が自分から外に出られるようにしてくださったのだから。だが……今になって恐ろしく思うのだ。お前が遠くに行ってしまうことを。女王になってしまえば、もう私の力だけではお前を守れなくなる。味方が一人増えれば、敵は倍になるような世界だ。フランチェスカ、それでも行くのか」

　呟つぶやくように、父が言った。

　平へい坦たんな声だった。なのに、たまらなく悲しかった。

　ここで頷いてしまえば、私と父の間には二度と越えることのできない壁かべができる。

　王は何者にもまつろわない。確かに血の繫つながりがあろうとも、親と子ですら礼れい儀ぎの壁に阻はばまれる。

　結けつ婚こんすれば、いつかはそうなるだろうと思ってはいた。

　でもまさかこんな形で、父の庇ひ護ご下から出ることになるなんて、想像もしていなかった。

「それでも私は……女王になります。お祖父じい様の守り導いた国を、私も守りたい……」

　口にした瞬間、言いようのない孤こ独どく感が襲おそいかかってきた。

　なんとかそれに耐たえて立ち尽つくしていると、父が立ち上がりこちらに近づいてくる。

「手を、出しなさい」

　言われたとおりにすると、父は自らの親指にはまっていた指輪を抜ぬき、そして私の指にするりとはめた。

　ぴったりとはいかないが、大きすぎるというほどでもない。父がはめているのはきつかったのではないだろうか。

　この指輪に一体どんな意味があるのかと、問いかけるように父を見上げる。

「その指輪は、私が父上より頂いたものだ。これがその身を護まもるようにと」

「そんな、大切なものではありませんか！」

　私が驚おどろくと、父は私の手を握にぎりながら言った。

「大切だからこそ、お前に持っていてほしいのだ。私の手が届かなくとも、せめてもこの指輪がお前の身を護るように」

「お父様……」

　握られた手はとても温かかった。

　これからこの手の庇護のない世界へ飛び出すのだと思うと、改めて恐きよう怖ふと昂たかぶりを感じた。

「それでも私は、お父様の娘です。たとえ王宮にあろうとも……」

「分かっているよ。もうお前を、縛しばりつけておくことはできない」

　抱だきしめられると、懐かしい匂においがした。

　子供の頃、庭でピクニックをした。

　テーブルクロスに葡ぶ萄どう酒とミートパイ。私は甘い蜂蜜酒ミードが大好きだった。

　家族の前でなら、緊張もなく恐こわい顔をしなくてもすむ。友達がいなくても、私は全然平気だった。

　この家から出る。その事実がどうしようもなく寂さびしいことのように感じられた。
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　それからひと月後、私は完全に王宮に居を移した。

　この頃ころになると私の即そく位いは貴族の間でも暗あん黙もくの了りよう解かいのようになっており、むしろカルファート卿きようの隠いん居きよや、それに伴ともない選出される次期貴族院議長の人選の方が彼らの心を奪っているように見えた。

　ここはお祖父様の───今は私の執しつ務む室。

　積み上げられた書類の山はようやくあるべき場所に返り、私の頭の中は頑がん張ばって詰め込んだ国内の情報でいっぱいいっぱいになっている。

　即位の日を前に私は忙いそがしくも憂ゆう鬱うつな日々を送っていた。

　そう、いよいよ即位なのである。

　戴冠式は一年後と決まった。

　こちらとしては早さつ急きゆうに済ませたかったのだが、ウィルフレッド一世の喪もが明けるのを待つべきだと法王が難色を示したのである。

　戴冠の儀ぎ式しきは、国外から法王を呼んで盛大に行うのが通例だ。法王が首を縦に振ふらない以上、勝手に戴冠の儀式を強行することはできない。

　というわけで、戴冠式に先んじて即位式を執とり行うこととなった。

　私が次期女王であると、国中に知らしめるための儀式である。

　即位式は一か月後。

　それだけあれば、即位までにある程度の宮きゆう廷てい人事も整えることができるだろう。

　まあできるというより、やるしかないというのが本当のところだが。

　大おお枠わくは既すでに私の頭の中にできている。あとは実現のために、どこまで根回しができるかだ。

　それが、新貴族院議長のためにもなると信じている。

「シアン、例の準備は進んでいますか？」

　気を取り直して尋たずねると、彼のダークグリーンの瞳ひとみが鋭するどく光った。

「誰だれに聞いてるんだ？」

　あまり眠ねむっていないのか、元からある隈くまが更さらに濃こくなっている。

　仕事に打ち込んで体を壊こわしては元も子もないが、彼の仕事ぶりに助けられているのも事実なのだった。

　シアンは溜たまっていた書類の整理を早々に片付け、今は私の帝てい王おう学の教師兼けん新しい人事の草案作りに没ぼつ頭とうしている。

　どちらも膨ぼう大だいな知識がなければなしえない仕事だけに、どれだけ感謝してもし足りない。

　一方でスチュワートはといえば、彼もシアンと同様執務室に机を置き、こちらは急いで処理しなければならない書類の手伝いをしてもらっている。

　剣けん技ぎに卓たく越えつした才能を発揮する彼だが、驚いたことに書類仕事もそつなくこなす。

　形式や慣例などについてはシアンよりも詳くわしいぐらいで、私が書き上げた書類にも容よう赦しやなくダメ出しの雨を降らせたりするのだ。

　全くもって、どうしてこの二人は自ら王にならなかったのか。

　今更考えても仕方のないことなのだけれど、ガミガミというスチュワートのお小言を聞いているとそう思わずにはいられなくなるのだった。

　ここにアーヴィンがいてくれたら、ほどほどにしておけと救いの手を差し伸のべてくれるに違ちがいないのだが。

　けれど残念ながら彼は騎き士し団への復帰が決まり、既に待ちきれずに演習に参加していたりする。

　なので、私はひたすら二人の厳しい先生に叱しつ責せきされながら、見習い女王の任務に勤いそしんだ。




[image: ]




　いよいよ、即位式の日だ。

　会場は、お祖父様の葬そう儀ぎを行った大聖堂。

　法王の手で王おう冠かんを授さずけられる戴冠の儀式とは違い、即位式は私が女王になったことを国中に知らしめる儀式である。

　お祖父様の葬儀の日、私は参列する遺い族ぞくの一人だった。

　己おのれの無力感や後こう悔かいに苛さいなまれ、呆ぼう然ぜんとした気持ちのまま天てん井じようのステンドグラスを見上げていた。

　それがまさか、一年も経たないうちにこんなことになるなんて。

　きっとあの日出席していた人間は誰一人として、予想もしていなかったに違いない。

　楽団が国を讃たたえる歌を奏かなで、一歩一歩、赤い絨じゆう毯たんの上を歩いていく。

　大きな宝石が所ところ狭せましと縫ぬい付けられた白のドレス。シルクの布地は金糸の刺し繡しゆうで彩いろどられ、その上から貂てんの毛皮があしらわれた赤いベルベットのマントを羽織る。

　マントが床ゆかにつかないように、見み目め麗うるわしい七人の少年少女が後ろから付き従う。

　彼らがそれぞれに色の違う宝石のついた金きん環かんを頭にはめているのは、宗教的な故事に則のつとったものだ。

　今日のために作られた靴くつで、聖職者が説教をする台の上に上る。

　音楽が止やみ、大聖堂が静まり返った。

　大勢の人間が、息をひそめて私の言葉を待っている。

　最前列にはスチュワートが、更にその隣となりには私の両親の姿もあった。

　王族の血が濃い公こう爵しやく家から順に、あとは侯こう爵しやく伯はく爵しやく子爵男爵と、首を垂れる貴族とその家族達。

　ふと、パーティーで私をお針子部屋に閉じ込めた侯爵令れい嬢じようが、顔を上げたまま引きつった顔でこちらを見ているのが見えた。

　まさか本当に私が女王になるとは、思ってもみなかったのだろう。

　私だって、あの時は後こう継けい者しや会議の結果が本当になるなんて思ってもみなかった。

　やってやったという達成感より、私もそう思うわというような奇き妙みような共感が湧わく。

　そう目がいい方でもないのに、緊きん張ちようで神経が昂たかぶっているのか貴族たちの顔が一人一人よく見えた。

　全員何でもない風に取り繕つくろっているが、中には彼女のように驚おどろいている者や、或あるいはつまらない王を頂いてしまったとはらわたが煮にえくり返っている者もいるだろう。

　しかし、思ったよりも落ち込んでいないのは、私を信じてこの場に押し上げてくれた人がいるとちゃんと分かっているからだ。

　伯爵位が集まる列に、アーヴィンが見えた。胸には勲くん章しようをつけている。侯爵位のところには、シアンがいた。二人とも通路に面した席に配されている。

　ふと、最前列に立つスチュワートと目が合う。

　こんな時に不ふ謹きん慎しんかもしれないが、なんて美しい男だろうと思った。

　神話で女め神がみが初雪から編んだケープのように白銀色に輝かがやく髪かみに、夜明け前のほんの一いつ瞬しゆんしか現れない希少な色の瞳。

　その目が今、心配そうに私を見ている。

　私はそんなに、心配な女王だろうか。

　確かに、ダンスの練習はもとよりこの即位式の練習にも何度も付き合わせてしまったが、それでも以前よりは確実に、ちょっとはまともな人間になれたと思う。

　まだお祖父じい様のような立派な為い政せい者には並ぶべくもないが、そのあたりは長い目で見守ってほしい。

　私は用意された宣せん誓せい書に、息を止めてサインした。

　女王として、国を愛し国に尽つくすという、人生を決める宣誓書である。

　そこに書きなれた自分のファーストネームを書き入れると、その瞬間に肩かたにとても重い荷物を背負ったような気がした。

　もう引き返せないのだと、耳元で私にしか聞こえない声がした。




　───望むところだ。




「この場に臨んで、申し渡わたしたい儀ぎがある」

　ペンの代わりに、右手には王おう笏しやく。王冠はまだない、未完の女王。

　それでも私は、できるだけ遠くにまで聞こえるよう、声を張った。

　この宣言はあらかじめ予定していたものだが、知っているのは準備を進めた者たちだけだ。

　ただ宣誓書を書いて終わりだろうと思っていた者たちは、驚いた顔をしてこちらを見上げていた。

「神の御み名なにおいて、我は誓ちかわん。リンドール王国に栄光王の御世と変わらぬ繁はん栄えいを。そして求む。誉ほまれ高きリンドールの民たみに忠誠を！」

　長く重い王笏をふるうと、大聖堂はしんと静まりかえった。

　そののち、じわじわとお腹なかに響ひびくような低い歓かん声せいが上がる。

　まるで戦いくさを告げる、鬨ときの声のような。

　ぶるぶると体が震ふるえた。いつもの怯おびえからくる震えじゃない。もっと高こう揚ようして、血が熱くなるような感覚だった。たまらない高揚感。

　たとえ次にこの声を聞く時が、私の死ぬ時であったとしても、後悔はしない。

　しばらくして王笏を下すと、ゆるゆると声も止んだ。

　完全に静まりかえるのを待って、もう一度口を開く。

「モラン侯シアン、ラックウェル伯アーヴィン、マクニール公スチュワート、前へ」

　打ち合わせ通りに宣言すると、名前を呼ばれた三人が前に出てきた。

　三人とも、盛装に身を包み光り輝かんばかりだ。

　宝石を沢たく山さんつけているとか、そんな理由じゃない。彼らに蓄ちく積せきされた経験や、そこから来る自信が、三人を眩まぶしく見せているのだと思った。

　私もいつか、宝石で飾かざらずとも王であると伝わるような、そんな輝きが欲しい。

　彼らは祭さい壇だんには上らず、最前列でくるりと後ろを振ふり返った。

　だから今の彼らがどんな顔をしているのか、それは分からない。

　マリオが、王家に伝わる宝ほう剣けんを持ってこちらにやってきた。

　これを片手で持つ練習もした。手を滑すべらせたら、大変なことになる。細剣ではないのだ。柄つかの部分には、赤い巨きよ大だいなルビーがはまっている。

「九卿が一人、大法官にモラン侯シアンを任ずる。前へ」

「は」

　会場に、小さなざわめきが起きる。

　シアンが私に向かって振り返り、膝ひざを折って首を垂れる。最後の後継者会議の日と同じ、忠誠を誓う正式な所作。

　思えばあの日から、私の怒ど濤とうの毎日が始まったのだ。

　私は剣の鎬しのぎを、慎しん重ちようにシアンの肩に乗せた。

「汝なんじ、謙けん虚きよであれ。誠実であれ。裏切ることなく、欺あざむくことなく、弱者には常に優やさしく、強者には常に勇ましく、民を守る盾たてとなれ。我が敵を討うつ剣となれ」

　唱え終わると、今度は剣をもう一方の肩に乗せ、最後に切っ先をシアンの顔の前に向けた。

　大勢に見られていることよりも、この剣でシアンを傷つけてしまうのではないかという緊張で冷や汗あせが出た。

　シアンが剣に口づけを落とし、任命は終わる。

　しかし息をつく暇ひまはない。私は更さらに言葉を続けた。

「また、同じく後継者会議の一員であるラックウェル伯アーヴィンを、空位となった大司馬に任ずる。前へ」

「はっ」

　アーヴィンもまた、シアンと同じ動作で私に跪ひざまずく。

　普ふ段だんから騎き士しとしてそうする機会が多いだけあって、その姿は流石さすがに堂に入っていた。

　彼の筋肉に覆おおわれた肩に剣を置き、再び任命の言葉を暗唱する。

　アーヴィンの名めい誉よのためにも、言葉を小さくしたり急ぐことは許されない。

　想像はしていたが、ひどい重圧だった。緊張と、剣の重さ。

　しかしそれだけではない。まだ王冠もかぶっていないというのに、少し気を抜ぬけば押しつぶされそうな気さえする。

「マクニール公スチュワート」

「はっ」

「貴公を、リンドール王国の大家令に任ずる。この国と私を、良きように導いてほしい」

　ざわめきはもう無視しきれないほどだった。

　大家令は九卿の中でも首席。王宮にあっては国王に次ぐ権力者となる。

　その影えい響きよう力の強さゆえ、基本的には空位のままにしておくことが多い位だ。実際、お祖父様の代でも大家令に任じられた者は、結局一人もいなかった。

　その気になれば、いつでも王に取って代わることのできる地位。

　私がスチュワートをその大家令に任じたのは、私が相応ふさわしくないと思ったら、いつでもあなたが国王になればいいという意思表示でもある。

　決して投げやりに決めたわけではない。

　むしろ、私の覚かく悟ごを知らしめる上での人選だった。

　跪いたスチュワートは、その薄うす藍あいの目で私を一いち瞥べつすると、頭を下げて忠誠を示した。

　感覚の無くなってきた腕うでを叱しつ咤たして、彼の前に剣を掲かかげる。

　もはや呪じゆ文もんのような文言を唱え終わると、やっとここまできたという実感が湧いてきた。

「謹つつしんで、拝命いたします」

　スチュワートの厳おごそかな声こわ音ねに、ほんのわずかに顎あごを引いた。

　新しい宮きゆう廷てい人事の一部を、こうして派手に発表するのには訳がある。

　それはこの三人の他ほかに、私にはどうしてももっとその人の才能を知らしめたい人がいたからだ。

「では最後に……バートレイ伯エンリエッタ！」

　その名を呼んだ瞬間、招待客の視線が一か所に釘くぎ付づけになるのが分かった。

　それは、エンリエッタ───バートレイ伯アスコットが現れた祭壇近く、聖職者用の出入り口だ。

　彼女は、短いままの髪を真しん珠じゆで控ひかえめに飾り、瞳ひとみと同じ紫むらさきのドレスを着ていた。

　極限まで装そう飾しよくをはぎ取ったドレスはしかし、エンリエッタのスタイルの良さを際きわ立だたせている。

　潔いさぎよくつつましい姿だというのに、髪が短いというだけで退たい廃はい的な魅み力りよくすら感じさせる。近くにいた貴族の多くが彼女に目を奪うばわれ、そして言葉を失っているのが分かった。

　あらかじめ打ち合わせていた通り、彼女はドレスのままで膝をつく。

　本当は貴婦人がするように腰こしを折るだけでいいといったのだが、彼女がどうしてもこうしたいと言って聞かなかったのだ。

　初の女性官かん僚りようとなる彼女には、これから険しい道が待っていることだろう。

　しかしそれでも、私は彼女に私と一いつ緒しよに戦ってほしかったのだ。

　女性は何一つ選びとることのできない、この国で。
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「汝を、次期貴族院議長に任ずる。また、この人事は前貴族院議長、カルファート公アンドロヘイムの意に即そくしたものである。職務に励はげみ、忠義を尽つくせ」

「はい」

　意志の強い、しかしたおやかな声。

　大聖堂のざわめきは、最高潮に達した。

　そんな馬ば鹿かなとか、あり得ないとか、沢山の言葉が礫つぶてのように彼女の背にぶつけられる。

「静まれ！！！！」

　こんなに大きな声を出したことはないというほど、声を張り上げた。

　これから戦場を歩く彼女への餞はなむけに、相応しい言葉がみつからない。

　ただ、共に戦おうと声に出して叫さけびたかった。

　この国でエンリエッタと同じように、慣習や見えない差別と闘たたかう女性たちのために。

「我がリンドール王国は、性別問わず相応しい者を重用すると、ここに宣言する。異議がある者は前へ！　新しき国の礎いしずえとなれ！」

　私は最後の力を振り絞しぼって、重い剣を真上に振り上げた。

　ざわざわ、ざわざわ、まるで寄せては返す波のようなざわめきは、しかし大波になることなくいつしか静まっていった。

　この決断が正しいことなのかどうか、それはまだ分からない。

　きっとそれが分かるのは数百年後、私たちの子孫が綴つづる歴史書の中でのことだろう。

　私が沢山の本から学んできたように、後世にも私のような少女が、こんな女王がいたのだと感動する国を作りたい。

　王おう冠かんはまだなく、まだ身の丈たけに合わない玉座だったとしても。

　私はこの国のために生きて死のうと、この瞬しゆん間かん深く心に刻みつけたのだった。
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　即そく位い式しきの後、即位を祝うパーティーは夜遅おそくまで続いた。

　今日はエンリエッタの家のパーティーと違ちがって私が主役だから、なかなか休きゆう憩けいすることもままならない。

　罪人の恩おん赦しやも行われ、夜空には花火が打ち上げられた。

　勅ちよく命めいにより各地の庁舎は国民に開放され、国中で飲めや歌えやのお祭り騒さわぎになっているはずである。

　私の即位をそれほど沢山の人が喜んでくれていると思うと、なんだか不思議な気持ちになった。

　パーティーの合間、ようやく挨あい拶さつの列が途と切ぎれたので少しだけ休憩をとることができた。

　誰だれにも見つからないように、バルコニーに出る。

　王都はあちこちで松明たいまつが焚たかれ美しい眺ながめだった。

　季節的にまだ外は寒いのに、沢たく山さんの人が外に出て笑いながら踊おどったりしている。

　この人たちを、守っていくのだ。私を育はぐくんでくれた、このお祖父じい様の国を。

「───フランチェスカ」

　その時だった。

　名前を呼ばれ、振ふり返るとスチュワートがいた。

「いや、もう陛下とお呼びすべきでしたな。女王陛下」

　スチュワートが膝ひざを折る。

　そうされるのは初めてではないのに、なぜだか寂さびしかった。

「そんな話し方……今まで通りでは、いけませんか？　私は確かに女王になりましたが、あなたに教えを乞こうのはこれからも変わりません」

　感情のまま、思わずそんな言葉が口をついた。

　怒おこられるかと思ったけれど、スチュワートは何も言わない。

　彼は黙だまって上着を脱ぬぐと、それを私の肩かたにかけた。薄うすくて形のいいその唇くちびるが、ぎこちなく笑えみを作る。

「今日は───立派だった。感動した」

「スチュワート……」

　彼の言葉に、驚おどろいて思わずその顔を見返してしまった。

　女王になれと言われこそすれ、彼に褒ほめられたことは今までそうなかったはずだ。

「今回のことを提案された時、正直どうなるか分からないと私は思っていた」

　何を言い出すのだろうとその顔を見上げると、スチュワートは昼間のことを思い出すように遠い目をしていた。

「ずっと男性優位だったこの国にあって、新しいことを始めるのはなかなかに骨が折れる。お前の敵はただでさえ少なくない。もっと時期をみたほうがいいんじゃないかと、本当はそう進言しようと思っていた」

　初耳だった。

　ならどうしてそう言わなかったのかと、問い返したくなるのを堪こらえてスチュワートの言葉の続きを待った。

「だが───エンリエッタに釘くぎを刺さされた。ようやく共に戦ってくれる王が現れたのだから、余計なことを言うなとな」

　くすくすと、彼は少し楽し気だった。

　私がいないところで二人がそんな話をしていたのかと思うと、嬉うれしい反面なぜか少しだけもやっとした気持ちになる。

　その答えを探すように、私はじっとスチュワートの顔を見上げていた。

　そのことに気付いたスチュワートが、形容しがたい顔でうっすらと頰ほおを染めるまで。

「あまり……見るな」

「なぜですか？」

　なんとなく、彼の言う通りにしたくない気分だったのだ。

「なぜじゃない！　とにかく見るな！」

　怒ど鳴なられて、仕方なく視線を外す。

　スチュワートの唯ゆい一いつの欠点は、こうしてちょっと短気なところだと思う。

　私はぶかぶかの上着を拝借したまま、バルコニーの柵さくに歩み寄った。

　松明で光る都が綺き麗れいだ。できることならこんな堅かた苦くるしいパーティーじゃなくて、あそこで楽しそうに踊る人たちの輪に飛び込んでみたい。

　ひきこもっていたころの私なら、絶対に考え付かないような願望が湧わいてくる。

「スチュワート。とても綺麗ですよ。一緒に見ませんか？」

　声をかけたが、返事がない。

　どうしたのだろうと振り返ろうとしたら、突とつ然ぜん後ろから抱だきしめられた。

「振り向くなよ……」

　スチュワートのそれは、命令ではなく懇こん願がんだった。

　私は女王だから、スチュワートのこの狼ろう藉ぜきを黙って許してあげることにした。

　だって今日は、こんなにも輝かがやかしい日なのだから。

「今、少しだけ後こう悔かいしている」

「後悔、ですか？」

　それは嫌いやな響ひびきだった。後悔のない人生などないが、私を女王にしたことだとしたら後悔するのはまだ早いと思う。

　スチュワートは背後から私を強く抱きしめて、そして肩かた口ぐちに顔を埋うずめていた。

「お前は女王だ。そうなってほしいと願っていたが、もう永遠に私だけのものにはならないのだと思うと、少し苦しい」

「それは、どういう……」

　我が慢まんしきれなくて、振り返る。

　けれど、すぐさま視界は秀しゆう麗れいな顔のどアップによって埋め尽くされてしまった。

　唇を奪うばわれたと気が付いたのは、夜気の冷たさの中で唇だけが燃えるように熱く感じたからだ。

　唇が離はなれた時、スチュワートは憂うれいを含ふくんだ顔をしていた。

「好きなんだフランチェスカ。初めて会った時から、ずっと……」

　思いつめたようなスチュワートの顔が、打ち上げられた花火によって白く彩いろどられていた。

「どうして……」

　初めに浮うかんできた感情は、それだった。なによりも。

　後こう継けい者しや会議で会った時から、スチュワートの態度は私を嫌きらっているとしか思えなかったからだ。

　それでもあれから色々なことがあって、少なくとも嫌われてはいないのだということが分かってきた。

　かつてのことも謝ってくれたし、もう彼との間にはなんのわだかまりもない。わだかまりはないが、キスをするような関係でもなかったように記き憶おくしている。

（今のはキス、よね？）

　自分に確かく認にんしてみる。

　驚きすぎてうまく反応することができない。

　俯ふ瞰かんできないので自信はないが、唇が触ふれたような気がするのでやはりキスだろう。

　親愛のそれと言い訳するには、あまりにも親密な。

「聞くな」

　スチュワートは、まるで乙女おとめのように頰を染めていた。

　普ふ段だん人形のように整った容姿が、身に潜ひそむ衝しよう動どうを堪えがたいとでもいいたげに歪ゆがんでいる。

　一いつ瞬しゆん、泣いているのかと思ったぐらいだ。
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　普段の勇ましくて頼たよりになる彼はどこにも居なくて、見たこともないような弱気な青年が、目の前にたたずんでいた。

　人の印象というのは、その表情だけでこんなにも変わってしまうものなのかと驚く。

「スチュワート、でも……」

　言いかけて、何を言いたいのか自分でも分からなくなった。

　彼がキスをしてきた理由を突つき詰つめたら、怪かい物ぶつを閉じ込めた箱を開けてしまうような気がする。

「いつか、言わせて欲しい言葉がある。今はまだ、待ってくれないか」

　スチュワートの目があまりにも一いつ生しよう懸けん命めいで、私は頷うなずくより他ほかなかった。

　熱を冷ますために外に出たというのに、彼に触れた体は燃えるように熱い。

　大きな爆ばく発はつ音がして、空に赤い火花が散った。

　私はこの夜のことを、きっと一生忘れないと思う。
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　のちに、この即そく位い式しきは『波乱の』という前置きと共に末永く語り継つがれることとなる。

　女性の社会進出はこの時から始まったという学者もいれば、フランチェスカ女王は時代を先取りしすぎたと非難する者もある。

　しかし言い換かえれば、フランチェスカの決断は数百年後にも意見の分かれるような革新的な判断であったことは間ま違ちがいない。

　歴史に名を残すことになるリンドール国初の女伯はく爵しやく、エンリエッタ・バートレイも、女王は一見従順なようでいて、その実誰だれの思い通りにもならない人だった、と語っている。

　そしていつも彼女は、話の最後にこう付け足すのだ。

『けれども誰よりも一番振ふり回されたのは、あの哀あわれなマクニール公爵に違ちがいない』と。

　弾はじけるように笑いながら。








あとがき









　初めましての方もそうじゃない方もこんにちは。柏かしわてんです。

　このたびは『女王陛下と呼ばないで～いばらの玉座～』を手に取って頂きまして、本当にありがとうございます。

　まずは、この本を出すにあたってご助力頂きました皆みな様さまに感謝を。

　ご助力というか、私がしたことなんてほんと原げん稿こうを書いただけですから。むしろその後の工程の方がよっぽど重要だと、最近とみに思うのでした。

　内容をいいものにするため、熱心にやりとりしてくださった担当様。あんまり褒ほめられ慣れていない人間なので、電話口で挙動不ふ審しんになってしまいすいません。

　一巻に続いて素す敵てきなイラストを描かいてくださった梶かじ山やまミカ様。

　一巻の刊行時にはご自身のツイッターにイラストまで上げてくださって、二頭身のフランとスチュワートが可愛かわいくて可愛くて、スマホを手にもだえてしまいました。

　その他ほか、この本に携たずさわってくださった全すべての方々に感謝を。

　この本自体は二月刊行ですが、年末進行ということで慌あわただしいスケジュールだったのではないかと思います。スケジュール通りには行かない季節、それが年末。

　さて、この『女王陛下と呼ばないで』は、元々別タイトルでネットにアップしていた小説でした。

　そこからシアンの行きすぎた行動を制限したり、あの堅物スチユワートの青あお臭くさい片かた想おもいっぷりを分かりやすくしたりと、一巻でもウェブ版と書しよ籍せき版には結構な違ちがいがあります。

　ですが、書籍版とウェブ版の違いという観点でいえば、一巻よりもこの二巻の方が大きいのではないかと。

　もし既すでにウェブ版を読んだという方がいらっしゃいましたら、その違いっぷりを楽しむのも一興かと思います。

　さて正直なところ、一巻のラストでフランが女王に推挙された後のストーリーというのは、私の頭の中に全くありませんでした。

　フランは頭こそいいですが引っ込み思案な性格で、とてもではないですが周りに支えてもらわなければ女王なんてできません。

　そもそも、本人からして自分が相応ふさわしいとはつゆほども思っていないので、これからスチュワート他二人はさぞ苦労するだろうなあと、まるで他人ひと事ごとのように思っていました。

　しかし、ありがたいことに二巻のお話を頂きまして、リンドール王国のその後が、他人事ではなくなってしまったわけです。

　そういう理由もありまして、この二巻の内容を読んで読者の方がどう思われるのかと、普ふ段だん以上に戦せん々せん恐きよう々きようとしている自分がいます。

　エンリエッタはフランに戴たい冠かんを決意させるために作り出したキャラですが、彼女の完かん璧ぺきであろうとしつつも人間らしいところが私は結構好きです。

　当初の予定では彼女を活かつ躍やくさせすぎて、担当さんからストップがかかったくらい。

　道は険しいですが、彼女にはのちのち幸せになって欲しいなと思います。




　この本の改かい稿こう中には色々とアクシデントもありまして、例えば裁断機で親指を盛せい大だいに切ったり、腰よう痛つうで動けなくなったりしていました。

　近所の整形外科の先生に連日お世話になる有様で、いやあ皆様もお気をつけください。

　まあぎっくり腰ごしはよくあれど、裁断機で指を切るというのはそうそうない事故だとは思いますが……。

　せめてもの救いは、怪け我がしたのが親指だったことでしょうか。他の指だったらキーボードを打つのに支障があるところでした。ギリギリセーフ。

　腰の方は、あとがきを書いている今も絶好調痛いです。

　他の作家仲間のように、高いオフィスチェアを導入すべきかなと思いつつ、どうしても手が出ません。だって本当に高いやつとか、十万円以上するんですよ。

　一方今愛用しているのは、二千円のバランスボール。

　イラストレーターの方に教えて頂いたんですが、少し空気を抜ぬいて使うといい感じです。ボールが全体で腰を支えてくれるので、一度体験してしまうともう離はなれられない。

　さて、少女小説のあとがきに何を書いているんだという話ですが、今回はあとがきスペースが四ページもあるので、気長にお付き合いください。

　読み飛ばして頂いても全然大だい丈じよう夫ぶ。人生に役立つことは何も書いていないと、自信を持ってお約束します。

　腰痛もね、明後日あさつてから両親と温泉に行く予定なので、まったりと骨休めしてきます。

　実家の犬はかわいそうに留守番です。家族がいないと餌えさも食べられないチキン犬なので、大丈夫なのか少し心配ではありますが。

　ストレスがあるとね、尻尾しつぽの毛を自分でむしっちゃうんですよヤツは。

　一度、尻尾をむしらなくなるスプレーというのを導入してみたのですが、効果はあったんだろうか。

　実家を離れた私にできるのは、ネット通つう販はんで必ひつ需じゆ品を送りつけることだけなのでした。

　もう残りのスペースがなくなってきました。

　そんなことを考えつつ、またどこかでお会いできることを願って。


柏かしわ　てん
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　その噂を聞いた時、私の胸をよぎった想いは、一体なんだったのだろう。

　驚き。動揺。そして今まで感じたことのないような、激しい嫉妬。

　同じ年頃の令嬢達がドレスで楽しそうにしている姿を見ても、ここまで心が乱れたことはなかった。

　家のために男として生きようと決めたのは、十八の時だ。

　両親が死んで、病弱な弟に、全ての責任がのし掛かろうとしていた。

　雨の日には体調を崩し、十五になった今でも時折生死の境を彷徨さまようような弟が、そんな重圧に耐えられるはずがない。

　予想通り当家には財産目当ての遠い親戚達が、我こそは後見人にと集まってきた。

　彼らの言葉に従えば、私はさっさと縁組みさせられ厄介払いされてしまう。

　両親を亡くして寝付いてしまった弟を置いて、のうのうと結婚なんてできるはずがない。

　事故の報せを聞いた日に、私は長かった髪をバッサリと切り落とした。

　幸い、王都を嫌って領地で過ごすことの多かった私を、知っている者は少なかった。

　更に髪を切って、男性らしく凜々しい化粧をすれば、外見は大いに変わる。

　あとは衣服に詰め物をして、体格も男性らしく見えるよう心がけた。

　姿勢、態度、男性らしいそれらを真似るうち、女である自分が少しずつ死んでいく気がした。

　それは到底愉快な感情ではなかったが、実家を見知らぬ親戚に奪われるよりはずっとずっとましだった。

　幸い、私には幼くして亡くなった兄がいたので、死亡届は誤りだったと申し出たところ案外簡単に嫡子として認められた。

　随分管理が杜ず撰さんだと思ったものだが、私には好都合だった。

　それから、思っていたよりも長い時間が過ぎた。

　医者にはもうだめかもしれないといわれた弟アンリは無事持ち直したが、それでも全快するということはなく、綱渡りの日々が続いた。

　アンリが大人になって体が丈夫になるか、それとも死神の鎌が彼の命を刈り取るのが先か。

　彼の治療に、金の糸目はつけなかった。

　その治療費を稼ぐため、他の貴族に取り入り領地での産業を活性化させた。

　辛いことは多くあった。しかしそれら一つ一つを気に留めている余裕もないほど、私は追い立てられていた。

　なにがどうあっても、たった一人の肉親を失うわけにはいかない。

　アンリの死は、我が家の断絶と同義だった。

　女では、爵位を継承することができない。そして私はもう、伯爵家の娘に戻って男子を産むこともできない。

　アンリが死ねばバートレイ伯爵の直系の男子がこの世からいなくなる。

　待っているのはやっぱり、遙か遠方の親戚に乗っ取られる未来だけ。

　なんて慈悲のない法だろうと、何度も国を恨んだ。

　だが、仕方ない。今までずっとこうだったのだ。今まで何人もの女達が、私と同じように悔し涙を流したに違いないのだ。

　中には私のように、性別を偽り死んでいった者もいたかもしれない。

　女達の怨えん嗟さはいつか国を変えるかもしれないが、それは今ではないのだ。

　そう自分をなだめすかすことで、なんとか今日までやってきた。

　けれどだからこそ、我が国初の女王が誕生するという報せは、燃えたぎる石を吞んだような悔しさを私に与えたのだ。

　国の王位を、女が継ぐなんてそんなこと、あってたまるか。

　たかだか伯爵位に執着して、私は様々なものを捨てたのに。

　その女は自ら望んでいないにもかかわらず、女でありながら冠をかぶるという。

　どうしてそんなことが許される？

　許せるはずがない。許容できるはずがない。

　その女は国王と似ても似つかない臙脂の髪をしていた。瞳は理知的なピーコックグリーン。しかしその奥には、隠しようのないおびえが滲む。

　三人の貴公子を侍らせ、それでも女王になる気などないという。

　どうしてそれを、恨まずにいられよう。

　我慢し続けた言葉が、思わず口をついた。

　彼女に女であることがばれたのも、考えられないほどの失態だ。不幸な偶然が重なったとはいえ、パーティーの後、私は悔しさと自分を御することのできなかった後悔で、高い熱を出した。それまでは病気知らずだったので、これが弟の苦しさなのかと熱に浮かされながら明後日なことを考えたりもした。

　そんな彼女から、貴族院の議長を任せたいと言われた時、私がどれほど驚いたことか。

　それも、アスコットとしての私にではない。捨てたはずの名、エンリエッタとして、議長の椅子に座って欲しいと。

　目の前の女性はやはり、ドレスを着た少し頼りない見た目をしていた。

　けれどそのグリーンに輝く瞳は、先日とは打って変わって確かな情熱を秘めていた。わずかに残る幼さの中に、それでも気丈に顔を上げ続ける新芽のような鮮やかさ。

　その姿に思わず見とれてしまったことを、いつか彼女に伝える日は来るのだろうか。

　私は、彼女が作る国を見たいと思った。その瞳が見通す未来を。

　かわいそうに、アスコットは二度死んだ。

　私は新しい人生を、彼女と共に生きていく。
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